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    １　　主人公の友人


    



    　俺は小こ林ばやし一いち郎ろう。高校二年生。


    　その名前からも分かる通り、「どこにでもいる高校生」の権ごん化げのような男だ。


    　これといって特筆するような個性もなく、ルックスもすこぶる地味で、学力も基本的には中の下……こういう奴やつを何と呼ぶか知っているだろうか？　そう、モブキャラである。


    　どんな物語に登場しても、俺は脇わき役以上の存在にはなれないだろう。しかし脇役とて、全くお話に貢こう献けんできないわけじゃない。メインキャラに絡めないわけじゃない。


    　俺は昔から、誰かを際立たせ、輝かせ、人気者にすることを生き甲が斐いとしてきた。


    　そのための立ち位置として、「友人キャラ」というポジションにこだわり続けてきた。


    　噛かみ砕いて言うと、要はバトル物のアニメやライトノベルなどによくいる、日常パートで主人公を相手にはっちゃける、三枚目でお調子者の一般人だ。俺はその立ち位置に、己おのれの人生の活路を見み出いだしたのだ。


    　で──俺は現在、まさに友人キャラを務めている真っ最中である。


    「一郎。たまには屋上で昼食にしないか？」


    　その日の昼休み。俺は一人のクラスメートから、そんな誘いを受けた。


    　女装が似合いそうな、中性的な整った顔立ち。高校二年にしては小柄だが、スラリとした俊敏そうな体型。そしてうなじで束ねた、やたら長い後ろ髪。


    　少年の名前は、火ひ乃の森もり龍りゆう牙が。


    　もう一度言おう、火乃森龍牙である。ドラゴンのファングである。


    　彼こそが、俺が人生を懸かけて支えるべきベスト・オブ・主人公。俺もこれまで様々な主人公的存在をプロデュースしてきたが、こいつほど華のある人物は見たことがない。「只ただ者ものじゃありませんオーラ」がハンパない。


    　きっと龍牙は、何かしらの物語の主人公に違いない。昨今はキラキラネームなるものが話題になっているが、名字までメラメラしている奴はまずいない。


    　俺はそんな火乃森龍牙の親友なのだ。友人キャラとして、これほどの栄誉があろうか？


    「おう、もちろんオーケーだぜリューガ！　ちょうど俺も、屋上で昼飯を食おうと思ってたところだ！　お前を誘って！」


    　早速二人して教室を出て、校舎の階段を上がっていく。幸いながら先客はおらず、屋上は俺たちの貸し切り状態だった。


    「あははは。バカだなあ、一郎は」


    「本当だって！　屁へをしたら、体がちょっと浮いたんだって！　三センチほど！」


    　龍牙を相手に、俺は他愛たわいのないトークを続ける。主人公の日常に、ひと時の安らぎとエンタメを提供する……それが友人キャラの使命だから。


    「そうだリューガ、お前に伝えることがあったんだ。同じクラスの川かわ上かみさんについてだ」


    「川上さん？　彼女がどうかした？」


    　小首を傾かしげた龍りゆう牙がに、俺はニヤリと笑う。そして尻しりのポケットからミニノートを取り出し、パラパラとページを捲めくる。


    「よく聞け。川上さんの最新スリーサイズが判明した。上から八十二、六十、八十七だ」


    「…………」


    「かつての調査からバストが三センチ、ヒップが二センチ上昇している。しかし彼女は水泳部だけに、筋肉がついた可能性も排除しきれない。急ぎ確認しようと思う」


    　ポカンとしている龍牙をよそに、俺は識者のごとく報告を続ける。


    　ちなみにこれは、別に趣味ではない。義務である。学園で可か愛わいいとされる女子の情報を、主人公にリークする……それもまた友人キャラの使命なのだ。


    「ちなみにパンツは白。これは前回の調査とも一致する。二回のみのデータなので、蓋がい然ぜん性せいには乏しいが……心の片隅にでも留とどめておいて欲しい。いざというとき役立てて欲しい」


    「ねえ、一いち郎ろう」


    「何だリューガ」


    「それ、どういうときに役立てるの？」


    「……続いて、遠とお山やまさんのパンツだが」


    「続かなくていいよ！　真ま面じ目めに聞いて損したよ！」


    　思いっきり突っ込まれた。さすが主人公、ツッコミにもキレがある。


    　こうやって呆あきれられることは、友人キャラの本ほん懐かいだ。一仕事終えた気分だった。家に帰ったらコーラで一杯やるとしよう。


    「川上さんや遠山さんより、もっと情報を知りたい子がいるはずだよ？　目の前に」


    「…………」


    「私の最新スリーサイズは、知りたくないの？」


    　ここで一つ、残念なお知らせがある。


    　この物語の主人公・火ひ乃の森もり龍牙は──実は女の子なのだ。周囲には男として通しているが、女子からよくモテるが、れっきとした女性なのだ。染色体ＸＸなのだ。


    　その事実を知ってしまったとき、俺は軽く絶望したものだ。


    　まさか女主人公だったとは……スケベな友人キャラなど不要だったとは。


    「なあリューガ。今からでも男になれない？　設定変更できない？」


    「設定って何っ？　いい加減に、そういうデータ収集はやめなさい！　女の子たちに失礼だから！　私にも失礼だから！」


    　やっぱりツッコミには、キレがあるんだけどなあ……。


    　女なんだよなあ……。
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    ２　　友人の苦悩


    



    　俺の名前は小こ林ばやし一いち郎ろう。高校二年生。


    　自みずからを「友人キャラ」のプロと称する、脇わき役のエキスパートだ。


    　俺は昔から、自分の全身全霊を懸かけて支えるべき「主人公的存在」を求め続けてきた。そして高校に入学したとき、とうとうその人物に巡り合えた。


    　それが火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだ。英訳するとバーニング・フォレスト・ドラゴン・ファングだ。


    　名前、ルックス、雰囲気……全てにおいて華のある、スター性に満ちた逸いつ材ざい……龍牙を初めて見たとき、俺はハートを撃ち抜かれた心ここ地ちだった。鼻血が出るかと思った。


    （きっとこいつは、何かしらの物語の主人公に違いねえ！　人知れずバケモノとかと戦っているに違いねえ！　どうもご苦労様！）


    　それからの俺は、暇ひまがあれば龍牙にしつこく絡み続け──晴れて友人キャラのポジションを獲得することができた。


    　お前の学園パートは、俺が盛り上げてやる。スケベで能天気なキャラを演じて、お前を相対的に引き立ててやる。必然性があるなら脱ぐ覚悟だってある。


    　そう意気込んでいたものの。


    「一郎。これからは二人でいるときは、他の女子の話をしないことっ」


    「そ、そんな！　知りたくないというのか！　女子のスリーサイズやパンツの色を！」


    「知りたくないよ！　だって私、女の子だもん！」


    　一つの大問題が発生した。


    　実は龍りゆう牙がは、事情あって男だと偽いつわっている──女の子だったのだ。


    　ひょんなことからその秘密を知ってしまい、俺の「友人キャラ」としてのポジションに暗雲が立ち込めた。スケベで能天気なキャラが、ここにきて一気に裏目となった。


    （これまでリューガに散々してきた猥わい談だんが、ただのセクハラだったとは……）


    　が、諦あきらめたりしない。龍牙ほどの主人公には、二度と出会えないだろうから。


    　たとえ女主人公だとしても、友人キャラは必要なはず。それが男友達だっていいはずだ。男女の間にだって、きっと友情は成立するのだ。


    （そもそもリューガは、学校では男として通してるんだ。俺が絡むのは主に学園パートなんだし、別に今の路線でも大丈夫なんじゃ？）


    　しかし。そんな淡い期待とは裏腹に、現実はなかなか厳しかった。


    「一いち郎ろう。今度の日曜日、どこか遊びにいかない？」


    　その日の休み時間。二人で雑談をしていると、龍牙がそう言ってきた。


    「おう、もちろんオーケーだぜリューガ！　ちょうど俺も、日曜にお前と遊ぼうと思ってたところだ！　ゲーセンでも行くか？　それともバッティングセンターか？」


    「う～ん、そういうトコじゃなくてさ……もっと静かな場所に行かない？　植物園とか、プラネタリウムとか」


    「じゃあ男らしく、牛丼でもかっ食らいにいくか！」


    「お洒しや落れなカフェとかがいいな。それかスイーツショップ。確か駅の近くに、ケーキバイキングがオープンしたはずだよ」


    　お洒落なカフェに、ケーキバイキング。男同士で行く場所じゃない。


    「そ、そうだ、釣りにしねえか？　電車で須す々す浜はま駅まで行って、海岸で海釣りしようぜ！」


    「え～、わた……俺って、餌えさの虫を触れないんだよね。どうせ海に行くなら、砂浜で追いかけっこしようよ」


    　龍牙が今、自分のことを「私」と言いかけた。


    　間違いない。女の子バージョンになっている。学校じゃ男でいるって言ったクセに！


    「リューガ。俺たちは健全な男子高生だ。決して砂浜で追いかけっこなどをしてはいけない存在なんだ。周囲の目だってあるだろ？　それはお前も分かってるはずだろ？」


    「男子高生だって、追いかけっこくらいするでしょ？」


    「しねえよ！　するとしたら、学食の焼きそばパンを買うときくらいだ！」


    「バイキングって、男らしい感じしない？」


    「それはリアル・バイキングだろ！　北欧の武装船団だろ！　角のついた兜かぶとを被かぶった、重厚なチェーンメイルを着たオッサンたちだろ！」


    「最近、携帯にチェーンメールがよく来るんだよね」


    「そんな話はしてねえ！」


    　声を張り上げていると、クラスメートたちが胡う散さん臭げに俺を見てきた。


    （クソ、どうしてボケ役の俺がツッコミをしなくちゃいけないんだ……）


    　苦々しい顔で嘆息する俺に、龍りゆう牙がが甘えた声でお願いしてくる。


    「今回は私のリクエストを聞いてよ。せっかくのデートなんだから」


    　ここで一つ、残念なお知らせがある。


    　この物語の女主人公・火ひ乃の森もり龍牙は──どういうわけか俺に惚ほれているのだ。単なる友人キャラである、スケベで能天気な三枚目である、この小こ林ばやし一いち郎ろうに。


    　毎日のようにつるみ、一緒にいるのが当たり前のようになったのがマズかったのかもしれない。加えて「女の子」を出せる異性が、俺だけということも仇あだとなったのかも。


    （諦あきらめねえぞ。いつか必ず友人キャラに返り咲いてやる！）


    　まだ引き返せる道はあるはず。男女の間にだって、きっと友情は成立するはず……そんな淡い期待にすがりつつ。


    　俺はケーキバイキングに行くことを、渋しぶ々しぶながら承諾した。
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    ３　　秘密


    



    　俺の親友・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは、謎なぞの多い人物である。


    　周りの目を引く秀麗なルックスに、どこか浮世離れした雰囲気。高校生になるまでは中国の秘境に住んでいたという、とても気になる過去……友人キャラ志望の俺がズキュンときたのも無理からぬ話だろう。


    　が、それだけの主人公要素を持ちながら、龍牙は決して目立とうとしない。クラスメートたちとも距離を置き、積極的に絡もうとしない。


    （まあ、下へ手たにみんなと交流を持つと、女であることがバレちまう恐れがあるからな……俺より有能な友人キャラが現れても、それはそれで困るし）


    　ただし。さすが主人公であるだけに、彼女はやっぱり目立ってしまう。


    　──ある日の授業中。英語教師の峰みね岸ぎしが、黒板にカツカツと英文を書いていたところ。


    　窓際最後尾に座る龍牙が、いきなりガバリと立ち上がった。やけに怖い顔をして、窓の外をキッと見み据すえながら。


    「ど、どうした火乃森。先生、どこかスペルでも間違えたか？」


    「……すみません峰岸先生。お腹が痛いので、トイレに行ってきていいでしょうか」


    「また腹痛か？　確かこの前もそうだったが」


    「胃腸がかなり弱くて。すぐに戻ります！」


    　そう言って、矢のように教室を飛び出していく龍牙。クラスメートはもちろん、峰岸もポカンとしていた。ちなみに峰岸先生は、ウチの二年Ｂ組の担任でもある。


    　……こうやって龍牙が授業を抜け出すのは、よくあることだったりする。


    　当然ながら彼女は、本当にトイレに行っているわけじゃない。主人公として、行かねばならない理由があるのだ。


    「火乃森って、いつも腹を壊してるよな」


    「一昨日おとといの古文の授業のときもトイレに行ってたし……サボりじゃないのか？」


    「そんな感じの奴やつには見えないけどな。成績もいいし」


    　ボソボソと会話を交わす周囲に向けて、俺は峰岸より先に「静かにしろ」と説教する。


    　龍牙のフォローは、友人キャラたる俺の務め。あいつがクラスで変に孤立してしまわないよう、上う手まいこと場を収める責任がある。


    「あの切せつ羽ぱ詰まった顔、みんなも見ただろ？　本当に腹痛なんだよ。限界だったんだよ」


    　フォローできているか不安だったが、そう言うしかない。せめて「気分が悪いので保健室に行く」と言ってくれたらよかったのに……あとで進言しておこう。


    「さあ先生、授業を続けて下さい。早く俺に、俺たちに英語を教えて下さい！　知らなかったかもしれませんが、俺は英語が三度の飯より大好きなんです！」


    「そ、そうなのか小こ林ばやし」


    「はい！　俺は日々、英語のことばかり考えています！　洋画だって吹き替えで観たりはしません！　字幕すら不要です！」


    「よし、じゃあこの英文を訳してみろ」


    「分かりません！」


    　……それからしばらくののち。


    　授業が終わるギリギリのタイミングで、龍りゆう牙がが教室に戻ってきた。


    「ふう……思ったより手こずっちゃったな」


    　そう言って自席で一息ついている龍牙は、よく見ると右頬ほほが薄く切れていた。制服もちょっと汚れており、拳こぶしには血がついていた。


    　どう考えてもトイレで気張ってきた様子じゃない。「手こずった」というのも、ウンコのことじゃないのは明白だ。


    　休み時間になると、すぐさま龍牙の元へ向かい、「お疲れ様」と労ねぎらいの言葉をかける。


    　彼女が何をしてきたのかを、俺は知っていたから。


    「また使徒が現れたのか。最近かなり出現頻ひん度どが増してるな」


    「うん。単体の使徒だったからよかったけど、複数だったら面倒なことになってたかも」


    　使徒。それは正式には『奈な落らくの使徒』という、人類を脅おびやかす異い形ぎようの軍団。


    　異界よりやってきた、恐るべき侵略者たちのことだ。


    　奴やつらは人間の姿に化け、巧妙に社会へ紛まぎれ込んでいる。そして隙すきあらば人々に牙きばを剥むき、現代科学では説明のつかない怪事件を巻き起こしているのだ。


    　獣けものっぽいのやら、魚っぽいのやら、虫っぽいのやら、使徒のモチーフは様々。にわかには信じがたい話だろうが、俺も実際に何度も見ている。


    　そんな異形の怪物どもと戦っているのが──我らが主人公・火ひ乃の森もり龍牙なのだ。


    　そう。龍牙は「バトルストーリー」の主人公だったのだ。その身に大いなる【龍神】を宿した、無敵の異能力者だったのだ。どうだ、凄すごいだろう。


    （だからこそ俺は、リューガの友人キャラでありたい。たとえこいつが女の子だろうと、このポジションから降りるつもりはねえ）


    　戦いの日々を送る龍牙に、ひと時の安らぎとエンタメを提供する……それがこの俺・小林一いち郎ろうの使命。物語を盛り上げるためなら、俺は使徒に捕まることだって厭いとわない。必然性があるなら、使徒に食い殺される覚悟すらある。


    「心配ないよ一郎。どんな敵が来たって、俺は負けないから。みんなを必ず守るから」


    　頼もしく言い放った龍牙は、まさしく主人公の鑑かがみだった。今のセリフ、みんなに聞かせてやれないのが非常に残念だ。


    　こいつ、ウンコしてたことになってるし……。
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    ４　　着替え


    



    　この物語は、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを主人公とした「異能バトルストーリー」である。


    　龍牙は人知れず、人類を脅おびやかす異い形ぎようの軍団・『奈な落らくの使徒』と戦っている。そんな主人公を日常パートから面白おかしく支えるのが、友人キャラたる俺・小こ林ばやし一いち郎ろうの使命だ。


    　この世界は、火乃森龍牙の物語の舞台。


    　世の中の全ては龍牙のために存在しており、誰もがその登場人物の一人なのである。


    　俺はそう認識しているが、もちろんそれは俺だけに限った話だ。他のみんなにとって、この世界はまぎれもない現実……だから思いもよらない事態にたびたび見舞われたりする。


    　……その最たるイレギュラーが、火乃森龍牙が女の子だということだろう。


    　主人公であるはずの龍牙は、実は男装した女の子だった──それを知ったことが、俺の友人キャラとしての迷走の始まりだった。


    （どうして女なんだ……何でそんなところで設定をひねるんだ……）


    　しかもそこに、さらなるイレギュラーが重なった。


    　何と俺は、女の子だった龍牙に好意を持たれているのだ。あまつさえ厄やつ介かいなお願いをされてしまったのだ。


    　──いつか『奈落の使徒』との戦いが終わって女の子に戻れたときのために、恋人修行をしておきたい。その相手になって欲しい──と。


    （俺はこれまでずっと、スケベで能天気なキャラを演じてきた。そんな俺が主人公の擬似恋人なんて務まるワケがねえ。読者からのクレームに、とても対応できる気がしねえ）


    　とはいえ、泣き言を言っていても仕方がない。いくら嘆いたところで、龍りゆう牙がにチンチンは生えてこない。


    　たとえ性別がどうだろうと、俺は彼女を支えるだけ。いつか恋人ポジションを返上し、元の友人キャラに返り咲くためにも。


    「──なあ火ひ乃の森もり。お前って、今日も体育は見学か？」


    　その日の休み時間。クラスメートの佐さ藤とうが、龍牙にそんなことを言ってきた。


    　次の四時限目は体育の授業だ。教室では男子生徒たちが、各所で着替えを始めている。すでに佐藤も体操着姿だった。


    　……男と偽いつわって学園生活を送っている龍牙は、日々の至る場面で難儀を強いられる。その顕けん著ちよな例が、週に二回ある体育の授業だ。やっぱり今回も突っ込まれたか。


    「お前、まだ一度も体育に出たことがないだろ。そんなに体が弱いのか？」


    「う、うん。ずっと通院を続けてて、医者からは運動を避けるように言われてるんだ」


    「ふぅん。じゃあ泳ぐのも駄目なのか？　夏になったら水泳の授業もあるけど」


    「無理無理！　絶対に無理！」


    　龍牙が物凄すごい勢いで首を振っている。うなじで束ねた長い後ろ髪が、鞭むちのようにヒュンヒュンとしなっていた。


    　そりゃそうだろう。今でさえ半裸の男子に囲まれ、龍牙はとても気まずそうにしている。


    　水着に着替えるとなれば、全裸になる者も現れるだろう。悪乗りして下半身を誇示する者も出てくるだろう。男子高校生とは、そういう生き物だ。


    （そんな憂き目にリューガを遭わせるのは忍びねえ。いくら日頃『奈な落らくの使徒』を相手にしてるので、おぞましいものは見慣れているとはいえ）


    　龍牙の事情など知らない佐藤は、構わず会話を続ける。


    「少しは筋トレもした方がいいと思うぞ？　火乃森、ちょっと脱いでみろよ」


    「無理無理！　絶対に無理！」


    「おっと、チャイムが鳴る前にトイレ行っとくか……よかったらツレションどうだ？」


    「無理無理！　絶対に無理！」


    　ひたすら首を振り続ける龍牙。隣にいる俺の顔を、さっきから後ろ髪がペチペチ打ちつけてくる。


    　そうこうしているうちにチャイムが鳴る三分前となり、佐藤はクラスメートたちと共に教室を出ていった。


    　去り際に誰かが「火乃森の前で服を脱ぐのって、何だかドキドキするんだよな……俺っておかしいのかな」と言っていた。大丈夫、君はおかしくない。


    「はあ。体育のときって、いつも憂ゆう鬱うつだよ」


    　教室に残っているのが俺だけになったところで、龍りゆう牙がが机に頬ほお杖づえをついてボヤく。足がやや内うち股またになっていた。


    「男の子って、みんな恥じらいがないよね。普通にエッチな話とかもするし……」


    「まあ、中高生の男なんてそんなモンだよ。佐さ藤とうも悪気はないんだろうし、むしろお前を男だと疑ってないんだろうし、許してやってくれ」


    「うん、そうだね。ところで一いち郎ろうは着替えなくていいの？　もうすぐチャイム鳴るよ？」


    「おっとヤベえ」


    　すかさず制服を脱いで、パンツ一丁となった瞬間。


    「目の前で脱がないの！」


    　たちまち龍牙の後ろ髪がヒュンと旋回し、俺の顔面をはたいてきた。それって、そういう使い方するもんなのか！


    「みんなだって脱いでただろ！　今さら俺一人くらい同じだろ！」


    「一郎はダメなの！　他の人とはドキドキ度が違うの！」


    　いささか理り不ふ尽じんだが、俺は素直に謝ることにした。


    　世の中の全ては、主人公のために存在しているのだから。
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    ５　　学園のアイドル


    



    　俺が通う県立央おう明めい高校には、何人かの有名人がいる。


    　その中には、ウチの男子生徒なら知らない者はまずいないであろう、いわゆる「学園のアイドル的存在」がいたりもする。


    　それが二年Ｃ組の、雪ゆき宮みや汐しお莉りさんだ。


    　成績優秀、容姿端麗、お淑しとやかで清せい楚そな上に、世界的企業・雪宮グループのご令嬢。


    　まさに絵に描いたようなヒロインキャラなのだ。俺の調べでは、男子生徒の五人に一人が惚ほれているという統計が出ている。


    （あくまで概算だが、それは数にして約七十人……それだけの奴やつが雪宮さんに惚れてるってことだ。彼女の胸が控えめじゃなかったら、百人の大台に乗っていたかもしれねえ）


    　そんな雪宮汐莉さんには、一つの噂うわさがつきまとっている。


    　もしや彼女には、付き合っている男がいるんじゃ──というスキャンダルめいた噂が。


    　それはある意味で「アタリ」であり、ある意味で「ハズレ」だと言える。要するに、彼氏はいないのだが、極めて懇こん意いにしている相手はいる……ということだ。


    　そしてそれは俺にとって、いささか頭の痛い問題でもあった。


    「──火ひ乃の森もりくん。この前はお買い物に付き合ってくれて、ありがとうございました」


    　ある日の休み時間。いつものように俺と龍りゆう牙がが他愛たわいもない雑談をしていると。


    　雪宮さんが教室へやってきて、龍牙にそう話しかけてきた。


    　今日も亜麻色のロングストレートが艶つややかだ。肌は抜けるように白く、笑顔は天使のごとく朗ほがらか。お辞儀もピッタリ四十五度だった。


    　当然ながら、クラスメートたちの視線が一斉にこちらへと向けられている。学園のアイドルが、どうしてわざわざ隣のクラスまでご出張を……そんな困惑の目をしていた。


    　とはいえ、これは今日に限ったことじゃない。


    　雪宮さんはこうして、ちょくちょく龍牙に会いにくるのだ。クラスでも少し浮いている、俺以外に友達のいない、謎なぞ多き少年に。


    「どういたしまして。俺も久し振りに色んな店を回れて、凄すごく楽しかったよ。カフェで食べたチョコレートパフェも美お味いしかったし」


    「フフッ。火乃森くん、頬ほっぺにクリームをつけてるんだもの。子供みたいでしたよ？」


    　楽しげにそんな会話を交わしている二人。あの雪宮汐莉とここまで親しくトークできる存在が、この学校にどれほどいるだろうか。


    「またお誘いしてもいいですか？　今度は火乃森くんのお買い物に同行させて下さい」


    「そうだね。またお互い時間があったら行こうか」


    　爽さわやかスマイルで、平然とデートの約束を取りつける龍牙。


    　数人の男子が、目を血走らせてこちらを睨にらんでいるのが分かった。一方で女子の中にも、同じ目をした者が数人いた。龍りゆう牙がもルックスがかなり良いので、少なからずモテるのだ。


    （何か俺、お邪魔虫みたいだな）


    　そう考え、俺は二人に「トイレ行ってくる」と告げ、教室から離脱した。


    　……物語の主人公に、美少女の存在は欠かせない。火ひ乃の森もり龍牙と雪ゆき宮みや汐しお莉りが浅からぬ間柄となったのは、必然だと言っていいだろう。


    　俺のような友人キャラもいれば、雪宮さんのようなヒロイン候補もいる……色んなキャラがいてこそ、ストーリーは充実するのだ。


    （ただし、問題はリューガが女の子であることだけど）


    　当然ながら雪宮さんも、龍牙が女だということは知らない。「ちっとも私にアプローチしてこないけど、もしかしてソッチ系の人なのかな？」……そんな認識でいると思われる。


    　もし龍牙が男だったら、どれだけよかっただろう。俺だって心置きなく、目を血走らせて龍牙を妬ねたむことができたろうに。それが遺い憾かんでならなかった。


    （しかもリューガが女だったお陰で、さらなる弊へい害がいが生まれちまったし……）


    　トイレで用を足し、時間を潰つぶすようにノロノロと戻っていたところ。


    　俺の教室から出てきた雪宮さんと、廊下でバッタリ鉢はち合あわせした。しまった、もう話を切り上げちゃったのか？


    「あ、小こ林ばやしさん。よかった、お話ししたいことがあったんです」


    　俺の袖そでを引っ張って廊下の窓際までつれていき、耳打ちしてくる雪宮さん。


    　龍牙と話していたときよりも、明らかに距離が近かった。


    「実は今度、社交パーティーでピアノを演奏することになりまして……どんな曲がいいか、小林さんのご意見を伺うかがいたかったんです」


    　その弊害が、これである。


    　かつて俺は、不用意に雪宮さんの相談に乗ったことで、彼女の「専属アドバイザー」に任命されてしまったのだ。実は龍牙以上に、雪宮さんとよく会っているのだ。


    「そうだ、小林さんもパーティーにいらっしゃいませんか？　私の執事として──」


    　恐ろしいことを雪宮さんが言いかけた瞬間。龍牙が教室から飛び出てきた。


    「汐莉！　使徒の気配だ！　一緒に来てくれるか！」


    「えっ？　は、はい！　もちろんです！　フォローは任せて下さい！」


    　そのまま脇わき目めも振らず、瞬またたく間に駆け去ってしまう龍牙と雪宮さん。ちなみに使徒とは、人類を脅おびやかす異い形ぎようの軍団・『奈な落らくの使徒』のことだ。


    　そう。雪宮汐莉は──龍牙と共に戦う仲間キャラでもあるのだ。


    　俺は主人公だけじゃなく、そんな彼女ともフラグを立ててしまっているのだ。


    　一体どうしたものか……誰か俺の「専属アドバイザー」になってくれないだろうか。
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    ６　　女剣士


    



    　俺・小こ林ばやし一いち郎ろうが通う県立央おう明めい高校には、いわゆる不良と呼ばれる生徒が一人もいない。


    　喧けん嘩かをしたり、煙草タバコを吸ったり、盗んだバイクで自由を求めて走ったり……かつてはそんな問題を起こす者もいたのだが、ことごとく更生させられてしまった。


    　ある一人の女子生徒によって。


    　三年Ａ組の、蒼あおヶが崎さき怜れいさんの手によって。


    　彼女は剣術道場を実家に持つ、剣の達人である。キリリと凛り々りしい和風美人で、常に木刀を持ち歩いている。質実剛健、謹厳実直……まさに武士道の権ごん化げのようなお人なのだ。


    （だから蒼ヶ崎さんは、ハンパ者を許さない。つまりウチには不良はいないけど、番長はいるってコトだ。『奈な落らくの使徒』すらボテくり回す、無む双そうの番長が）


    　ある日の昼休みのこと。


    　今日もまた屋上で昼食にしようと思い、俺が龍りゆう牙がを誘いかけた瞬間。


    「おい、屋上で喧嘩だってよ！　サッカー部の福ふく山やまと、ラグビー部の長なが井いが！」


    　いきなり廊下から、そんな叫び声が聞こえてきた。


    　この学校では珍しく喧嘩が発生したようだ。しかも、よりによって屋上で。


    「どうするリューガ？　喧嘩を止めにいくか？　お前は目立ちたくないだろうから、代わりに俺が止めるぞ」


    　こう見えて、俺はそこそこ腕力に自信がある。中学時代に不良の渡わた辺なべくんの友人キャラを務めていた頃、彼を番長にするため暗躍した実績を持っている。


    　とはいえ、もちろん戦闘力を大っぴらにはしたくない。俺の築き上げてきた「スケベで能天気な三枚目」というキャラクターイメージが損なわれてしまうから。


    （たとえ喧けん嘩かを止めるにしても、コミカルな方法でなければ。両者が繰り出したパンチを、同時に顔面で受ける……そんな形がベストか）


    　俺の胸むな算ざん用ようをよそに、しかし龍りゆう牙がは軽く肩をすくめてみせた。


    「俺たちが止めなくても、きっとあの人が止めるんじゃないかな」


    「あの人？　それって蒼あおヶが崎さきさんのことか？」


    「うん。何なら確かめにいってみる？」


    　そんなわけで、俺たちは遅ればせながら屋上へ向かうことにした。


    　が、到着するまでもなく、喧嘩が終わったことを悟ってしまった。


    　野次馬であろう大勢の生徒たちが、前方の廊下をゾロゾロ引き返してくる。口々に「やっぱさすがだよな、蒼ヶ崎さん」「初めて見たよ。剣風で竜巻を起こせる人間」「絶対あの人、戦国時代に生まれてくるべきだったよな……」などと言っていた。


    　……屋上を訪れてみると。果たして福ふく山やまと長なが井いが、並んで正座させられていた。


    　彼ら二人の前には、木刀を携たずさえた女剣士が仁に王おう立ちしている。


    　腰まで届くポニーテール。モデルのごときスラリとした長身。制服を乱れなくキッチリと着こなしているのに、不思議とスタイリッシュな佇たたずまい。


    　何より特筆すべきは、男子なら誰もが目を奪われるであろう、おそらく我が校で一番のバストサイズ……木刀を振るとき邪魔にならないのか心配になるほどの巨乳。


    　そう。彼女こそ蒼ヶ崎怜れいさん。男子より女子からモテるという、我が校の番長である。


    「福山、長井。君たちはサッカー、ラグビーというチームスポーツをしているのだろう」


    　蒼ヶ崎さんの言葉に、「……はい」と返す福山と長井。すっかり戦意を喪失していた。


    「君たちは部の看板を背負っている。その軽挙は、部全体に累るいが及ぶことにもなり得る。そして君たちが怪け我がでもすれば、それもまた部にとって大きな損害に──」


    　長い説教がようやく終わり、福山と長井がスゴスゴと去っていった頃には、屋上に残っているのは俺たちだけだった。


    「怜さん。今日はいつになく長めのお説教だったね」


    　龍牙が苦笑混じりにそう言うと、蒼ヶ崎さんも苦笑を返してくる。木刀で自身の肩をトントン叩きながら。


    「彼らは血の気が多いことで有名らしいからな。念入りにお灸きゆうを据すえておいた。……ところで龍牙。聞けばつい昨日、汐しお莉りと一緒に『奈な落らくの使徒』を討ちにいったそうだな。私にも声をかけてくれればよかったものを」


    「あはは、ゴメン。雑ざ魚こが一体だったし、わざわざ怜れいさんを呼ぶまでもないかな？　って」


    　会話から分かる通り、蒼あおヶが崎さき怜もまた雪ゆき宮みや汐しお莉りと同じく──龍りゆう牙がと共に戦う異能力者だ。単なる不良や運動部員が、敵かなうわけがないのだ。


    「あと小こ林ばやし。君は何も問題を起こしていないだろうな？」


    　唐突に話を振られ、俺は「も、もちろんです」と慌あわてて頷うなずいた。


    　実は俺は、学校でトップクラスに彼女の説教を受けている存在である。かつて蒼ヶ崎さんの着替えを覗のぞいたときなどは、危うく鬼籍に入るところだった。


    「そうか。ならばいい。ついでにもう一つ訊きいておこう。今日の私のリボンをどう思う？　今朝、選ぶのに一時間も迷ってしまったのだが」


    「えっと……凄すごく似合ってるんじゃないでしょうか」


    　そう言うと、蒼ヶ崎さんは満足げに頷いた。かなりのドヤ顔だった。


    「小林が言うならば間違いあるまい。校則に反しない範囲での自己表現──真のファッションセンスとは、こういうところでこそ問われるものだからな」


    　……蒼ヶ崎さんは、そのキャラに似合わず非常にオシャレさんなのだ。俺はひょんなことからそれを知ってしまい、彼女の「専属コーディネーター」に任命されているのだ。


    　まさか学校のオシャレ番長に目をつけられてしまうとは……つくづくツイていない。
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    ７　　ヴァンパイア


    



    　この物語は、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを主人公とした「異能バトルストーリー」である。


    　こういうジャンルに付き物なのが、謎なぞの転校生という存在だ。


    　敵だったり、味方だったり、はたまた第三勢力だったり……いずれにせよ、転校生は只ただ者ものじゃないことが定じよう石せき。そして当然、この物語にも「そういうキャラ」がいる。


    　それがエルミーラ＝マッカートニーさんだ。


    　彼女はウチの二年Ｂ組に転入してきた、東欧出身の外国人。


    　気き紛まぐれで悪戯いたずらっぽい性格をした、俗に言う小悪魔キャラというやつである。


    　セオリー通りに超美少女で、すでに校内には彼女の私設ファンクラブまであったりする。雪ゆき宮みや汐しお莉り、蒼あおヶが崎さき怜れいと並ぶ、「央おう明めい高校の三大美少女」と言っていい有名人なのだ。


    「──小こ林ばやし一いち郎ろう。ちょっとお時間を頂いてもよろしくて？」


    　その日の昼休み。俺が鞄かばんからアンパンの入ったコンビニ袋を取り出したタイミングで。


    　エルミーラさんが寄ってきて、そんなことを言ってきた。


    　俺が返事をするより先に、彼女はそのまま教室を出ていってしまう。「ついてこい」という意味だろう。


    （はあ……せっかくリューガとお昼にしようと思ってたのに）


    　……どこに連れていかれるのかは分かっていた。体育館の裏である。あそこはまず人が来ることがないから。いささかベタだが、密会にはもってこいの場所だから。


    「リューガ。ちょっとトイレ行ってくるから、先に食べててくれ」


    「うん、分かった。早く帰ってきてね」


    　新妻のようなセリフを吐いた主人公に見送られ、俺は足早に体育館裏へと向かう。果たしてそこでは、エルミーラさんが待っていた。


    「遅いですわよ小林一郎。さっさとこっちに来なさい。そして制服のボタンを外しなさい」


    　澄まし顔でそう言って、チョイチョイと手招きしてくるエルミーラさん。


    　今日も燃えるように真っ赤なウェーブヘアーが鮮やかだ。いくら外国人だからって、ゴージャスにも程があるだろう。地毛なので教師たちも注意ができないという。


    「ウフフ。人目を忍んでこんな行為をしてるなんて、とても皆さんには言えませんわね」


    　側そばまで寄っていくと、エルミーラさんが妖しげに笑って、俺の首に両腕を回してくる。


    　……一見すると、これからエロい行為でも始まるように思うだろう。しかし残念ながら、これから始まるのは「食事」である。ランチである。


    　そう。謎の転校生・エルミーラ＝マッカートニーの正体は、ヴァンパイアなのだ。


    　日中でも平然と活動できる、餃ぎよう子ざも普通に食べる、ズルい設定の吸血鬼なのだ。


    「では、『いただきます』ですわ。あ～ん」


    　たちまちエルミーラさんが、俺の首筋にパクついてきた。直後、彼女の喉のどがゴキュゴキュと音を鳴らし出す。俺の血を嚥えん下げし始める。


    （いつもながら豪快な飲みっぷりだな……少しは遠慮というものを知らないんだろうか）


    　程なくして、俺の視界がチカチカとしてきた。同時にゾクゾクと寒気がして、全身の力が抜けてくる。典型的な貧血症状だ。


    「……ねえ、エルミーラさん。そろそろよくない？」


    「まだ足りませんわ」


    「腹八分目って言うじゃない？」


    「こう見えてワタクシ、底なしで有名ですの。飲み比べで負けたことはありませんわ」


    「酒みたいに言うんじゃねえ！」


    「アナタのヘモグロビン、やっぱり最高ですわね。数日置きと言わず、毎日でも飲んだくれたいですわ。朝昼晩と」


    「お前はアル中か！　もといヘモ中か！」


    　……エルミーラ＝マッカートニーは、炎を操あやつる異能力を持ったヴァンパイアである。


    　そのエネルギー源として、血液を必要としている。


    　しかし彼女は、そのための吸血行為を禁じられている。吸っていいのは龍りゆう牙がの血だけという約束になっている。つまりエルミーラさんもまた──龍牙の仲間キャラなのだ。


    　なのに、どうして俺がコッソリと血を与えているのかというと……彼女曰いわく「異様に美お味いしいから」だ。一度たまたま吸わせて以降、彼女は病みつきになってしまったのだ。


    　そんなわけで俺は、エルミーラ＝マッカートニーの「専属ドナー」となっている。


    　単なる友人キャラなのに。できればメインキャラとは絡みたくないのに。


    「……ふう、ご馳ち走そうさまですわ。これで午後の授業は、グッスリ眠れそう」


    「授業は……真ま面じ目めに受けなさい……」


    　地面に横たわったまま、俺は余力を振り絞って注意した。しこたま血を失い、もはや立つことすらできなかった。


    （グズグズしてると昼休みが終わっちまう……俺も早くアンパンでエネルギー補給を……）


    　何とか立ち上がり、ヨロヨロとした足取りで教室へ帰ると。


    　先に戻っていたヴァンパイアが、何事もなかったかのように龍牙と談笑していた。


    「龍牙。先日、汐しお莉りさんと一緒に『奈な落らくの使徒』を倒しに行ったそうですわね。怜れいさんはともかく、どうして同じクラスのワタクシを呼びませんの？　水臭いですわよ」


    「あはは、ゴメン。声はかけたんだけど、エルってば熟睡してて全然起きなかったんだ」


    　エルミーラさんが「あら、それはごめんあそばせ」と肩をすくめている。昼飯に買っておいた、俺のアンパンにパクつきながら。


    　飯は飯でしっかり食うのかよ。つくづくズルい設定の吸血鬼だ。
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    ８　　四し神じんヒロインズ


    



    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは、『龍神の継承者』という異い名みようを持っている。


    　その龍神とは、【黄こう龍りゆう】という黄金のドラゴンのことだ。かつて大陸から日本へと渡ってきた「それ」は、いつしか火乃森家の守護神となり、現代の龍牙まで受け継がれてきたのだ。


    　龍牙はその【黄龍】の力を借りて、『奈な落らくの使徒』と戦っている。しかし、同じ宿命を持つのは彼女だけじゃない。


    　四神──という存在を聞いたことはあるだろうか？　【黄龍】の眷族である、天の四方を司つかさどるとされる【白びやつ虎こ】【青せい龍りゆう】【朱す雀ざく】【玄げん武ぶ】からなる聖獣のことを。


    　龍牙の周りには、その四神を守護神に持つ仲間たちがいる。「火乃森龍牙の異能バトルストーリー」に花を添える、四人の美少女たちが。


    　学園のアイドル的存在である、『祝命の巫み女こ』こと雪ゆき宮みや汐しお莉り。守護神は【白虎】。


    　剣の達人であるクールな大和やまと撫なで子しこ、『斬ざん舞ぶの剣士』こと蒼あおヶが崎さき怜れい。守護神は【青龍】。


    　深しん紅くの髪の吸血鬼、『常とこ闇やみの血族』ことエルミーラ＝マッカートニー。守護神は【朱雀】。


    　龍牙の幼おさな馴な染じみである拳けん法ぽう家、『星せい壁へきの守もり人びと』こと黒くろ亀がめ里り菜な。守護神は【玄武】。


    　……彼女たちは本来、物語のヒロイン候補だった。主人公・火乃森龍牙の恋人キャラとなるのは、四人のうちの誰なのか？　それが一つの見どころだったはず。だが。


    　そこに思わぬ誤算が生じてしまった。彼女らは何だかんだあって、この俺・小こ林ばやし一いち郎ろうと次々にフラグを立てていったのだ。【玄げん武ぶ】の黒くろ亀がめさんを除いて。


    （本当に、どうしてこんなコトになっちまったんだろ……）


    　その日。折しも昼休みの教室にて、龍りゆう牙がとヒロインズが勢揃ぞろいしていた。


    　先日にあった『奈な落らくの使徒』とのバトルの反省会をするそうだ。今や俺も関係者なので、不本意ながら参加しないわけにいかなかった。


    「アルマジロ型の使徒だけあって、さすがに頑強でしたね」


    　バトルを振り返り、まず雪ゆき宮みやさんがそんな感想を述べる。


    　亜麻色のロングストレートに、清せい楚そな佇たたずまい……世界的な企業グループの会長令嬢だけに、育ちの良さが滲にじみ出ていた。男子生徒の五人に一人が惚ほれているのは伊だ達てじゃない。


    「うむ。まさか私の剣が弾き返されるとはな。まだまだ私も修行が足りない」


    　次いで蒼あおヶが崎さきさんが、自身の顎あごを摘つまみつつ唸うなる。


    　腰まで届くポニーテールの、眼光鋭い長身の和風美人……彼女はメンバー唯ゆい一いつの三年生であり、四し神じんのリーダー格でもある。男子よりも女子から貰もらうラブレターの方が多いという。


    「ワタクシの炎なら、すんなり片付いたことでしょう。気が乗らなかったので後方で休ませてもらいましたけど」


    　そう言って肩をすくめてみせたのは、エルミーラさん。


    　紅ぐ蓮れんのウェーブヘアーが印象的な、最初は謎なぞの転校生だったヴァンパイア……炎を操あやつる異能力者で、そのエネルギーとして血液を必要としている。見ての通り気き紛まぐれな性格だ。


    「ウチの犬が今朝、子供を五匹も産んだよ！」


    　反省会だと言ってるのに、全く関係ないことを報告してくる黒亀さん。


    　龍牙の幼おさな馴な染じみであり、家族ぐるみの付き合いをしている拳けん法ぽう道場の娘……そのマイペース加減は、他の追つい随ずいを許さない。先日のバトルにも寝坊で間に合わなかったらしい。


    「でも倒せたのは、みんなのフォローがあったからだよ。どうもありがとう」


    　龍牙が爽さわやかに微ほほ笑えんでみせると、ヒロインズも同時に破顔して頷うなずいた。


    （ヒロインズ……今となっては、その呼称は適切なんだろうか）


    　火ひ乃の森もり龍牙が女の子である以上、彼女こそがメインヒロインではないのか？　しかも龍牙の本命は──この俺なのだ。友人キャラ・小林一郎なのだ。


    　その後、なし崩し的に雑談が始まったところ。


    　ふと雪宮さんが、俺に耳打ちしてきた。


    「小林さん。あとでご相談したいことがあるのですが……総合的な体力を、効果的につける方法はないものかと思いまして」


    　みんなには内緒だが、俺は雪宮さんの「専属アドバイザー」である。彼女は相談事ができると、何な故ぜか真っ先に俺を頼ってくるのだ。


    　ややあって、今度は蒼あおヶが崎さきさんが俺に耳打ちしてきた。


    「小こ林ばやし。あとで話したいことがある。先日買ったブラウスに合うスカートについてだ」


    　みんなには内緒だが、俺は蒼ヶ崎さんの「専属コーディネーター」である。何な故ぜかファッションセンスを買われてしまい、頻ひん繁ぱんに意見を求められているのだ。


    　またしばらくすると、次はエルミーラさんに耳打ちされた。


    「小林一いち郎ろう。あとで時間を作りなさい。アナタの血を吸わせて下さいな」


    　みんなには内緒だが、俺はエルミーラさんの「専属ドナー」である。何故か俺の血はとても美う味まいらしく、彼女は病みつきになっているのだ。


    （俺、ただの友人キャラなのに……）


    　苦々しい顔をしていると。とどめとばかりに龍りゆう牙がが耳打ちしてきた。


    「一郎。今日、一緒に帰ろうね。公園でプチデートしよ？」


    　みんなには内緒だが、俺は龍牙の『セミ彼氏』である。普段は男でいなければならないからか、彼女はその鬱うつ憤ぷんを晴らすように、隙すきあらば俺とイチャイチャしたがるのだ。


    　この物語は、果たして修正が利くのだろうか。それが心配でならない。


    「子犬の名前はね、ポチ、ペロ、ムク、コゲ、イチロウにしたよ！」


    　ただ一人だけフラグの立っていない黒くろ亀がめさんが、俺には天使に見えた。


    　……最後の子犬の名前、何て言った？

  


  [image: ]


  
    ９　　ウチの魔神


    



    　俺の名前は小こ林ばやし一いち郎ろう。


    　主人公的存在・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを日常パートから支える、お調子者の友人キャラだ。


    　ここだけの話だが、龍牙は人知れず『奈な落らくの使徒』という異い形ぎようの軍団と戦っている。異界よりやってきた、恐るべき侵略者たちと。


    　獣けものっぽいのやら、魚っぽいのやら、虫っぽいのやら、使徒のモチーフは様々。奴やつらは人の姿に化け、巧妙に人間社会へ紛まぎれ込んでいる。そして今日もどこかで、現代科学では説明がつかない怪事件を引き起こしているのだ。


    　ちなみに『奈落の使徒』たちは、人間界で眠りについてしまった彼らの王・【魔神】の復活を目もく論ろんでいる。


    　それを阻止するために、龍牙は仲間たちと力を合わせ、激しくも熱いバトルの日々を送っているのだ。


    （ただし問題は、【魔神】が一体でないということ。四凶と呼ばれるコントン、トウテツ、キュウキ、トウコツ……世界を滅ぼすほどの戦闘力を持つヤバいのが、四体もいるってことだ）


    　……いや、それだけじゃない。さらなる深刻な問題がある。


    　その四凶の一体である【魔神】トウテツは──この俺・小林一郎に宿っているのだ。


    　どうも【魔神】という存在は、人間を依より代しろにしなければ復活できないらしい。トウテツは何百年も前から小林家の人間に宿り続け、ずっと復活のときを待っていたのだという。


    （お陰で俺は、よく分からないキャラになってしまった。全くスター性がないのに、ただでさえ女の子だったリューガの擬似恋人にされてるのに、他のヒロイン候補ともフラグを立てちゃってるのに、ますます物語の重要人物になってしまった）


    　……いや、それだけじゃない。さらなる深刻な問題がある。


    「旦那ぁ、対戦ゲームやりやせん？　コンピューターばっかり相手してると、さすがに飽きてきちゃいやした」


    　そう。俺に宿っていたトウテツは、【魔神】としての威厳が一切なかったのだ。しかも人間界にこれでもかと順応しており、すっかり人類を滅ぼす気をなくしていたのだ。


    　おまけに宿主に影響され、俺とビジュアルがウリ二つ。すなわち全く華がない。ここまで残念なボスキャラは、ついぞ見たことがなかった。


    「悪いけど、あとにしてくれ。宿題してるんだ」


    「ああ、そういや日本史の宿題が出てやしたね。斉さい藤とう先生、厳しいなぁ」


    　これが【魔神】との会話だとは、何とも嘆かわしい。


    　俺は自室の勉強机に頬ほお杖づえをつき、嘆息混じりに傍かたわらを見る。そこではトウテツがテレビの前に座り、セコセコとコントローラーを動かしていた。


    「なあテッちゃん。お前って、昔はとんでもなく悪かったんだよな？」


    「はい。何たって【魔神】っスから。ナイフみたいに尖とがってやした」


    「その頃のお前には、もう戻るつもりはないのか」


    「ヤンチャは卒業しやした。人間にだってあるでしょう？　悪ぶるのがカッコいいと思っちまう時期が」


    「思春期じゃねえんだから……」


    「ただし【魔神】としての主義は、昔から変わってやせんぜ。俺の行動理念は『やりたいようにやる』ってコトでさぁ。それが今はテレビゲームってだけ……うおっ、ダウンさせられちまった！　コンピューターのクセに生意気な！」


    　俺との会話も忘れ、ゲームに没頭するトウテツ。「決して生かしては帰さん！」「【魔神】を怒らせたこと、後悔させてやる！」と、セリフだけはそれらしいが……やっているのは格闘ゲームだ。ストリートソルジャーⅡ、略してストソルⅡだ。


    （こんな王を見たら、使徒の皆さんはどう思うんだろうか）


    　……いや、それだけじゃない。さらなる深刻な問題がある。


    「ところで旦那。今度はいつ行くんスか？　龍りゆう牙がたんの家」


    「…………」


    「次は俺にも、ちゃんとお話させて下さいよ？　一時間はトークタイムを下さいよ？　女の子バージョンの龍牙たんに会えるのって、家に遊びにいったときくらいなんスから」


    　そう。『奈な落らくの使徒』の王である【魔神】トウテツは、宿敵であるはずの火ひ乃の森もり龍牙に惚ほれているのだ。


    　こいつが人間との共存を望んでいるのは、ぶっちゃけ彼女に嫌われたくないからなのだ。


    「俺、今度こそ龍牙たんに『テッちゃん』って呼んでもらうんス！　そしたらもう死んでも構いやせん！」


    　ここまで手軽に倒せる【魔神】は、多分こいつくらいだろう。つくづく嘆かわしい。


    　……いや、それだけじゃない。さらなる深刻な問題がある。


    「うおっ、またやられた！　チクショウ、超難しいじゃねぇかこのゲーム！　ゲーム屋のオヤジめ、こんなソフトを掴つかませやがって！」


    「ゲーム屋さん？　おい、それって俺の持ってるストソルⅡじゃないのかっ？」


    「これストソルⅢっスよ。Ⅱは飽きたんで、お小遣いで買いやした」


    　そう。こいつは俺と同じ姿をしているのをいいことに、勝手に外を出歩きやがるのだ。


    　お陰で俺は最近、よく知らない人に声をかけられる。


    「この前はどうも！」とか、「また遊ぼうぜ小こ林ばやし！」とか、「小林、お前どうして部活こないんだよ」とか、「先日はコンビニ強盗の逮捕に協力して頂き、感謝します」とか。


    　……誰か引き取ってくれないだろうか。この【魔神】。
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    10　　コスプレ


    



    「お帰りなさいませ、ご主人様！」


    　その日。親友である火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの家を訪れると。


    　純和風の屋敷には似つかわしくないメイド美少女が、ニコニコ顔で俺を出迎えてきた。


    「少々お待ちになって下さいっ。今お飲み物をお持ちしますからっ」


    　これまた純和風の部屋に通されると、程なくドリンクを持ってきてくれるメイドさん。日本茶かと思ったら、アイスミルクだった。


    　……念のため説明しておくと、彼女は火乃森龍牙その人だ。


    　この物語の主人公である、人知れず異い形ぎようたちと戦っている、その身に守護神たる【黄こう龍りゆう】を宿した異能力者だ。こう見えてとっても強いのだ。


    「さあどうぞっ。よく冷えてますよっ」


    「ああ。ありがとうリューガ」


    　グラスを手に取った瞬間、しかし龍牙が「あ！」と何かを思い出したように、たちまち俺からアイスミルクを引ったくる。


    「ちょっと待って！　愛情の注入を忘れてた！」


    「愛情の、注入……？」


    「えへへ、ゴメンね一いち郎ろう。じゃあいくよ？　見ててねっ」


    　そう言うなり、龍りゆう牙ががスクリと立ち上がる。続いてお盆のグラスを見下ろしつつ、胸の辺りに両手でハートマークを作ってみせる。そして──


    「美お味いしくな～れっ。美味しくな～れっ。世界で一番のミルクにな～れっ」


    　スカートをフリフリ揺らして、しばし不思議な踊りを披露する我らが主人公。ニーソックスに包まれた両脚が、ピョンピョンとステップを踏んでいた。


    「龍牙ちゃんのラブエナジー、いっぱいいっぱい入れちゃうモン！　えいっ、神カム威イ解放！」


    　最後にグラスへ投げキッスを送ると、ようやく儀式が終わった。龍牙がこちらにペコリと一礼し、改めて座ざ布ぶ団とんに座り直す。


    「はい、飲んでいいよ」


    「そうするよ。喉のどがカラカラになったところだ」


    　──火ひ乃の森もり龍牙は、男として生活することを強いられている。


    　火乃森家の守護神・【黄こう龍りゆう】とは、本来は男子が継ぐことになっているのだ。だから女子しか生まれなかった場合、継承者は男として育てられるのが掟おきてだという。


    （それがどれだけ大変なことかは、想像に難くねえ。リューガが女の子に戻れるのは、自宅にいるときだけなんだ）


    　そんな龍牙のストレス発散法が、この「コスチュームプレイ」であった。


    　メイド服、ナース服、チアガールにバニーガール。こいつの極秘コレクションは、二十着を超えている。この屋敷を訪れるたび、俺はコスプレショーに付き合わされている。


    　それは龍牙が女の子だと知ってしまった俺の、なおかつ擬似恋人にされてしまった俺の、特権であり義務だった。


    「一郎、どうだった？　キュンキュンした？」


    「あ、ああ。したぞ」


    「ありがとうね、いつも付き合ってくれて。でも私、このひと時のために生きてるから」


    　頼むから、この世界を守るために生きて欲しい。


    （まあでも、リューガの気持ちも分かるよな……ずっと抑圧された状態だと、息が詰まっちまうもんだ）


    　俺だって課題の提出期限に追われ、数時間も机に向かっていたときは、頭がどうにかなりそうだった。


    　窓を開け放って「オッパイ！　お尻しり！　ふくらはぎ！」と吠ほえたい衝動に駆られたものだ。呟つぶやくだけで我慢したものだ。


    　そんなことを考えていると、ふと龍牙の携帯が着信音を鳴らした。


    「あ、ちょっとゴメンね一郎」


    　俺に断りを入れてから、龍牙が電話に出る。その前にコホンと咳せき払いしたのは、男バージョンに切り替わるためだろう。


    「もしもし、汐しお莉り？　……えっ、使徒が現れた!?」


    　どうやら相手は雪ゆき宮みや汐莉さんだったようだ。彼女もまた異能力者であり、龍りゆう牙がと共に人類を守っている。


    「うん、うん……分かった。すぐに行くから待っててくれ！　無茶はするんじゃないぞ！」


    　通話を終えるや否いなや、龍牙が立ち上がった。すでにその表情は、引き締まった主人公のそれになっていた。


    「一いち郎ろう、『奈な落らくの使徒』が現れたらしい。今日はもうお開きにしていいかい？」


    「もちろんだ。頑張れよ」


    「任せてくれ！　俺がいる限り、誰一人として死なせやしない……悲劇など起こさせない！」


    　そう。それでこそ龍牙だ。俺はこういうカッコいいお前が好きなのだ。


    　踵きびすを返して部屋を飛び出した主人公を、俺は頼もしげに、尊敬の眼まな差ざしで見送る。


    　が、直後に立ち上がり、大慌あわてで後を追った。


    「おいリューガ！　メイド服のまま行くんじゃない！　雪宮さんがポカンとするから！　使徒もポカンとするから！」
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    11　　奈な落らくの三さん姫き


    



    　古来より人類を脅おびやかしてきた、異い形ぎようの軍団『奈落の使徒』。


    　彼らは王たる【魔神】たちの忠実な配下であり、尖せん兵ぺいである。そんな使徒から人間界を守るべく、我らが主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは、今日も戦い続けている。


    　総勢六千からなる『奈落の使徒』は、上から「将軍」「部隊長」「兵卒」というランクに分かれてヒエラルキーが構成されているという。


    　将軍クラスともなると戦闘力も並外れており、メインキャラの四し神じんヒロインズに匹ひつ敵てきするほどの強敵だ。【魔神】が大ボスだとすれば、将軍使徒は中ボスといったところか。


    　……そんな将軍たちの中に、『奈落の三姫』という奴やつらがいる。


    　もともとは使徒の本拠たる異界を【魔神】に代わって統制する任務に就いていた、三人の女将軍ユニットだ。


    　しかし【魔神】コントンの復活を機に、三姫もまた人間界へ乗り込んできたのだ。すでに何度か龍牙たちとバトルを繰り広げているが、未いまだ決着はついていない。


    　シラサギ型の魅ミ怨オン。人間体はサイドテールの女子高生。


    　キングコブラ型の呪ジユ理リ。人間体はブロンドの妖よう艶えんな美女。


    　エゾオオカミ型の忌キ綺キ。人間体は園児くらいのオカッパ幼女。


    　龍牙の「異能バトルストーリー」を盛り上げる敵キャラである彼女たちは、物語には欠かせない存在だ。が、一つだけ大きな問題がある。


    「みんな、晩ご飯できたわよ～」


    「ああ、もうお腹ペコペコだわ」


    「この時を待っていたでしゅっ」


    　問題とは、三姫が揃そろいも揃って俺の家に、単なる「主人公の友人キャラ」である小こ林ばやし一いち郎ろうの家に居い候そうろうしていること。そして最近は、めっきり人間界に馴な染じんでしまっていること。


    　俺に宿っている【魔神】トウテツ──三姫は彼に忠誠を誓っている。なので小林家に転がり込んできたのだが、俺とすれば堪たまらない。また一つ友人キャラから遠ざかってしまった。


    （この状況、マズいよなあ……リューガたちにバレたら何て言われるか）


    　いつかは手を打たねばならない。『奈落の三姫』たちには、どこか別に住すみ処かを探してもらわないと……そう思いながら一か月、二か月と過ぎていき。


    　いつしか俺は、すっかり彼女たちとの同居に慣れてしまっていた。その夜も普通に四人で食卓を囲んでいた。


    「今日はクリームシチューよ。はい、みんな手を合わせて。一郎くんもっ」


    　魅怨に促うながされ、俺たちは「いただきます」を唱和する。人類の敵なのに、こんなにお行儀よくていいのだろうか。


    　ちなみにウチの家事は、今や魅ミ怨オンが一手に担になっている。いわゆる「お母さんキャラ」というやつだ。今晩のクリームシチューも文句なしの出来だった。


    「さすが魅怨ね。まろやかさとコクが、見事に調和しているわ」


    「ウマシでしゅ。匠たくみの技でしゅ」


    　呪ジユ理リと忌キ綺キも口々に絶賛している。それを聞いたシラサギ使徒は得意げに胸を張り、フフンと鼻を鳴らした。


    「バターと生クリームを加えてみたの。あと隠し味に昆布茶……旨み成分の基本といえば、やっぱりグルタミン酸よね」


    　これが『奈な落らくの使徒』の会話だろうか。嘆かわしいが、美う味まいので何も言えない。


    「一いち郎ろう様。この呪理めが、シチューをフーフーして差し上げます。さあ、ご遠慮なさらず」


    　そう言って、キングコブラ使徒が唇くちびるをすぼめてくる。その暴力的なまでに大きなバストが示す通り、彼女はいわゆる「お色気キャラ」なのだ。


    「一郎男爵。キキのブロッコリーをお裾すそ分けでしゅ。お世話になっているお礼でしゅ」


    　小こ賢ざかしい言い訳をして、エゾオオカミ使徒がスプーンですくったブロッコリーを押しつけてくる。彼女は「幼女キャラ」のためか、緑黄色野菜が嫌いなのだ。


    「ね、一郎くん。今日のジャガイモ、いつもより美お味いしく感じない？　お隣の柳やなぎ沢さわさんから頂いたの。今度ウチからも何かお返ししないとね」


    　おい魅怨、ご近所さんと普通に交流するんじゃない。使徒なのに。将軍なのに。


    「駅前にオープンしたエステサロン、なかなか好評みたいね。今度行ってみようかしら」


    　おい呪理、ＯＬみたいなことを言うんじゃない。使徒なのに。将軍なのに。


    「食べ終わったら、録画した『スペクタクルマン』を観るでしゅ。来週に備えて予習と復習をしておくでしゅ」


    　おい忌綺、ヒーロー番組にハマるんじゃない。使徒なのに。将軍なのに。


    「なあお前たち。『奈落の使徒』の幹部として、もっと他に話すべきことはないのか？　大事なことを忘れてないか？」


    　例えば、龍りゆう牙がらメインキャラの動向を俺から聞き出すとか。部下の使徒たちと合流するための相談とか。そもそも、現在の自分たちの状態に疑問を持つとか。


    　俺は三さん姫きには、龍牙たちの良き好敵手でいて欲しいのだ。使徒としてのアイデンティティーを忘れないでいて欲しいのだ。


    　まことに遺い憾かんながら、三姫は「大事なこと？」と首を傾かしげている。


    　が、しばらく黙考したのちに、三人同時に「あ！」と声を上げた。


    「トウテツ様がいないじゃない！　すっかり忘れてた！」


    　仕えるべき【魔神】の夕飯が、確かに用意されていなかった。


    　お前らそれでいいのか。俺も忘れてたけど。

  


  [image: ]


  
    12　　お駄賃


    



    　この物語は、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを主人公とした「異能バトルストーリー」である。


    　具体的に何と戦っているかというと、『奈な落らくの使徒』という異い形ぎようたちである。


    　彼らは太古より人類と敵対してきた、異界よりの侵略者だ。全員が何らかの生物をモチーフにした姿を持ち、強さによって兵卒・部隊長・将軍と格付けされている。


    　そんな彼らの頂点に君臨するのが、四凶と呼ばれる【魔神】たち。すなわちコントン、トウテツ、キュウキ、トウコツ。


    　さすがに【魔神】というだけあって、単体でも人間界を滅ぼせる強大な存在だ。龍牙たちが手を焼いている使徒らとて、この恐るべき「王たち」の尖せん兵ぺいに過ぎないのだ。


    　そして、その【魔神】の一体であるトウテツは──俺に宿っている。


    　彼が人間界で実体化するためには、俺という「器」が必要であるからだ。


    　……ある日のこと。起床した俺が一階へ降りると、庭でトウテツが草むしりをしていた。


    　麦わら帽子を被かぶり、首にタオルをかけ、せっせと雑草を抜いている【魔神】。俺とウリ二つの姿をしているので、非常に紛まぎらわしい。


    「よおテッちゃん。朝から感心じゃねえか」


    　縁側から声をかけると、トウテツが汗を拭ふきながら振り向いてきた。


    「あ、旦那。おはようございやす。いやね、魅ミ怨オンが草むしりやったら三百円くれるっていうモンで……このクソ暑い中、頑張ってるワケでさぁ」


    　たった三百円で、よく請け負おうと思ったものだ。その三倍は貰もらってもいいような気がするけど、本人が納得してるなら何も言うまい。


    　ちなみに魅怨とは、ウチに住まわせている将軍使徒だ。他にも呪ジユ理リ、忌キ綺キという使徒が暮らしており、彼女ら三人で『奈な落らくの三さん姫き』というユニットになっている。


    「毎月の小遣いだけじゃ、とても足りやせんからね。貧乏人は辛ぇっス」


    「そうか。まあ頑張れ」


    　……その翌日のこと。今度はトウテツが、風呂掃除をしていた。


    　右手にブラシ、左手にシャワーを持ち、黙々と浴槽を洗っている【魔神】。とても他の使徒たちには、そして龍りゆう牙がたちには見せられない姿だった。


    「テッちゃん、今日は風呂掃除か？」


    「はい。いやね、呪理が風呂掃除やったら三百円くれるっていうモンで……昨日の草むしりと合わせて、これで六百円ゲットでさぁ！」


    　もうちょっと値段交渉するべきなんじゃないだろうか。何だか憐あわれになってくる。


    「旦那も、何か仕事があれば言って下せぇ。靴くつ磨きなんてどうっスか？」


    「とても【魔神】の発言とは思えねえな……まあ、何かあったら頼むよ」


    　……さらにその翌日のこと。俺が部屋で漫画を読んでいると、トウテツがやってきた。


    「旦那、外出許可が欲しいんスけど」


    「どこ行くんだよ。もしかして、お使いでも頼まれたか？」


    「はい。今度は忌綺でさぁ。オモチャ屋に行って、鋼鉄怪獣ガチガンダのソフビを入手してきやす。定価は六百円なんで、ちょうど買えまさぁ」


    　その意外な言葉に、俺は「え？」と寝転んでいたベッドから起き上がった。


    （まさかテッちゃんは……忌綺に怪獣ソフビを買ってやるために働いてたのか？）


    　幼女使徒である忌綺は、怪獣ソフビを集めるのが趣味である。


    　しかしウチの家計を握っている魅怨は、「キリがないから」と滅多に買ってやらない。そのことで忌綺は、昨日も駄々をこねていた。


    （そうか、テッちゃんはそれを見かねて……）


    　忌綺のためにソフビを、鋼鉄怪獣ガチガンダをプレゼントしてあげようというのか。その優しさに、俺は不覚にも感動してしまった。何て人情味のある【魔神】だ。


    「テッちゃん。お前、いいトコあるじゃねえか」


    「はい？」


    「俺はてっきり、自分の小遣いのために働いてるんだとばかり……」


    「金はもちろん、俺が買い食いするために稼いでやす。当たり前じゃねぇっスか」


    「へっ？　だって、ソフビ買ってやるんだろ？」


    「草むしりや風呂掃除と同じ、駄賃目的でさぁ。しかも今回、かなり割がいいんですぜ」


    　話が見えない。一体どういうことだ？


    「いやね、忌キ綺キが鋼鉄怪獣ガチガンダを買ってきてやったら、何と五百円くれるっていうんでさぁ！　五百円ですぜ！」


    「でもソフビ代はお前が出すんだろっ？」


    「はい。その代わり、五百円をゲット……ん？　あれ？」


    「百円損してるぞ！」


    「……あ！　ホントだ！」


    「どういう脳ミソしてんだ！　小学生でも気付くだろ！」


    「あのオカッパ園児めぇぇ！　王をハメやがるとはいい度胸だ！」


    　その夜──俺は魅ミ怨オンに頼み込んで、トウテツのお小遣いを百円上げてもらった。


    「一いち郎ろうくんがそう言うなら……最近のトウテツ様、お手伝いを頑張ってくれたし」


    　恐るべき【魔神】は大喜びし、家中を走り回っていた。


    　しかも配下である魅怨を、しばらく「魅怨様」と呼んでいた。


    　それでいいのか、テッちゃん。
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    13　　ホウレン草


    



    　小こ林ばやし家の食事タイムは、いつも賑にぎやかだ。


    　以前までは独り暮らしだったのだが、現在は『奈な落らくの三さん姫き』が居い候そうろうしているからだ。次女・魅ミ怨オンのツンデレトーク、長女・呪ジユ理リの下ネタトーク、三女・忌キ綺キの怪獣トークにいちいち対応する……それが食卓における俺のルーチンワークになっている。


    　ただし今夜は、怪獣トークが鳴りをひそめていた。忌綺はムッツリと口をつぐみ、先ほどから盛りつけられた料理とにらめっこしている。小皿の緑黄色野菜と。


    「ただいまぁ」


    　と、玄関でそんな声がして、俺と同じビジュアルの男が茶の間に顔を出してきた。


    　こいつの名はトウテツ。『奈落の三姫』を従える、四凶最強を自称する【魔神】だ。


    「遅いぞテッちゃん。一時間で帰ってくる約束だったろ」


    「へへへ、すいやせん旦那。星空が綺き麗れいだったもんで……じゃ、ゆっくり食べて下せぇ」


    　白々しい言い訳をして階段へ向かおうとするトウテツを、魅怨と呪理が引き留める。


    「お待ち下さいトウテツ様。ご報告がございます」


    「週末に予定している大掃除の役割分担について、その連絡とご相談を」


    「いいよそんなの。俺は忙しいんだ。今すぐ部屋に戻らなきゃいけないんだ」


    　すかさずトウテツが首を左右に振って拒否する。さっきからずっと後ろ手に組んで、何かを隠していた。さてはまた無駄遣いをしてきたか？


    「しかしながらトウテツ様。『ほうれんそう』は大事かと」


    　魅怨が言った『ほうれんそう』とは、報告・連絡・相談を意味するビジネス用語だ。会社組織における基本マナーだが、まさか使徒の組織でも採用されているとは。


    「いらん、いらん、いらん！　『ほうれんそう』とかいらん！」


    「そうでしゅ！　ホウレン草なんかいらないでしゅ！」


    　そこで突然、忌綺がトウテツに同調して叫んだ。


    　……彼女が不機嫌だったのは、やはり眼前にあるホウレン草のお浸しのせいか。このオカッパ幼女は緑黄色野菜が大嫌いなのだ。


    「ほうれんそう反対！」


    「ホウレン草反対でしゅ！」


    　意気投合したトウテツと忌綺が、拳こぶしを突き上げて主張する。プチ組合を結成している。


    「お二人とも、いいからお座り下さい」


    　だが、そんなデモも虚むなしく。呪理の長いブロンドがザワザワと伸び、トウテツと忌綺を拘こう束そくしてしまった。テーブルの上を舞い、ストンと並んで座らされる【魔神】と将軍。


    　脱出しようと必死にもがいているオカッパ幼女に、魅怨が諭すように言う。


    「忌キ綺キ。お浸しは私が半分食べてあげるから、ちゃんと残りは食べなさい」


    「……分かったでしゅ。だから呪ジユ理リ、この髪の毛をほどくでしゅ。あ、やっぱりほどかなくていいでしゅ。このままでいいでしゅ」


    　あえて緊きん縛ばく状態を希望する忌綺。お箸はしを持てない状況を少しでも継続させたいのだろう。見上げた往生際の悪さだ。


    「それからトウテツ様。後ろに隠している物をお見せ下さい」


    　魅ミ怨オンのアイコンタクトを受け、呪理の長髪が【魔神】をコチョコチョくすぐる。「あひゃひゃひゃ」と笑いつつ、トウテツの手からバサリと一冊の本が落ちた。漫画の新刊だった。


    「漫画ですか。この魅怨、今月のトウテツ様はすでに金欠状態だと記憶しておりますが」


    「いや、その、バッタリ出会った大富豪に奢おごってもらったような、そうでないような……」


    「大富豪がたまたま漫画コーナーにいたのですね？」


    「そうそう。南極に土地をたくさん持ってるとかで」


    「南極に私有地ですか？」


    「……ないの？」


    　目を泳がせているトウテツに、ズイと迫る我が家のお母さん・魅怨。


    「トウテツ様、正直にお答え下さい。そのお金は──どうやって工面されたのでしょうか」


    　その迫力に気け圧おされ、とうとう【魔神】は観念したらしくゴニョゴニョと語り出した。俺と同じビジュアルなので、何だか自分が怒られているような気分になってくる。


    「えっと、お金はだな……思わぬ形で発見したというか」


    「発見した、とは？」


    「そこの額縁の裏に、茶封筒があったんだ。中を見たら千円札が二十枚くらい入ってて」


    　そう言って、トウテツが壁を指差す。そこには外国の風景画が飾られてあった。何年も前に親おや父じが買ってきたもので、ぶっちゃけあまり上じよう手ずじゃない。


    「ぜ、全部取ったワケじゃねぇぞ？　取得料として千円だけ貰もらったんだ！　あとは元に戻しといたから！」


    「そのお金は私のヘソクリです！」


    　魅怨の叫びに、俺たちは一斉に「へ？」と声を裏返した。


    「返して頂きますからね！　トウテツ様の来月のお小遣いから差し引いて！」


    「な、何ぃぃー！　ヘソクリなんてしてる方が悪いんじゃねぇのか！　『ほうれんそう』の重要さはどこいった！」


    「ほうれんそう反対です！」


    「そうでしゅ！　ホウレン草反対でしゅ！」


    　開き直って宣言した魅怨に、懲こりずに忌綺が同調する。新たなプチ組合の結成だった。


    　いや……報告・連絡・相談は大切だし、ホウレン草は栄養があるんだぞ？
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    14　　これまでの復習


    



    　俺の名前は小こ林ばやし一いち郎ろう。高校二年生。


    　突然だが聞いて欲しい。この世界は、というかこの町は、『奈な落らくの使徒』という異い形ぎようたちに脅おびやかされている。


    　その恐ろしい侵略者から人々を守っているのが、この物語の主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだ。


    　俺はそんな龍牙を日常から支えるため、常に行動を共にしている。ひょうきんに、滑こつ稽けいに、そして下品に振る舞い、龍牙を笑わせたり呆あきれさせたり引かせたりしている。


    　コメディリリーフの友人キャラ……それが小林一郎という存在なのだ。


    「一郎。今日、ちょっと寄り道して帰らないか？」


    　ある放課後。ショートホームルームが終わると、龍牙がそんな誘いをかけてきた。


    「パトロールを兼ねて、繁華街を一回りしようと思ってるんだけど……どうかな？」


    「おう。付き合うぜ」


    　もちろん俺は、二つ返事で承諾する。街ブラのお供は、まさに友人キャラの役目だ。


    　もし『奈落の使徒』が現れたときは、一般市民を避難誘導するのも俺の仕事である。犠ぎ牲せい者を出さぬよう、龍牙の活躍に邪魔が入らぬよう、迅速に人払いするのだ。


    「──なあ一郎。最近の俺、何か変わった気がしないか？」


    　繁華街をブラついていたところ。龍りゆう牙ががそんなことを訊きいてきた。


    「え？　修行イベントでパワーアップでもしたのか？」


    「そうじゃなくて」


    「幾多の死闘を経て、新たな異能力に目覚めたのか？」


    「違うってば！　シャンプー変えたの！」


    「シャ、シャンプー？」


    「もう、何で気付かないかなあ……彼氏のクセに」


    　そう。我らがヒーロー・火ひ乃の森もり龍牙は、実は男装の女の子なのだ。


    　しかもどういうワケか俺に惚ほれており、「恋愛修行」と称して俺と擬似恋人の関係になっているのだ。単なる友人キャラである、この小こ林ばやし一いち郎ろうと。


    　言い訳じゃないが、あくまで修行である。『セミ彼氏』である。


    「前にちょっとだけ前髪を切ったときも、全然気付いてくれなかったよね」


    　そりゃそうだ。俺が「あれ、もしかして髪切った？」と訊くことがあるとすれば、そいつがスキンヘッドにしてきたときくらいだ。


    「ダメだよ？　そういう些さ細さいな変化、ちゃんと分かってくれなきゃ」


    「そ、そういえばリューガ、最近少し痩やせたんじゃないか？」


    「痩せてないよ！　今朝ちょうど体重計に乗ったら、四百グラムも増えてたし！」


    　薮やぶ蛇へびだった。それどころか、さらにご機嫌を損ねてしまった。


    　みんなも気をつけて欲しい。女の子とは繊細な生き物なのだ。不用意に触れてはいけないデリケートゾーンがいっぱいあるのだ。


    （そもそも、彼氏らしさを求められても困るんだよなあ……俺は友人キャラなんだから。モテないのがアイデンティティーみたいなモンなんだから）


    　そんなことを心で愚ぐ痴ちっていると。


    　ふと俺の脳内に、男の間抜けな声が響き渡った。


    （ふぁぁぁ～。おはようございやす旦那）


    　それは俺に取り憑ついている、【魔神】トウテツだった。『奈な落らくの使徒』の王たる、四凶の一体だった。


    　……繰り返すが、俺はただの友人キャラである。日常パート専門の、呑のん気きでお馬鹿なサブキャラである。そのはずだ。


    （あっ、龍牙たんだ！　デヘヘヘ、今日も可か愛わいいなぁ……旦那、ちょっとだけお喋しやべりさせて下せぇ！　お願いしやす！）


    （やめといた方がいいぞ。今、機嫌が悪いから）


    　トウテツとそんな脳内トークを交わしていると、今度はポケットの中で携帯が震えた。


    　取り出して確認してみたところ、何と四件もメールが入っていた。


    　──一件目は、龍りゆう牙がと共に戦う仲間・雪ゆき宮みや汐しお莉りさん。


    『小こ林ばやしさん。今度の日曜日、ご一緒にランチでもどうですか？　トムヤムクンの作り方をマスターしたんです！』


    　──二件目は、同じく龍牙の仲間・蒼あおヶが崎さき怜れいさん。


    『小林。今度の日曜日、道場に顔を出さないか？　稽けい古このあと、君と今秋の流行ファッションについて語り合いたい』


    　──三件目は、これまた龍牙の仲間・エルミーラ＝マッカートニーさん。


    『小林一いち郎ろう。今度の日曜日、会えないかしら？　実はまた小説の執筆に行き詰まってしまいましたの』


    　──そして四件目は、故ゆえあって同居している『奈な落らくの使徒』の将軍・魅ミ怨オン。


    『一郎くん。今日の夕飯はカレーよ。早めに帰ってきてね！』


    　……繰り返すが、俺はただの友人キャラである。


    　キャラクター紹介欄にすら載らない、一介の木こっ端ぱキャラである。ろくにキャラデザの設定資料すら作られていないと思われる。


    （それなのに……どこで間違ってしまったんだ）


    　なあ龍牙。お前こそ何で気付かないかな。


    　お前のセミ彼氏の変化は、シャンプーどころじゃないぞ。
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    15　　雪ゆき宮みやさん


    



    「小こ林ばやしさん。私の悩みを……聞いて頂けますか？」


    　その日。雪宮汐しお莉りさんの家に招かれた俺は、彼女と一緒に敷地内の庭園を歩いていた。


    　巨大な企業グループの会長令嬢である雪宮さんの家は、もはや豪邸どころか宮殿といった方がいいレベルだ。よって庭も、さながら自然公園であった。


    （ここの敷地、東京ドーム何個分ほどあるんだろう。そもそも東京ドーム一個分って、どれくらいの広さなんだろう。俺の家で換算してくれないかな）


    　そんな俺の心中をよそに、隣を歩く雪宮さんは語り続ける。腰まで届く亜麻色のロングストレートが、微風に柔らかく躍っていた。


    「小林さんもご存知の通り、私の異い名みようは『祝命の巫み女こ』といいます」


    「そうだね。治ち癒ゆ能力に特化した、慈愛の異能力者だ」


    「しかしながら、私はその……あまり巫女要素がないといいますか」


    「そ、そう？　神楽かぐら鈴すずを持ってるじゃないか。あのアイテム、まさに巫女って感じだけど」


    　神楽鈴とは、鈴の房に柄をつけた、巫女さんが神楽を舞うときに用いるアレだ。


    　雪宮さんは神楽鈴を鳴らすことで、『奈な落らくの使徒』の動きを鈍らせることができるのだ。バトルでは龍りゆう牙がたちメインキャラも、毎度お世話になっている。


    「神楽鈴だけでは、ちょっと巫女要素が弱い気がして……もっと小こ袖そでを着るなり、緋ひ袴ばかまを穿はくなり、髪を絵え元もと結ゆいにするなりした方がいいのではないかと」


    「そういうキャラ作りを気にしてくれるのは、俺としては非常に嬉うれしいんだけど……いつも巫女装しよう束ぞくでいるワケにいかないし、使徒が現れたときに急いで着替えるってのも……」


    「もう一つ相談させて下さい。ご存知の通り、私の守護神は【白びやつ虎こ】なんですが」


    　もちろん知っている。


    　龍牙が守護神・【黄こう龍りゆう】を宿しているように、雪宮さんたちヒロインズもまた守護神を宿しているのだ。【黄龍】に従う眷族である、四し神じんの聖獣を。


    「私には、その、トラ要素もあまりないような気がして」


    「トラ要素……」


    　成績優秀、容姿端麗、品行方正という、絵に描いたような学園のアイドル。それが雪宮汐莉だ。


    　そんな「王道の正統派ヒロイン」である彼女には、確かに虎のような猛たけ々だけしいイメージはない。というか必要ない。


    「もっとこう、生肉を好んだり、関西の球団を応援したり、マスクを被かぶって空中殺法をした方がいいのではないかと……」


    　どうやらかなりキャラ作りに迷走しているらしい。真ま面じ目めな性格故ゆえだろうか。


    「雪ゆき宮みやさん、あまり考え過ぎない方がいいよ」


    「ではせめて、学校への送迎車を重戦車・ティーガーにしましょうか。虎を意味する名前ですので」


    「やめよう雪宮さん」


    「急ぎセバスチャンに、大型特殊免許を取得させて……あ、そろそろお昼ですね。お話の続きはランチを食べながらにしましょう。ちょうどそこにベンチがありますし」


    　話を一いつ旦たん切って、そう提案してくる雪宮さん。彼女がバスケットを提げているのは、やはりそういうことだったか。


    （はあ……今回もこの時間がやってきたか）


    　王道ヒロイン・雪宮汐しお莉りには、一つだけ厄やつ介かいなアクがある。それが「メシマズ属性」だ。


    　彼女は料理を作るのが好きなのだが、これがまたビックリするほどマズい。かつて俺は、雪宮さんの手料理によって何度も危き篤とく状態となっているのだ。


    「さあどうぞ。遠慮なく食べて下さいっ。今日はローストチキンのドリアです！」


    　鼻息も荒く、自慢げにランチボックスをご開帳してみせる『祝命の巫み女こ』。


    　メシマズの人って、どうして難しい料理にチャレンジするのだろう。茹ゆで玉子くらいにしておけばいいのに。それでも彼女が作ると、充分マズいのに。


    「雪宮さん。俺が教えた料理のコツ、ちゃんと実践した？」


    「はい！　今回は小こ林ばやしさんのアドバイスを元に作りました！」


    　……先日。俺は一計を案じ、雪宮さんに一つのアドバイスをした。


    　それは「あえてマズい料理を作らせてみる」という、逆転の発想であった。


    　普通に作ってマズいのなら、最初からマズくなるように作らせれば、あべこべに美お味いしくなるのでは……そんな諸しよ葛かつ亮りようばりの奇策だった。


    （雪宮さんには悪いが、俺だっていつまでも食あたりに甘んじてるワケにはいかねえ。胃腸薬を持ち歩くのは、もうゴメンだ！）


    　心で叫び、俺は期待を込めてチキンドリアを頂いた。その結果──


    　超マズかった。同じだった。


    　マズく作らせたら、普通にマズかった。チキンドリアは、血チ禁キン怒ド痢リ唖アだった。


    「食べながらで結構ですので、そのまま相談を聞いて下さい。私、やっぱりティーガーに乗るのはやめておこうと思います。巫女と戦車って、あまりにアンバランスかと……」


    　なあ雪宮さん。頼むから気付いてくれ。


    　君が問題視しなくちゃいけないのは、キャラ作りよりメシ作りだということを。


    　そして雪宮さん。頼むから教えてくれ。


    　最寄りのトイレの場所を。腹痛がエラいことになってるから。
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    16　　蒼あおヶが崎さきさん


    



    　その日。『斬ざん舞ぶの剣士』こと蒼ヶ崎怜れいさんは、やけに不機嫌だった。


    　お誘いメールの文面を見た時点では、かえって上機嫌に思えた。しかし俺が実際に家を訪れてみると、まるで教科書に載っている文豪のような仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。


    　通されたのも彼女の私室ではなく、古めかしい道場……蒼ヶ崎さんの家は三百年の歴史を持つ、由緒ある剣術道場なのだ。


    「ど、どうしたんですか蒼ヶ崎さん。大切にしていた盆栽でも枯れたんですか」


    「私にそんな渋い趣味はない」


    「ゲームのセーブデータでも消えたんですか」


    「私はゲームをやらない」


    「じゃあ、もしかして便秘ですか」


    　訊きいた瞬間、鷹たかのような眼光で睨にらまれた。ああ……こんなことなら今日の訪問、断っておけばよかった。


    　実は蒼ヶ崎怜には、「ファッション好きのミーハー少女」という裏の顔がある。


    　偶然にもその秘密を知ってしまい、何な故ぜかセンスを評価された俺は、彼女の「専属コーディネーター」にされているのだ。なので今日の呼び出しも、てっきり毎度お馴な染じみのファッションショーだと思っていたのだが。


    「小こ林ばやし。私は今……己おのれの未熟さにうちひしがれている」


    「はあ」


    「実はつい先ほどまで、ここで門下生たちと稽けい古こをしていたのだが……無ぶ様ざまにも敗北を喫してしまった」


    「ま、負けた？　蒼あおヶが崎さきさんが？」


    　彼女は自他共に認める剣の達人である。たった一人で五十もの『奈な落らくの使徒』を屠ほふったこともある、龍りゆう牙が陣営のナンバー２なのだ。


    　四し神じんを守護神に持つヒロインズのリーダー格であり、精神的支柱……そんな【青せい龍りゆう】の継承者・蒼ヶ崎怜れいが、誰に不覚を取ったというのだ？


    「蒼ヶ崎さんに勝てる存在って、リューガくらいしか思いつかないんですけど……あ、ひょっとして魅ミ怨オンですか？　あいつが道場破りに来たとかっ？」


    「笑えぬ冗談はやめろ小林。負けた相手が魅怨なら、私は今ここにいない。切腹の準備で忙しいだろうからな」


    　やめて下さい。貴女あなたは侍さむらいっぽいだけで、本当の侍じゃないんですから。知ってますよ、洋楽ばっかり聴いてるの。お刺身をカルパッチョと言ってたの。


    「私が敗北したのは、龍牙でも魅怨でもない。宮みや本もとだ」


    「宮本、さん？」


    「ああ。彼女と真剣勝負をして、見事に一本取られた。遊戯の類たぐいではないぞ。もちろん腕っぷしで敗れたのだ」


    　宮本千ち鶴づる。それは俺たちが通う央おう明めい高校の生徒会副会長だ。蒼ヶ崎怜と並び称される女剣士で、現在は所属する月げつ翔しよう館かんという剣術道場から、この蒼ヶ崎道場へ短期入門している。


    　確かに全国レベルの腕前を持つ宮本さんだが、それでも蒼ヶ崎さんが不覚を取るような相手じゃない。にわかには信じがたい話だった。


    （というか、使徒の魅怨ならともかく、一般人の宮本さんに負けたんなら、そっちの方がよっぽど切腹モンなんじゃ……）


    　そう思ったものの、口に出すのはやめておいた。介かい錯しやく役を命じられては堪たまらない。


    「宮本さんって、そんなに剣の腕を上げたんですか？」


    「いや。言い訳するわけじゃないが、剣の勝負ではない。──相撲すもうだ」


    「相撲……」


    「最初の猫ダマシにやられ、そのまま一気に寄りきられてしまった……あの一の太た刀ちで、すでに勝負は決していたのだろう」


    　それは一の太刀というんだろうか。やっぱりこの人は剣術バカなのかも。


    「醜しゆう態たいはそれだけじゃない。私は……続く慶けい太たにも敗北してしまった」


    　慶けい太たくんとは、この道場の門下生である小学二年生の子供だ。俺と同じ小こ林ばやし姓なのだが、特に親戚ではない。


    「それも相撲すもうですか？」


    「ああ。ただし、ケンケン相撲だ」


    「ケンケン相撲……」


    「私の突進をかわし、返す刀で横から全力でぶつかってきた。末恐ろしい小二だ」


    　やっぱりこの人、切腹モノかもしれない。


    「それだけじゃない。小四の真ま由ゆ子こにも負けてしまった。指相撲で」


    「ここって相撲部屋になったんですか？」


    「勝ちに逸はやる私の心を、真由子は読んでいたのだ。まさに女・柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛え……」


    　今日、一つだけ分かったことがある。


    　剣の腕では火ひ乃の森もり龍りゆう牙がをも凌しのぐ、『斬ざん舞ぶの剣士』こと蒼あおヶが崎さき怜れい──しかし彼女は剣を取り上げられると、からっきしなのだと。


    「このままでは師範代としての面めん目ぼくが立たない……小林！　私と尻しり相撲で勝負だ！」


    　結果、俺は開始三秒で勝利した。


    　俺のケツに突き飛ばされた蒼ヶ崎さんが、可か愛わいらしく「やんっ」と悲鳴を上げた。
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    17　　エルミーラさん


    



    「……お待ちしていましたわよ、小こ林ばやし一いち郎ろう……」


    　その日。エルミーラ＝マッカートニーさんに呼び出され、彼女のマンションに行くと。


    　どうしたことか、彼女はやたらおどろおどろしい口調で俺を出迎えてきた。手にした懐中電灯で、自分を下から照らしながら。


    「ワタクシが厳選したホラー映画の鑑賞会に、ようこそおいでになりましたわ。失禁の準備はできていまして？」


    「できてないし、チビるつもりもないよ」


    「フフフ。強がりを言っていられるのも、今のうちですわ」


    　……どうやら俺は、ホラー映画を一緒に観るために呼ばれたらしい。


    　エルミーラさんは『常とこ闇やみの血族』と称する、まさしく正真正銘のヴァンパイアである。同時に【朱す雀ざく】を守護神に持つ、龍りゆう牙がの仲間キャラでもある。


    　今日の呼び出しは、彼女が趣味で書いている小説の相談だと思っていたのだが……映画くらい一人で観ればいいじゃないか。もしや、怖いのか？


    「本日の作品は、『ヴァンパイア・パニック』ですわ。Ｂ級映画と侮あなどっていますと、おそらくトラウマになりますわよ」


    　その作品は知らないし、あまり興味も湧わかない。何よりヴァンパイア・パニックには、しばしば実際に見舞われている。映画でまで観たいとは思えない。


    　そんなことを考えていると。不意に俺の背後に、トウテツが顕けん現げんする気配がした。


    「ふぁぁ～、おはようございや……あり？　ここ、どこだ？」


    「エルミーラさんの家だよ。今からホラー映画を観るんだ」


    「はあ、映画っスか」


    　呑のん気きに欠伸あくびをしている【魔神】に、エルミーラさんがフンと鼻を鳴らす。


    「いいところに目覚めましたわ【魔神】トウテツ。アナタもご一緒にいかがかしら？　仮にも使徒の王ですもの、さぞ肝きもも据すわっていることでしょうから」


    「当たり前だ。人間の創作物なんざで、この俺がビビるか」


    　負けじとフンと鼻を鳴らしてみせるトウテツ。


    　ちなみにこいつは、龍牙と恋愛映画を観たときに号泣した前科がある。チビったときに備えて、オムツを穿はかせておいた方がいいかもしれない。


    　……とまあ、そんなこんなで『ヴァンパイア・パニック』鑑賞会が始まった。


    「ひゃあ！　出ましたわヴァンパイアが！」


    　エルミーラさんが俺の右腕にしがみつき、ことあるごとにビクビク反応している。この家に来たときから、ヴァンパイアならずっと出現しているのだが。


    「どわぁぁぁ！　後ろにいるぅぅぅ！　おい振り向け！　後ろにいるってぇぇぇ！　顕けん現げんしてるってぇぇぇ！」


    　トウテツが俺の左腕にしがみつき、涙目になって喚わめいている。もはや突っ込む気にもなれない。


    「ヴァンパイアがこんなに恐ろしいとは、思いもしませんでしたわ……きゃあああ！　血を吸われてますわ！　ジョニーがヴァンパイアにされましたわあああ！」


    「ナンマンダブ、ナンマンダブ……うぎゃぁぁぁ！　ヴァンパイアが、ヴァンパイアが画面から出てきてるぅぅぅ！」


    「ワタクシですわ！」


    「お前かよ！　心臓止まるかと思ったろうが！」


    「いっそ止まりなさい！　人類の平和のために！」


    　……約二時間後。騒がしい鑑賞会は終わり、続いて感想会が始まった。


    　ポテチを摘つまみつつ、「あそこがヤバかった」「あのシーン、チビるかと思った」と、仲良く語り合っている『常とこ闇やみの血族』と【魔神】。二人が終始うるさかったので、俺はちっとも映画に集中できなかった。


    「今夜、一人で寝られるかしら……知り合いのデュラハンさんに電話して、眠くなるまでお話に付き合ってもらいましょうか」


    　デュラハンとは、アイルランド地方に伝わる「首なし騎士」だ。そんな存在が実在するのも驚きだが、電話を持っているのも驚きだ。


    「旦那。今晩は一緒に寝やしょう。トイレに行きたくなったら、ついてきて下せぇ」


    　トウテツに至っては、もう呆あきれてものも言えない。こんな主人の体ていたらくを魅ミ怨オンたち三さん姫きが知ったら、「お暇ひまを頂きます」と荷物をまとめて去っていくかもしれない。


    「とにかく、今日は楽しかったですわ。小こ林ばやし一いち郎ろう、トウテツ、また良作がありましたらお誘いしますわね。何な故ぜか龍りゆう牙がはこういう映画、あまり好きじゃないみたいで」


    　知っている。我らが主人公はああ見えて、オバケが苦手なのだ。


    （全く、どいつもこいつも……こんなことで使徒との戦いを勝ち抜けるんだろうか）


    　無駄な疲労感だけを抱えて家に戻った、その深夜──俺の携帯が鳴った。


    『あ、小林一郎。よかった、まだ起きてましたのね』


    「エルミーラさん？　いや、もうとっくに寝てたんだけど……」


    『実はデュラハンさん、話し相手になってくれませんでしたの。車の追突事故で、ムチウチになったらしくて。代わりにお喋しやべりしませんこと？」


    「…………」


    　デュラハンでもなるんだ。ムチウチに。


    　眠かったのだが、とりあえず事故の詳細を聞くことにした。
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    18　　黄こう龍りゆう


    



    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは、【黄龍】という守護神をその身に宿している。


    　何千年も前に大陸から日本へと渡ってきた存在で、【白びやつ虎こ】【青せい龍りゆう】【朱す雀ざく】【玄げん武ぶ】からなる四し神じんを眷族として従えている。もしかしたら、この四匹の方が有名かもしれない。


    　火乃森家は、何代にもわたり【黄龍】を継承してきた家系。強大な力を持つ【黄龍】を完全に制御できた者は、かつて誰一人いないという。


    　が、その荒ぶる龍神を、初めて手て懐なずけることができた稀き代たいの大物がいた。


    　言うまでもなく、それが我らが主人公──火乃森龍牙である。恐れ入ったか。


    「見て見て一いち郎ろう！　今日はチャイナドレス龍牙ちゃんだよ！」


    　そんな俺の気も知らず。


    　当の主人公は、今日も今日とてコスプレショーの真っ最中だった。スリットから健康的な太ふと股ももをチラチラ見せ、手に持った羽根扇子をヒラヒラさせている。


    「ニーハオ！　龍牙ちゃんアルよ！　一郎、烏ウー龍ロン茶もっと飲むネ！」


    　ノリノリでエセ中国人を演じつつ、俺のグラスに烏龍茶を注いでくれる龍牙。


    　いつもながら嘆かわしい。普段のこいつは、特に戦っているときのこいつは、本当に凛り々りしくてカッコいいのに……俺はこんな火乃森龍牙を、できれば見たくない。


    　だが。そんな龍りゆう牙がを歓迎している者が、ここに一人いた。


    「のほぉぉぉー！　龍牙たん可か愛わいいぃぃぃー！」


    　いつしか俺の中からトウテツが出てきて、大興奮しながら喝かつ采さいを上げていたのだ。


    （チッ、起きやがったか。遅くまでゲームしてたから、夕方まで寝てると思ったのに……）


    　渋じゆう面めんの俺をよそに、【魔神】は目をハートにして「龍牙たん」コールを繰り返している。起き抜けとは思えないテンションだ。


    「あ、起きたんだトウテツ。烏ウー龍ロン茶はいかがアルか？」


    「頂くアル！　グラッチェアル！」


    「じゃあ、はいどうぞ」


    　龍牙が自分のグラスをトウテツに渡し、ペットボトルの烏龍茶を注いでやる。


    　恐縮しながらお酌しやくを受けつつも、トウテツの視線はある一点を凝ぎよう視ししていた。スリットから覗のぞく、彼女の太ふと股ももを。


    「はぁはぁ……龍牙たんの生足……生アシ・生ゴメ・生タマゴ……」


    　トウテツがそんな呪文を唱えていたとき。


    　いきなり龍牙の肩口に、小さな影が現れた。かと思うと、そいつはピョンと跳躍し、トウテツの顔面に体当たりを食らわせた。


    「ぐおっ？」


    「ギュピ！」


    　全長三十センチ足らずの、黄金色の光を放つ、コミカルな姿をしたチビ龍──それは龍牙の守護神・【黄こう龍りゆう】だった。


    　かつて【魔神】と幾度となく戦ってきた、荒ぶる龍神だった。


    　本来の【黄龍】は、全長二十メートルはあろうかという巨大な姿をしている。しかし完全制御が可能な龍牙は、平時においてはこのように、守護神を可愛らしいビジュアルにしておくことができるのだ。ちなみに龍牙は、【黄龍】のことを「ロンたん」と呼んでいる。


    「ギュピ！　ギュピ！　ギュピ！」


    「あだだだ！　何すんだテメェ！　やんのかコラ！」


    　そのロンたんが、トウテツの顔にへばりついている。短い手足を必死にバタつかせ、宿敵の顔を引っ掻かいている。あまりにショボいバトルだった。


    「ギュピ！　ギュピ！」


    「あだだだ！　ふざけんなクソ龍が！　俺が何したってんだ！」


    「ギュピ！　ギュピ！」


    「はあっ？　べ、別に龍牙たんを嫌らしい目でなんて見てねぇよ！」


    「ギュピピ！　ギュピギュピ！」


    「んなワケねぇだろ！　俺がそんな変態に見えるか！」


    　……驚いたことに、コミュニケーションが成立している。トウテツとロンたんが普通に会話している。何語か知らないけど。


    「ギュピッピ！　ギュギュピ！」


    「そこまで言うことねぇだろ！　言葉の暴力だぞ！」


    「ギュッピギュピ！　ピギュギュ！」


    「上う手まいコト言ってんじゃねぇ！」


    「ギュピーギュ！　ギュピギュピ！」


    「そ、そう言われちゃ反論できねぇけど……」


    「ギュピ、ギュッピ？」


    「まぁ……それはその通りだ」


    　うん。さっぱり分からん。


    　もちろん龍りゆう牙がも分からないらしく、ポカンと呆ほうけて【黄こう龍りゆう】と【魔神】のやり取りを眺めている。


    　が、やがて龍牙はやれやれと苦笑いして、俺に向かって小さく肩をすくめてみせた。


    「まあロンたんとトウテツって、何千年っていう長い付き合いだもんね。ツーカーなトコがあるんだよ」


    　それで済ませてしまう龍牙は、やっぱり稀き代たいの大物だった。
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    19　　次女・魅ミ怨オン


    



    　俺の家には現在、『奈な落らくの三さん姫き』という使徒たちが居い候そうろうしている。


    　彼女たちは異い形ぎようの軍団『奈落の使徒』の将軍……幹部クラスの敵キャラである。その実力は龍りゆう牙がの仲間たる四し神じんに匹ひつ敵てきし、かつて何度も主人公陣営とガチバトルを繰り広げてきた。


    　シラサギ型の魅怨。キングコブラ型の呪ジユ理リ。エゾオオカミ型の忌キ綺キ。


    　そんな三姫が、どうして小こ林ばやし家で暮らしているのかというと……【魔神】トウテツに忠誠を誓っているからだ。ひいてはトウテツの宿主である、俺に忠誠を誓っているからだ。


    　お陰で我が家は、エンゲル係数が跳ね上がってしまった。


    　しかも曲がりなりにも女の子三人との同居なので、俺は常日頃、非常に気を遣って生活している。


    「一いち郎ろうくん、ちょっとお買い物に出かけてくるわね」


    　その日。俺の部屋にざっと掃除機をかけ終えた魅怨が、ベッドに寝転がっているこちらへ向けてそう言ってきた。


    　三姫の次女的存在であるこのサイドテール少女は、小林家のお母さん的存在でもある。今ではウチの通帳は彼女が管理しており、トウテツも頭が上がらないボスとなっていた。


    「今日はお魚にしようと思うんだけど、それでいい？」


    「ああ。何の魚？」


    「ん～、それは夜のお楽しみかな。期待してて」


    　パチリとウィンクすると、スカートを翻ひるがえして部屋を出ていく魅怨。学校に通ってるわけでもないのに、彼女はいつもセーラー服を身につけている。よほど気に入っているらしい。


    （今日の夕飯は魚か。まあ、せいぜいイワシだろうな）


    　……その夜。出てきたのは、アユの塩焼きだった。


    　丁てい寧ねいに三枚におろされており、脂が乗っていてとても美う味まい。アユとは決して安い魚じゃない。大きな天然アユなら、普通に千円を超えたりするはずだ。


    「魅怨の手料理って、料亭でも出せそうなレベルよねえ」


    「ウマシでしゅ。お袋の味でしゅ」


    　呪理と忌綺も、箸はしがチャキチャキと進んでいる。


    　ちなみに使徒たちは人間体になることが可能で、普段の三姫も人間の姿で過ごしている。呪理は二十三、四歳。魅怨は十六、七歳。忌綺は四、五歳といったビジュアルだ。


    「魅怨。今日はアユの特売でもしてたのか？」


    「特売じゃないんだけど、かなり食費を浮かせられたわ。そこら辺のやりくりは、私の腕の見せどころだから。ただ、ちょっと遠出になるのが難点なのよねえ」


    　……次の日の夜。今度はヤマメが出てきた。ムニエルで。


    　それほど高い魚じゃないが、あまりスーパーで見かけることはない。どこかの魚屋のお得意さんにでもなったのだろうか？


    「ねえ魅ミ怨オン。明日はお肉にならない？」


    「キキたちのキャラクターも考慮するでしゅ」


    　相変わらず箸はしは進んでいるものの、二日連続の魚料理にやや不満げなキングコブラ使徒とエゾオオカミ使徒。確かに明日も魚が出てきたら、さすがに俺も肉が恋しくなるだろう。


    　長女と三女からのリクエストに、次女が困り顔で溜ため息いきをつく。


    「節約に協力してよ。みんなで決めたでしょ？　エアコンの修理をしてもらうって」


    　そう。ウチの茶の間は現在、エアコンが壊れているのだ。


    　だから今も、扇風機のみで猛暑を耐えしのいでいる。それぞれの部屋にもエアコンはあるのだが、俺たちは基本的に就寝までは茶の間に集まって過ごす習慣があるのだ。古き良き団だん欒らん一家なのだ。


    　……それにしても、魅怨の発言は腑ふに落ちない。


    （節約のために魚料理が続いているなら、それこそイワシが出てくるべきじゃないのか？　そもそも遠出する時点で、無駄な交通費がかかってないか？　一体どんなやりくりを……）


    　俺のそんな疑念は、図らずもすぐに解消されることになった。


    「しばらくお魚が続いても我慢してよ。私だって頑張って獲とってきてるんだから」


    　……獲って、きてる？


    「おい魅怨。この魚、どこで調達してるんだっ？」


    「千ち賀が山やまよ。私ならひとっ飛びだし」


    　千賀山とは、電車で十駅ほど離れた山のことだ。山登りやキャンプなどで人気の、地元では有名なレジャースポット……山奥深くには、綺き麗れいな渓けい流りゆうがあったりする。


    「川魚ばっかだと思ったら、自分で釣ってたのか！」


    「釣りなんて面倒臭いコトしないわよ。上空から魚影を探して、一気に急降下して捕えるの。百発百中よっ」


    「安易に空を飛ぶな！　大体、俺には『お買い物に出かけてくる』って言ってたじゃん！　買ってねえじゃん！」


    「魚以外は帰りがけにスーパーで買ってるわよ。どう？　やりくり上じよう手ずでしょ？　お嫁さんに欲しいでしょ？」


    　唖あ然ぜんとしている俺をよそに、得意顔で胸を張ってみせるシラサギ使徒。呪ジユ理リと忌キ綺キが、パチパチと拍手していた。


    　……数日後。魅怨の努力の甲か斐いもあって、我が家のエアコンは復活した。


    　同時に「千賀山で謎なぞの飛行物体を目撃した」という噂うわさが、しばらく世間を賑にぎわせた。
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    20　　長女・呪ジユ理リ


    



    　ウチの居い候そうろうの一人である呪理は、俺の通う央おう明めい高校で養護教諭をしている。


    　もちろん彼女は『奈な落らくの使徒』なので、正規の方法で就任したわけじゃない。様々な学校関係者を洗脳するという裏技で潜り込んだのだ。新任の蛇へび塚づか先生として。


    　俺は今でも、何とか呪理を辞めさせたいと思っている。しかし皮肉なことに、彼女は養護教諭としてかなり評判がいい。


    「呪理のマッサージって、クセになっちゃうんだよね」……我らが主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がすら、そんなことを言っていた。


    「呪理がお給料を入れてくれるお陰で、だいぶ家計が楽になったわ」……同じ三さん姫きの仲間・魅ミ怨オンも、すこぶる好意的だった。


    （まあ、真ま面じ目めに仕事してるのは認めるけど……）


    　ある日のこと。俺は肘ひじを擦すりむいてしまったので、休み時間に保健室へ行った。


    「あら一いち郎ろう様。いかがなされましたか？」


    　白衣を来たブロンド長身美女が、にっこりと出迎えてくる。ちょうど室内には他に生徒がいなかったので、彼女の態度は「蛇塚先生」から「呪理」に戻っていた。


    「肘を擦りむいたんだ。絆ばん創そう膏こうあるか？」


    「まあ大変。すぐにヨードチンキを」


    　褐色の薬品をガーゼに浸し、俺の肘ひじにあてがう蛇へび塚づか先生。もう少しシミるかと思ったが、手際がいいので全く痛くなかった。


    「ついでに人差し指も頼めるか？　昨日、プリント用紙で薄く切っちまって」


    「まあ大変。そちらにもヨードチンキを」


    「あと、湿布あるか？　さっき足首をグネっちまって」


    「まあ大変。もちろんヨードチンキを」


    「腹も少し痛くて」


    「まあ大変。言わずもがなヨードチンキを」


    「全身に毒が回って」


    「まあ大変。みんな大好きヨードチンキを」


    「それから──」


    「ヨード──」


    「何でもヨードチンキで済まそうとすんな！」


    　我慢できず、俺はとうとう突っ込んだ。


    　途中から薄々ボケられていることに気付いていたのだが、だいぶ乗ってやったぞ。褒められてもいいくらいだぞ。


    「お前、ヨードチンキをエリクサーと勘違いしてんじゃねえのか！　それは傷口を消毒・殺菌する薬だ！」


    「ウフフ。ご存知ありませんか？　美人教諭が塗るヨードチンキには、万能の効果があるんですよ」


    「どこソースの情報だ！　寡か聞ぶんにして存じねえよ！」


    「もう少し塗らせて下さいませ。おチンキを」


    「そんな略し方はねえ！　しかも何な故ぜ『お』をつけた！」


    　俺が健けな気げにツッコミを入れていると。


    　不意に扉とびらがガラカラと開いて、一人の女子生徒が入ってきた。やけに顔色が悪く、口元を押さえている。


    「すみません蛇塚先生……気分が悪くなって……少し横になってもいいでしょうか……」


    「まあ今度こそ大変。さあ、私の肩に掴つかまりなさい」


    　甲か斐い甲が斐いしく寄り添い、女子生徒をベッドへとつれていく呪ジユ理リ。「今度こそ」ってどういう意味だ。俺の怪け我がは大変じゃなかったのか。


    「朝ご飯はちゃんと食べた？　睡眠は足りてる？　もし何か悩み事があるなら、話せる範囲でいいから話してみなさい」


    「ありがとうございます、蛇塚先生……」


    「とりあえず、お熱を測ってみるわね。あと、冷蔵庫からアイソトニック飲料を……」


    　テキパキと動き回る呪ジユ理リは、まぎれもなく養護教諭だった。


    　彼女の評判が高いのは、決して大人の色気があるからだけじゃない。親身になって生徒に接し、体だけでなく心のケアまでしようと努めるからに他ならない。


    （こういう姿を見ると、辞めろとは言えなくなっちまうな）


    　そんなことを思っていると。冷蔵庫のドアを開けた呪理が、「あっ」と声を上げた。


    「いけない、スポーツドリンクを切らしてるわ。小こ林ばやしくん、大至急買ってきて！　二秒で戻ってきて！」


    「すでに二秒だろ！　言っとくけど、俺だって膝ひざを怪け我がして来てるんだぞ！」


    「擦すりむいただけでしょ！　私には、生徒を介護する義務があるの！」


    「俺も生徒だ！」


    「貴方あなたはもう手当てしたでしょ！　何だったか、薬っぽいの塗ってあげたでしょ！」


    「ヨードチンキだ！　あんだけ連呼しといて忘れるな！」


    「いいから行きなさい！　お金も自分で出しなさい！」


    　大いなる理り不ふ尽じんさを感じつつ、俺は購買部へと走った。


    　やっぱり呪理には、何とかして養護教諭を辞めてもらおう……改めてそう痛感しながら。
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    21　　三女・忌キ綺キ


    



    　ウチに居い候そうろうしている『奈な落らくの三さん姫き』の一人・忌綺は、怪獣ソフビを集めるのが趣味だ。


    　毎週土曜の夕方に放送している、『スペクタクルマン』という特撮番組……いわゆる巨大ヒーローが怪獣と戦う作品なのだが、忌綺はそれに登場する怪獣たちの大ファンなのだ。


    　この手の作品の厄やつ介かいなところは、次から次へとソフビ人形が発売されることである。


    　当然ながらこの『スペクタクルマン』も例外ではなく、毎月二体のペースで怪獣を商品化している。俺たち保護者にとっては、ほとんど嫌がらせに近かった。


    「一いち郎ろう男爵。これが地底怪獣ベルベロンでしゅ」


    　ある日の夕食後。俺は茶の間で、忌綺による「怪獣講義」を受けていた。


    　オモチャ箱から一体ずつ怪獣ソフビを取り出し、全長・体重・特徴・作中エピソードなどを熱っぽく語るオカッパ幼女。目がキラキラと輝いていた。


    「こっちは氷河怪獣ウジャランガでしゅ。全長六十メートル、体重二万トンでしゅ」


    「口から冷凍ガスを吐くんだよな」


    「続いて宇宙怪獣ドラギーゴでしゅ。全長六十三メートル、体重三万トンでしゅ」


    「角から破壊光線を出すんだよな」


    「お次は焦熱怪獣ブノゲノスでしゅ。全長六十一メートル、体重は……えっと」


    「二万七千トンだな。尻しつ尾ぽがマグマなんで、スペクタクルマンも手を焼いていた」


    「凄すごいでしゅ一郎男爵。いつの間に覚えたんでしゅかっ？」


    　そりゃ覚えもする。この怪獣講義、すでに受けるのは六回目だから。


    　加えて忌綺は、暇ひまがあれば番組の録画を再生するのだ。今やウチの茶の間のレコーダーは、ほとんど『スペクタクルマン再生機』と化しているのだ。


    　かなりの頻ひん度どで視聴に付き合っているお陰で、俺はすっかり『スペクタクルマン』に造ぞう詣けいが深くなってしまった。学校の科目に欲しいくらいだ。満点を取る自信がある。


    「一郎男爵。もっともっと怪獣を好きになるでしゅ。そしてキキに、たくさんソフビを買って欲しいでしゅ」


    「お前が怪獣講義をするのは、俺を理解者にするためだったのか……」


    　指摘してやると、忌綺が「えへへ」と笑った。


    　それを責める気はない。純心でいて計算高い……子供とはそういうものだ。俺もガキの頃はそうだった。


    「だって、一郎男爵しか頼れる人がいないでしゅ。魅ミ怨オンにお願いしても、絶対に買ってくれないでしゅ。『もういくつも持ってるでしょ？』とか『この前買ったばかりでしょ？』とか言って……つくづく魅怨は、冷血怪獣トリバーバでしゅ」


    　茶の間に本人がいないのをいいことに、忌綺がそんな暴言を吐く。


    　ちなみに魅ミ怨オンは、キッチンでお皿を洗っている。呪ジユ理リもお風呂に入っており、【魔神】も眠っているので、茶の間にいるのは俺たち二人だけだ。


    「冷血怪獣トリバーバか。全長約百六十センチ、体重は不明だな。特技はお小言か？」


    「それとホウレン草攻撃でしゅ。すぐ夕飯に出すでしゅ」


    　そう言って、俺と忌キ綺キはクスクスと笑い合う。いかにスペクタクルマンといえど、トリバーバには手を焼くだろう。


    「呪理はどうかな」


    「猥わい褻せつ怪獣ヘビボインでしゅ。特技は美顔マッサージでしゅ。毎晩やってるでしゅ」


    「テッちゃんは？」


    「夜型怪獣ゲムテツでしゅ。いつも徹夜でゲームしてましゅ」


    　なかなか秀逸なネーミングだと思う。このオカッパ幼女が普段、みんなをどういう風に見ているのか……それを知るいい機会かもしれない。


    　興が乗ってきたこともあり、俺はついでにメインキャラたちにも言及してみた。


    「じゃあリューガは？」


    「両性怪獣オカマゴンでしゅ。男か女か分からないドラゴンでしゅ」


    「雪ゆき宮みやさんは？」


    「天然怪獣カネキンコでしゅ。世間知らずのお金持ちでしゅ」


    「蒼あおヶが崎さきさんは？」


    「剣術怪獣ブシリーナでしゅ。意外とお尻しりが大きいでしゅ」


    「エルミーラさんは？」


    「吸血怪獣ヒスパイアでしゅ。ヒステリックなヴァンパイアでしゅ」


    「じゃあ、俺は？」


    「怪獣に踏み潰つぶされる、哀れなオッサンでしゅ」


    「…………」


    　その後。茶の間に戻ってきた魅怨と呪理を、俺は微妙な表情で迎えた。


    「みんな、今日のデザートはブドウよ」


    「はあ、いいお湯だったわあ」


    「あれ？　どうしたの一いち郎ろうくん。ブドウ嫌いだった？」


    「でしたら、この呪理が頂きますが」


    　怪獣にされていたことも知らず、そのまま談笑を始める次女と長女。三女は何事もなかったかのように、澄まし顔でブドウをパクパク食べていた。


    　いや、まあ、オッサン役でもいいんだけどさ……。


    　あの流れだと、俺も怪獣にしてくれてよくない？
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    22　　調停役


    



    　龍りゆう牙がの仲間キャラたる四し神じんの継承者たちは、言うまでもなく全員が美少女だ。


    　学園のアイドル的存在である、『祝命の巫み女こ』こと雪ゆき宮みや汐しお莉り。守護神は【白びやつ虎こ】。


    　一同をまとめるクールな女剣士、『斬ざん舞ぶの剣士』こと蒼あおヶが崎さき怜れい。守護神は【青せい龍りゆう】。


    　深しん紅くの髪の吸血鬼、『常とこ闇やみの血族』ことエルミーラ＝マッカートニー。守護神は【朱す雀ざく】。


    　龍牙の幼おさな馴な染じみである拳けん法ぽう家、『星せい壁へきの守もり人びと』こと黒くろ亀がめ里り菜な。守護神は【玄げん武ぶ】。


    　そのうちの蒼ヶ崎さんとエルミーラさんは、いわゆる口くち喧げん嘩か仲間というやつだ。謹厳実直な蒼ヶ崎さんと、気き紛まぐれなエルミーラさん……正反対の性格なので常に口論が絶えない。


    「エルミーラ、さっきの緩慢なフォローは何だ。私の攻撃とまるで合っていなかったぞ」


    　その日。出現した使徒を滞とどこおりなく倒した帰り道にて。


    　蒼ヶ崎さんが、今日も今日とてエルミーラさんに説教を始めた。


    「少し集中力が欠けているのではないか？　兵卒クラスの使徒だからよかったものの、油断は大怪け我がにも繋つながるぞ」


    「あら、だったら怜さんが合わせてくれたらいいのではなくて？　ワタクシの動きに」


    「私は前衛、汐莉は後衛、そしてお前は中衛だ。私に合わせるのが筋だろう」


    「そんなフォーメーション、誰が決めましたの？　それこそ筋違いですわ」


    　次第にギスギスしていく空気に、龍りゆう牙がと雪ゆき宮みやさんが「またか」と嘆息している。


    　ちなみに黒くろ亀がめさんは、ここにはいない。何でも朝に食べた生卵が腐っていて、食あたりを起こしたそうだ。


    　まあ、亀の不在は日常茶さ飯はん事じなので気にする必要はない。アレはそういうキャラなのだ。


    「そもそも、その制服の着こなしは何だ。ブラウスはちゃんとタックインしろ。首元のタイを緩ゆるめるな。服装の乱れは心の乱れだぞ」


    「そっちこそ、駅のプラットホームで木刀の素振りをするのやめて下さる？　傘でゴルフスイングをするサラリーマンじゃないんですから」


    「お前こそ、戦闘中にアメ玉を舐なめるのをやめろっ。あと部屋を片付けろっ」


    「そんな真ま面じ目めな人が、メールに絵文字を使わないで下さるっ？　あとトンカツに醤しよう油ゆをかけないで下さるっ？」


    「深夜二時までテレビを観るな！」


    「早朝五時に起床しないで下さる!?」


    「暑いからといって全裸で寝るな！」


    「アナタこそ、何でティーバックですの！」


    　……何だか赤裸々な暴ばく露ろ大会になってきた。どっちが勝ってもダメージは甚じん大だいだろう。


    　そんな二人を見て、龍牙がやれやれと苦笑した。


    「何だかんだで、家に泊まりにいくほど仲がいいってコトだよね」


    　確かにその通りだが、こんな殺さつ伐ばつとしたお泊まり会は嫌だ。基本的にどちらも意地っ張りだから、決して相手に折れないのが始末に悪い。


    （二人のお泊まり会には、調停役が不可欠なのでは……しまいにはバトルになっちまうぞ）


    　俺がそう危き惧ぐした傍そばから、果たして蒼あおヶが崎さきさんとエルミーラさんは取っ組み合いを始めてしまった。


    「エルミーラ！　お前の曲がった性根、今ここで叩き直してやる！」


    「怜れいさん！　アナタの愚直な性根、少しひん曲げてやりますわ！」


    　いけない。さすがにこれは止めないと──と、俺と龍牙が動こうとした寸前。


    「いい加減にしなさいっ」


    　雪宮さんが一いつ喝かつし、二人の頭を押してゴッツンコさせた。


    「言ったはずですよ？　手を出すのはご法はつ度とだと。ルールを破るなら私、怒りますから」


    　今、手を出した気がするけど。


    「またあの夜のような目に──遭ってもいいんですか？」


    　両手を腰に当てて言った『祝命の巫み女こ』に、二人は「すみませんでした」と矛ほこを収めた。


    　……なるほど。やっぱり調停役はいたのか。そのお泊まり会には、雪宮さんも参加していたのだ。


    　しかし、新たな疑問が生まれてしまった。雪ゆき宮みやさんの異能力は、主に補助的なもの……とても蒼あおヶが崎さきさんとエルミーラさんを力ずくで止められるとは思えない。


    「ねえ汐しお莉り。怜れいさんとエルを、どんな目に遭わせたの？」


    　俺に代わって、龍りゆう牙がが尋ねてくれる。


    　すると雪宮さんは、いつも通りの可か憐れんな笑みを浮かべてみせた。


    「大したことじゃないんです。エルミーラさんのお部屋には、とても立派な観葉植物がありまして……それでお二人を拘こう束そくさせて頂きました」


    　雪宮汐莉には、樹木を操あやつる「樹じゆ縛ばく殺さつ」という秘技がある。サポート主体の彼女らしい能力だが、その緊きん縛ばくは使徒すら脱出できないほど強力だ。


    「そのあと、動けないお二人をコチョコチョと……そうすると笑って泣いて、最後には抜け殻のようになって、グッスリ眠ってくれました」


    　それを思い出したのか、顔が蒼そう白はくになっている『斬ざん舞ぶの剣士』と『常とこ闇やみの血族』。グッスリではなく、グッタリの間違いではないだろうか。


    「よかったら今度、火ひ乃の森もりくんと小こ林ばやしさんも受けてみますか？　結構楽しくて、ちょっとクセになっていまして……フフ、ウフフフフ」


    　その日、俺は知った。四し神じんヒロインズの、真の力関係を。


    　慈愛の巫み女こさんに、意外とドＳな一面があることを。
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    23　　黒くろ亀がめさん


    



    　ヒロインズの一人・『星せい壁へきの守もり人びと』こと黒亀里り菜なは、少々特殊なキャラである。


    　龍りゆう牙がの幼おさな馴な染じみで、小柄でショートカットの、四し神じんでも屈くつ指しの戦闘力を持つ拳けん法ぽう家……しかしながら彼女は、基本的に物語へ絡もうとしない。


    　なので俺の考えた「ストーリープラン」は、しばしば黒亀さんにぶち壊されてしまう。


    　当てにしてると現れず、除外してると現れる。そのくせ龍牙が女の子であることを最初から知っていたりもする。


    　すこぶる扱いにくい、イレギュラーな存在──それが黒亀里菜なのだ。


    『やあ、いらっしゃい！　すぐに門を開けるから、ちょっと待ってて！』


    　その日。俺は龍牙に誘われ、黒亀さんの屋敷へ遊びにきた。


    　インターホンから聞こえた彼女の声に従い、門前でしばし待つ。さすがに火ひ乃の森もり家のお隣さんだけあって、黒亀さんの家も武家屋敷のごとく広大な敷地を有していた。


    「実は里菜の家は、ここから少し離れた場所にも土地を持ってるんだよ。そっちは道場なんだけど」


    　知っている。「黒亀流アーケロン拳けん」……黒亀さんの家は、謎なぞの拳法道場の家元なのだ。


    　ちなみにアーケロンとは、白亜紀後期に生息した肉食の巨大ウミガメである。何を血迷ってこんな流派名にしたのかも不思議だが、海外にまで支部があるほど門人が多いのがさらに不思議だ。


    （それにしても、遅いな黒亀さん……そんなに家と門が離れてるのか？）


    　インターホンで「待て」と言われてから、かれこれ五分は経っている。火乃森家の庭も広いには広いが、せいぜい門からは二、三十秒なんだが……。


    「お待たせー！　さあどうぞ入って！」


    　それからさらに一分後。そんな声と共にようやく門が開いた。


    　現れたのは、もちろん黒亀さん。道着にスパッツという、女子高生なのにお洒しや落れの概念が欠片かけらもない出いで立ちだ。


    　いや、それはいい。もっと問題視すべき点がある。


    　どうしたことか彼女は──巨大な亀に乗っていたのだ。


    「お前は浦島太郎か！」


    　思わずそう突っ込んでしまった。


    　その漆黒の大亀は、決して彼女のペットというわけじゃない。だってこの亀、尻しつ尾ぽが蛇へびなんだもの。


    　果たしてそれは、黒亀さんの守護神……四神の一体である【玄げん武ぶ】だった。


    「登場から積極的にボケるんじゃねえ！　何で守護神にライドオンしてんだ！」


    「ちゃっは～、門まで六分もかかっちゃった」


    「そりゃ亀かめに乗ってたら遅えよ！　普通に歩いてこい！」


    「でも、たまにはガメ夫くんにも運動させなくちゃ。というか、ダイエットかな？　バトルでも超ノロいし」


    「亀なんだから仕方ねえだろ！　あとガメ夫くんって名前、腰が砕けるからやめろ！　そいつは仮にも聖獣だぞ！」


    　がなり立てる俺に、龍りゆう牙がが「聖獣を『そいつ』って呼ぶのもどうかと思うけど」と突っ込んでくれた。


    「え～、いいじゃん可か愛わいくて。この子、いかにもガメ夫くんって顔してるし」


    「もっと守護神に相応ふさわしい、厳かなネーミングをつけろ！」


    「のろリンとか？」


    「どの辺が厳かなんだ！」


    「ガメラとか？」


    「駄目だ！　訴えられるから！」


    「まあ、考えとくね。じゃあ戻るよガメ夫くん！　ニョロ助！」


    「尻しつ尾ぽの蛇へびの名前もぉぉぉー！」


    　怒声を上げた俺を、龍牙がなだめてくる。まだ門前だというのに、俺はどれだけカロリーを使わなきゃいけないんだろうか。


    「まあまあ一いち郎ろう。私はガメ夫くんとニョロ助でもいいと思うよ？　愛あい嬌きようだって大切なんじゃないかな」


    「お前の【黄こう龍りゆう】、ロンたんだもんな」


    「い、いいの！　可愛いのが一番だもん！」


    　頬ほおをプッと膨ふくらませる主人公と、深く溜ため息いきをつく友人キャラ。


    　そんな俺たちを置いて、ガメ夫くんに絶賛ライドオン状態の黒くろ亀がめさんが、家へとノロノロ向かっていく。……すると程なく。


    「あーもう！　遅い！　遅いよガメ夫くん！」


    　スローな歩みの【玄げん武ぶ】に痺しびれを切らせ、その背からピョンと飛び降りる黒亀さん。かと思うと、あべこべに自分がガメ夫くんを背負い、そのまま走り出す。


    「それーい！　速いでしょガメ夫くん！　そうだ、バトルでもこうすればいいんだよ！　私が足になったげる！」


    　……あの小さな体のどこに、あれほどのパワーがあるんだろうか。というか、もはやどっちが守護してる側か分からない。


    　どこまでも特殊でイレギュラーな黒亀さんだった。
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    24　　家族会議


    



    「お前たち。ちょっと座りなさい」


    　その日の夕食後。俺は三さん姫きを茶の間に留とどまらせ、改まった顔と口調でそう告げた。食べ過ぎによって込み上げるゲップを我慢しながら。


    「今から小こ林ばやし家の『第一回・家族会議』を始める」


    「何それ。一いち郎ろうくん、いきなりどうしちゃったの？」


    　不真ま面じ目めにも、雑誌を読んだまま訊きいてくる魅ミ怨オン。


    「早くお風呂へ入りたいのですが」


    　不謹慎にも、食後のヨガ体操をしながら不平を述べる呪ジユ理リ。


    「テレビを観たいので、手短に済ませるでしゅ」


    　不作法にも、寝転んだまま怪獣ソフビで遊んでいる忌キ綺キ。


    　……まあ確かに、今まで家族会議なんて開いたことはないので、このリアクションも無理はない。実のところ、会議は単なる思いつきだったりする。


    　というのも俺は昨夜、あるホームドラマを視聴したのだ。


    　一家の大黒柱たるお父さんが、家族会議でビシリと家長の威厳を見せつけ、バラバラだった家族たちを一つにまとめ上げる……同じ家長として、とても感銘を受けたのだ。


    　あの名場面を再現するべく、俺は「オホン」と咳せき払いしたのちに声を張り上げる。


    「ひとぉつ！　小こ林ばやし家家訓！　いかに家だろうと、だらしないカッコをするべからず！　お前のことだ忌キ綺キ！」


    「心外でしゅ。キキはちゃんとしてるでしゅ」


    「その右足の靴くつ下したは何だ！　脱ぐのか脱がないのかハッキリしろ！　それをしていいのはイヤミだけだ！」


    「わざとしてるんでしゅ。これが気持ちいいんでしゅ」


    　本当に気持ちいいのかどうか、家長として実際に確かめてみる。……うん、思ったよりリラックスできる。ならばよし。


    「ひとぉつ！　小林家家訓！　食事は塩分を控えめに！　腹は八分目に！　お前のことだ魅ミ怨オン！」


    「え？　わ、私？　塩加減はバッチリだったはずよ。ちゃんと減塩用を使ってるし。食べ過ぎは一いち郎ろうくんの方じゃない」


    　言われた瞬間、俺は我慢できずゲップしてしまった。確かに塩加減はバッチリだった。だから食い過ぎたのだ。ならばよし。


    「ひとぉつ！　小林家家訓！　食事は家族揃そろって食うべし！　昨日、夕食の時間までに帰ってこなかった者がいる！　お前のことだ呪ジユ理リ！」


    「それはお伝えしました通り、職員会議が長引いてしまったためです。二年生に一人、夏休みの課題をほとんどやらなかった劣等生がおりまして……その生徒を何とか庇かばわねばと」


    「会議が長引いたのは、その劣等生のせいか！」


    「はい。一郎様のせいです」


    　薄々そんな気はしてたけど、やっぱり俺のことか。ならばよし。


    「今日の一郎男爵は、少しおかしいでしゅ」


    「そうよ。急にガラにもないこと言い出しちゃって」


    「もしかして、頭でも打たれたのですか？」


    　ちょっと心配そうにこちらを窺うかがってくる三さん姫き。


    　仕方ないので、俺は簡単に趣旨を説明することにした。


    「いやその、何だ……お前たちと暮らし始めて、もう結構経つだろ？　俺は友人キャラであると同時に、家では家長キャラを務めるべきではないのかと……」


    「…………」


    「いいか、俺たちは家族だ。たとえ衝突することはあっても、利害を超えた無償の絆で結ばれているのだ！　そして、それを束ねるのがワシだ！」


    　ドラマのセリフを丸パクリして言い放つと、いつしか三姫が姿勢を改めていた。


    　みんな神妙な表情で、瞳ひとみをウルウルと潤うるませて俺を見ている。そう、これ！　これこそ俺が求めていた展開だ！　ドラマと同じだ！


    「一いち郎ろう男爵。キキたちが間違っていたでしゅ。目が覚めたでしゅ」


    「そうね。私たち、気付かないうちに心がすれ違っていたのかも」


    「今までだって、家族みんなで乗り越えてきたんですもの。これからだって同じです」


    　三さん姫きの言葉に大きく頷うなずき、俺は立ち上がる。ここで満まんを持じして決めゼリフだ！


    「分かってくれたかお前たち！　よし、俺の言葉を復唱しろ！　信じ合い、許し合い、高め合う！　それが家族というもの──」


    　そこで俺は、はたと言葉を止めた。


    　忌キ綺キがソフビで遊んでいた。魅ミ怨オンが雑誌を読んでいた。呪ジユ理リがヨガをしていた。


    「ドラマと違ぁぁぁぁーう！」


    　テーブルを引っくり返してやろうかと思ったが、卓ちや袱ぶ台だいほど軽くないので断念した。そんな俺に向けて、三姫が告げてくる。


    「一郎男爵。最後のとこ、『高め合う』じゃなくて『認め合う』でしゅ」


    「あのドラマ、なかなか面白いわよね」


    「ええ。来週も楽しみだわ」


    　……お前らも観てたのかよ。


    　ならばよし。
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    25　　克服


    



    　我らが主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは、オバケが苦手である。


    　異い形ぎようのバケモノと戦っているクセに、何を言ってんだよ……と思うのだが、使徒とオバケは別物とのこと。怪獣と恐竜くらい違うそうだ。


    　そして俺に宿る【魔神】トウテツもまた、オバケが苦手である。


    　自分も似たような存在のクセに、何を言ってんだよ……と思うのだが、一緒にされたくないとのこと。ソウメンとニュウメンくらい違うそうだ。


    　偶然にも、そして迷惑にも、二人は同時に「このままではいけない」と一念発起し、これまた同時に「オバケを克服したい」と俺に相談してきた。


    「一いち郎ろう、特訓に付き合ってくれないかな。私は『龍神の継承者』……いつまでもオバケを怖がってはいられないよ」


    「旦那、特訓に付き合って下せぇ。俺は最強の【魔神】……いつまでも稲いな川がわ淳じゆん二じが出てくるたびにチャンネルを変えてはいられやせん」


    　そんなこんなで、俺たちがやってきたのは駅ビルの最上階。そこで今、期間限定の「お化け屋敷」が催されていたのだ。評判によるとかなり凝っていて、リピーターも多いという。


    　無事に出口まで辿たどり着ければ、それは恐怖に打ち克かてたことを意味するはず……というのが二人の主張なのだが、はてさて。


    「……よし。行くよ一郎、トウテツ」


    「おう！　頑張ろうね龍牙たん！」


    　入り口の前に立ち、挑むようにお化け屋敷を見み据すえる龍牙とトウテツ。


    　ちなみにトウテツには、キャップとマスクで簡単に変装させている。俺と同じビジュアルなので、周りの目を引いてしまわないように。


    「オバケといっても、所しよ詮せんは作り物……これを怖がってちゃ話にならない」


    「たかが人間ごときの仕掛けにビビったとあっちゃ、四凶の名折れだぜ」


    　……勇ましいセリフとは裏腹に、なかなか中へ入ろうとしない二人。


    　その間にも、俺たちを追い越して後続のお客さんが入っていく。中には小学生もいた。


    「……よし。行くよ一郎、トウテツ」


    「おう！　頑張ろうね龍牙たん！」


    「オバケといっても、所詮は作り物……」


    「たかが人間ごときの仕掛けに……」


    　同様のセリフを六回聞いたところで、俺は辟へき易えきして二人を促うながした。


    「おい、いつまで入り口にいるんだよ。さっさと入ろうぜ」


    　両者の背中をポンと押すと、龍牙とトウテツが揃そろって「ひゃあ！」と悲鳴を上げる。


    「な、何するの一いち郎ろう！　まだ心の準備をしてるトコなんだから！」


    　まだできてなかったのかよ。心の準備。


    「屁へが出ちまったじゃねぇっスか！　俺、ビックリすると出るんスよ！」


    　知らねえよ。お前の体のシステムは。


    「もうかれこれ十五分だぞ？　これじゃ特訓にならないだろ？」


    　……さらに三分かけて、ようやく二人が腹を決めてくれた。恐る恐る同時に一歩を踏み出した、その瞬間。


    　中からお客さんの「きゃあああ！」という悲鳴が届いてきた。


    　たちまち龍りゆう牙がとトウテツの足がピタリと止まる。文字通り二の足を踏む。


    「……トウテツ。お先にどうぞ」


    「いや、そんな。龍牙たんからどうぞ。レディーファーストだし」


    「今の私は男だから気にしなくていいよ。さあどうぞ」


    「いやいや。俺にとって龍牙たんは、いつでも女の子だし。さあどうぞ」


    　こいつら、閉店までこうしてる気じゃないだろうな。


    「もういいっての！　先に行ってるからな！」


    　そう言い捨てて、俺はスタスタと入り口に向かう。二人が慌あわてて追つい随ずいし、俺のそれぞれの腕にしがみついてきた。


    「一郎、お願いだから離れないでね。彼氏なんだから、しっかり守っ──あれ？」


    　と、そこで龍牙が、ポケットから携帯を取り出した。電話の着信が来たらしい。


    「汐しお莉りからだ。少し待っててくれる？　もしもし……えっ、使徒が現れたっ？　分かった、すぐに向かう！」


    　携帯を切った龍牙が、すかさず俺を見る。


    「一郎。悪いけど、特訓は中止だ。汐莉が『奈な落らくの使徒』と遭遇したらしい」


    「ああ、聞いてたよ。急いだ方がいい」


    　当然ながら、そっちを優先するべきだ。特訓なんていつでもできるんだから。


    「全く、奴やつらも懲こりないね。こんなときに現れてくれるなんて」


    　現れて「くれる」って何だ。


    「旦那！　俺たちも行きやしょう！　王の特訓を邪魔して頂くとは許せねぇ！」


    　邪魔して「頂く」って何だ。


    　俺が突っ込むより早く、二人はお化け屋敷を飛び出していった。脱だつ兎とのごとき勢いで。


    　入り口から、僅わずか一メートル弱。もちろん一体のオバケにも会っていない。


    　ちなみにこのお化け屋敷、入場料は一人六百円。俺が奢おごってやったので、計千八百円の出費である。


    　恨めしや。
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    26　　典型的ライバル関係


    



    　バトル物には、いくつかの「あるある」が存在する。


    　その中でも特にお約束なのは、主人公サイドと敵サイドで、因いん縁ねんのライバル関係となるキャラが出てくることだ。


    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを主人公とするこの物語でも、それは例外じゃない。俺が見てきた限り、比較的よく絡む組み合わせというものがあったりする。


    　蒼あおヶが崎さき怜れいと魅ミ怨オン。雪ゆき宮みや汐しお莉りと呪ジユ理リ。エルミーラ＝マッカートニーと忌キ綺キがそうだ。


    　とりわけ顕けん著ちよなのは、蒼ヶ崎さんと魅怨。この二人は、お互いを尋じん常じようじゃなく意識し合っている。何度か共闘したこともあるのだが、顔を合わせれば火花を散らす間柄なのだ。


    　……で、俺は今、非常に困っている。


    　ちょうど喫茶店のカウンター席で、アイスコーヒーをすすっているのだが──右隣に蒼ヶ崎さん、左隣に魅怨がいるのだ。


    （このピリピリした空気、何とかならないのか……）


    　こんな状況に至ったのは、ちょっとした不運が原因だった。たまたま蒼ヶ崎さんと街をパトロールしていたところ、スーパーから出てきた魅怨と出くわしたのだ。


    　一いつ触しよく即そく発はつとなる両者を必死でなだめ、「とりあえずお茶でも飲もう。な？」と提案し……俺たちは今ここにいる。不本意ながら俺の奢おごりで。


    「一いち郎ろうくん。私さ、抹茶オーレって凄すごく邪道なドリンクだと思うのよね。和洋それぞれのバランスを打ち消し合ってるっていうか」


    　と、魅ミ怨オンがそんなことを言ってきた。蒼あおヶが崎さきさんが飲んでいる抹茶オーレを睨にらみつつ。


    「小こ林ばやしは『お茶でも飲もう』と言ったのだ。ならばお茶の類たぐいを頼むのが道理というもの。メロンソーダなどを注文する輩やからに、とやかく言われたくはない」


    　負けじと蒼ヶ崎さんが言い返す。魅怨が飲んでいるメロンソーダを睨みつつ。


    「抹茶オーレと一緒に、ストロベリーパフェを食べるなんて正気の沙さ汰たじゃないわね」


    「メロンソーダと一緒に、白玉あんみつを食べる方がどうかしている。和洋のバランスはどこへいった」


    　ちなみにそのスイーツも、俺の奢りである。お茶だけでは済まなかった。


    「もうすぐ夕飯の時間なのに、まさかサンドイッチまで頼むなんてね。きっと太るわよ『斬ざん舞ぶの剣士』」


    「パンケーキを注文した奴やつのセリフとは思えないな。お前こそ太るぞ嵐らん将しよう・魅怨」


    　言うまでもなく、それも俺の奢りである。少しは遠慮して欲しい。


    「私は一郎くんと一緒に食べるつもりで注文したのよ。はい一郎くん、あ～ん」


    　魅怨が差し出してきたパンケーキの一切れに、俺はパクリと食らいつく。


    　人から貰もらう一口は、どうしてこんなに美う味まいのだろう。俺の金だけど。


    「私だって小林と食べるために頼んだのだっ。さあ小林、口を開けろっ。雛ひなのごとく！」


    　蒼ヶ崎さんが差し出してきたサンドイッチに、俺はまたパクリと食らいつく。


    　口の中でパンケーキと混ざって、バランスを打ち消し合っていた。


    「はい一郎くん、あんみつもどうぞ。あ～ん」


    「小林、私のパフェもお裾すそ分けだ。あ～んするがいい」


    　二人のスプーンが、同時に俺の口へ突っ込まれる。


    　まだパンケーキとサンドイッチをモグモグしてるのに……混ざり合い過ぎて、もはやよく分からない味になっていた。


    　だが甘んじて受け入れるしかない。雛鳥は、親鳥が運んでくる食べ物を選べないのだ。


    「あ、そうだ。グミも持ってるの。あ～ん」


    「私もガムを持っているぞ。あ～ん」


    　おい親鳥たち。それは何の嫌がらせだ。


    「メロンソーダも飲む？　はい、ちゅ～」


    「抹茶オーレもどうだ。ちゅ～」


    　気付けば俺は、雛鳥ではなくリスのようになっていた。頬ほっぺがパンパンだった。


    「どう？　美お味いしい？」


    　二人に訊きかれたが、喋しやべることができない。「んも」と言うのが精一杯だ。


    「シェアすると結構食べれるものね。蒼あおヶが崎さき、あんたもパンケーキ食べる？　イケるわよ」


    「ではこちらもサンドイッチをやろう。絶品だぞ」


    「メニューにあるマンゴームースっていうの、ちょっと気になってたんだけど……美お味いしいのかしら」


    「私はこの生チョコタルトが気になっている」


    「奢おごりだし、頼もっか」


    「うむ。食べ比べてみよう」


    　ちょっと待て。もしや親鳥は俺の方じゃないのか？　雛ひな鳥の食べ残しを処理させられてるだけなんじゃ？　と質ただしたかったのだが、「んも」としか言えなかった。


    「そういえば蒼ヶ崎。今月号の雑誌読んだ？　秋のトレンド特集」


    「ああ。暖色系のニットカーディガンが人気とあったが……」


    　俺を挟んでそんな話を始める二人。お前ら、仲がいいのか悪いのかはっきりしろ。


    　せめて俺も参加できる話題にしてくれ。漫画とか、ゲームとか、ペナントレースとか。あと『スペクタクルマン』とか。


    　いずれにしても、「んも」としか言えないだろうけど。
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    27　　変則的ライバル関係


    



    　蒼あおヶが崎さき怜れいと魅ミ怨オンがそうであるように、雪ゆき宮みや汐しお莉りと呪ジユ理リもまたライバル関係である。


    　ただし、蒼ヶ崎さんと魅怨がお互いを意識しているのに対し、こちらは雪宮さんが一方的に呪理へと敵てき愾がい心しんを抱いている。主人公サイドの方が積極的に突っかかる構図なのだ。


    　その理由は言っちゃ悪いが、極めて個人的なものだ。


    　控えめなバストサイズの雪宮さんと、Ｉカップを誇るキングコブラ型使徒……その貧富の差が摩擦を生んでいるのだ。プルルン、ボヨヨンと。


    「──呪理。悪あしきことを考えず、真ま面じ目めに働いていますか」


    　その日。俺は雪宮さんと一緒に、保健室を訪れたところだった。彼女が「蛇へび塚づか先生への警戒を怠おこたるべきではありません」と言うので、仕方なく同行したのだ。


    「あら、いらっしゃい。どうかした？　気分でも悪い？」


    　こちらにキャスターチェアごと向き直り、にっこり微ほほ笑えむ蛇塚先生こと呪理。その拍子に爆乳がユサリと弾むと、雪宮さんの視線がさらに険けわしさを増した。


    「体調不良ではありませんが、別の意味で気分は悪いです」


    　正直な感想を述べつつ、ツカツカと歩を進める『祝命の巫み女こ』。


    「呪理。もう何度目か分かりませんが、改めて言います。この央おう明めい高校の養護教諭を早さつ急きゆうに辞めて下さい」


    「またその話？　見ての通り、職務なら問題なくこなしているわ。世の中には職業選択の自由というものがあるのよ」


    「貴女あなたの職業は、『奈な落らくの使徒』の将軍でしょう！　副業はいけません！」


    　そのクレームに辟へき易えきして天井を仰あおぎ、溜ため息いきをつくキングコブラ型使徒。


    　確かに、呪理は養護教諭になって以降、一度もトラブルを起こしたことはない。龍りゆう牙がなどは蛇塚先生によるマッサージを、いたく気に入っていたりする。


    　俺も最近は、「このままでもいいか」と思い始めているのだ。雪宮さんには言えないが。


    「呪理。私の耳には、貴女が男子生徒を籠ろう絡らくしているという情報が入っています。すでに数名の生徒が、保健室の常連さんになっていると」


    「それは私も困ってるの。『具合が悪いときしか来ちゃダメ』って、毎回言ってるのに」


    「白々しいですよ！　そんなに胸元を開いておいて！　これでもかとバストをアピールしておいて！」


    　やっぱり不満はそこに帰結するようだ。


    「……雪宮汐莉。ちょっとそこに座りなさい。貴女に伝えるべきことがあるわ」


    　と、呪理が自分の前にある丸椅い子すを示し、雪宮さんへ告げてきた。


    「な、何ですか。先生みたいなこと言って。私を籠絡しようとしても無駄ですよ」


    「まさしく今の私は先生よ。さあ、座りなさい雪ゆき宮みやさん」


    　しばし躊ちゆう躇ちよしたのち、素直に丸椅い子すへ腰を下ろす雪宮さん。たとえ相手が使徒だろうと、先生口調で「座れ」と指示されれば従ってしまう……優等生の習性か。


    「いい？　雪宮さん。女の子の胸が大きくなるのは、女性ホルモンのせいよ」


    「そ、それがどうしたと……」


    「一般的に女性ホルモンの増加は、二十歳前後がピークといわれているわ。つまり貴女あなたも、まだ胸が大きくなる望みは充分にある──ということよ」


    「…………」


    「続き、聞く？」


    「せ、せっかくなので聞いてあげます。さほど興味はないのですけど」


    　言葉とは裏腹に、雪宮さんが身を乗り出している。ほとんど籠ろう絡らくされかかっている。


    「胸を成長させるには、女性ホルモンを活性化させるのが重要よ。まずビタミンＥを摂とりなさい。それから、たんぱく質ね」


    「ビタミンＥに、たんぱく質……」


    「それからホウ素。これはレーズンやハチミツに含まれているわ」


    「ま、待って下さい！　メモを取りますから！」


    　明日、ここら一帯のお店からレーズンとハチミツが消えるかもしれない。


    「胸周りのマッサージも効果的とされているわ。リンパを刺激して、流れをよくするの。あとは大だい胸きよう筋きんや、肩けん甲こう骨こつ周りの筋肉を鍛きたえたり……姿勢を正しくするだけでも違うわよ」


    「なるほど……べ、別に興味はないのですけど、なるほど」


    　必死にメモしている雪宮さんに、呪ジユ理リがズイと顔を寄せる。そして声のトーンを落とし、ボソボソと続ける。


    「特別に、秘密のバストアップ法も教えてあげる。……を、……して、……するの」


    「なっ!?」


    「それから……を優しく……しながら、……を使って……を刺激するとか」


    「そ、そんな！　何てはしたない！」


    　駄目だ。俺には聞き取れなかった。一体何を使って、どこを刺激するのだ!?


    　……その後。雪宮さんは「すみません、用事を思い出しました」と言って、そそくさと保健室を去ってしまった。帰ってすぐに実践するものと思われる。


    「意外と単純ですね、『祝命の巫み女こ』は……ところで一いち郎ろう様」


    「何だ」


    「ご自身の胸周りを、どうして揉もんでおられるのですか？」


    　無意識に、リンパマッサージをしていた自分に気付く。


    　俺が巨乳になってどうする。
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    28　　例外的ライバル関係


    



    　蒼あおヶが崎さき怜れいと魅ミ怨オン。そして雪ゆき宮みや汐しお莉りと呪ジユ理リ。


    　この二組以外にもあと一組、因いん縁ねんを持ったペアがいる。エルミーラ＝マッカートニーと忌キ綺キである。


    　とはいえ、ここの関係性は……ライバルと言っていいのかよく分からない。確かに喧けん嘩かが絶えないのだが、互いを目の敵かたきにし合っているというわけでもない。


    　だから彼女たちの絡みは、ほとんどの場合コメディーっぽくなる。


    　俺はそれを常日頃、非常に嘆かわしく思っていた。「いや他の二組もそうじゃん」という反論には、ノーコメントとさせて頂く。


    「──なってないでしゅ、エミルーレ」


    　その日。俺はエルミーラさんに呼び出され、公園に来ていた。忌綺が後ろをトコトコついてきていたことを知らずに。


    　呼び出された理由は、エルミーラさんの小説を読むこと。それはヴァンパイア少女の趣味であり、彼女は逐一その感想を求めてくるのだ。


    「アナタの感想は訊きいていませんわ。引っ込んでなさいワンコ」


    　俺と一緒になって勝手に小説を読み、勝手にダメ出しをしたオカッパ幼女に、エルミーラさんが露骨に不機嫌な顔をする。名前を訂正することは、もはや諦あきらめたようだ。


    「どうしてキキの言った通りに直さないでしゅか。ちゃんと怪獣を登場させて、龍りゆう也やと戦わせるでしゅ」


    　ちなみにこの小説、主人公・龍也のモデルは火ひ乃の森もり龍りゆう牙がである。


    　そしてその親友キャラ・次じ郎ろうのモデルは俺である。名前から丸分かりだと思うが。


    「ワンコ。アナタはこの作品を理解してますの？　天使と悪魔は出てきても、怪獣なんかが出てくる世界観じゃありませんわ」


    「無理やりにでも出すべきでしゅ。怪獣を出さないなんて、どうかしてるでしゅ」


    「どうかしてるのはアナタですわ！」


    「いいから地底怪獣ベルベロンを出すでしゅ！」


    「それはアナタの好きな『スペクタクルマン』のキャラクターでしょう！」


    「じゃあ誰が町を破壊するでしゅか！」


    「破壊する必要ありまして!?」


    「誰が次郎をペッチャンコにするでしゅか！」


    「次郎を踏み潰つぶさないで下さる!?」


    　もう一度言うが、次郎のモデルは俺である。


    　まあ確かに、いきなり怪獣が出てくるのは斬ざん新しんなサプライズだと思う。


    　この小説はネットにもアップされているので、ポカンとする読者が目に浮かぶようだ。「この作品どうしちゃったの？」「というか、作者どうしちゃったの？」と。


    「じゃあせめて、氷河怪獣ウジャランガを出すでしゅ」


    「何の改善にもなってませんわ！」


    「うっかり次郎をペッチャンコにするでしゅ」


    「次郎に恨みでもありますの!?　ちゃんと足元を見なさいウジャランガ！」


    　繰り返すが、次郎のモデルは俺である。


    「次郎をペラペラにされた龍也は、怒りに燃えるでしゅ。するとその時、龍也が怪獣になるでしゅ。龍也は──焦熱怪獣ブノゲノスだったんでしゅ！」


    「超展開も大概になさい！」


    「ブノゲノスのマグマと、ウジャランガの冷凍ガスが、真っ向からぶつかるでしゅ！　熱と冷気の勝負でしゅ！　ホットでクールな戦いでしゅ！」


    「そ、それは少し面白そうですわね」


    　鼻息も荒く語る忌キ綺キに、エルミーラさんが耳を傾け始める。面白い……のか？


    「壮絶な戦いは、五年半にも及ぶでしゅ！」


    　壮絶に暴れ過ぎだ。


    「その時、ようやく目が覚めた次郎が、起き上がって叫ぶのですわ。『やめろ！　お前たちが戦うことはない！』と」


    　生きてたのか次じ郎ろう！　五年半もペラペラだったぞ！


    　というか、エルミーラさんが乗っかっている。インスパイアを受けてしまったようだ。


    「するとその時、次郎もまた怪獣になるでしゅ。そう、次郎は──鋼鉄怪獣ガチガンダだったんでしゅ！」


    　登場人物が怪獣オンリーになってしまった。


    「次郎の四年半にも及ぶ説得で、ようやく龍りゆう也やは正気を取り戻すのですわ」


    　合わせて十年も何やってんだお前ら。


    「忌キ綺キ。アナタの案を丸々採用はできませんが、部分的に取り入れることを考えましょう」


    「怪獣、出るでしゅかっ？」


    「そうね、オリジナルの巨魔獣とかになりますけど」


    「やったでしゅ！　アニメ化間違いなしでしゅ！」


    　そんなことを言いながら、二人は仲良く去っていってしまった。これからマンションへ戻って、さらにディスカッションするらしい。


    　……後日。龍りゆう牙がが俺に相談してきた。「エルに何かあったのかもしれない」「彼女の小説がおかしい」と。


    　お前、読者だったのか。
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    29　　吸血


    



    　ヴァンパイアたるエルミーラさんには、定期的な吸血行為が必要である。


    　それは「炎を自在に発生・駆使する」という彼女の異能力が、人間の血液をエネルギー源としているからだ。技のバラエティーは豊富だが、ガス欠になると戦闘不能になるばかりか、貧血で倒れて要救護者になってしまう──それが彼女の弱点だった。


    「というワケで龍りゆう牙が。アナタとの約束、少し規制緩和して頂けませんこと？」


    　その日の昼休み。龍牙＆ヒロインズ、及び俺を屋上へ呼び出したエルミーラさんは、まなじりを吊つり上げてそう訴えてきた。


    　彼女の言う約束とは、「龍牙以外から吸血行為をしない」というものだ。


    　他者に迷惑をかけないための主人公による配慮であり、エルミーラさんは基本的にそれを遵守している。


    　例外として、時たま俺がコッソリと血を吸わせてやっているのだが……それはみんなには秘密だ。このヴァンパイア少女は何な故ぜか、俺の血をいたく気に入っているのだ。


    「これまでワタクシは不本意にも、血液不足から何度かピンチに陥おちいりました。龍牙との約束を破れない……そんなワタクシの義理堅さ、律りち儀ぎさ、健けな気げさが仇あだとなったのですわ」


    　俺を「専属ドナー」にしていることを棚に上げ、切実にアピールするエルミーラさん。なかなか面つらの皮が厚いヴァンパイアである。


    「そこで緊急事態のときに限り、ここにいる皆さんの血も吸っていいという規約に変えませんことっ？　そうすればワタクシの弱点は大きく改善されますわ！」


    「エルがこう言ってるけど……どうかな、みんな」


    　龍牙に意見を求められ、一斉にウ～ンと唸うなる雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、黒くろ亀がめさん。


    　三人とも明らかに「できればご遠慮したい」という表情だった。それぞれが発するコメントも、非常に歯切れが悪かった。


    「もちろん、エルミーラさんに血を与えること自体は構わないのですが……」


    「エルミーラの牙きばは、そこそこのサイズがあるからな……」


    「首筋にぶっとい注射を二本も刺されるってコトだよね？　痛そうでヤだなあ……」


    　その気持ちは分かる。正直言って、牙を突き立てられるのは痛い。そのあとペロペロされるご褒ほう美びが待っているのだが、それが嬉うれしいのは男の俺だけだろう。


    「アナタたち、薄情ですわよ！　それでも同じ宿命で結ばれた、四し神じんの仲間でして!?」


    「その場にいるのが自分だけなら、まだ諦あきらめがつくのですが……」


    「三人が同時にいるときはどうする？　誰が犠ぎ牲せいになるのだ？」


    「ジャンケンかアミダくじで決めるしかないよね」


    　乗り気でない仲間たちに業を煮やしたのか、エルミーラさんは高らかに宣言した。


    「いいですわ！　アナタたち三人がいる場合、誰の血を頂くか……それはワタクシが決めさせてもらいます！　今ここで！」


    　どうやって決めるの？　と龍りゆう牙がが尋ねたところ、ヴァンパイア少女が舌舐なめずりをした。


    「汐しお莉りさん、怜れいさん、里り菜なさん。今からアナタたちの血を、一人ずつテイスティングさせて頂きますわ。こう見えてワタクシ、世界一の『血液ソムリエ』を自負しておりますの」


    　口を揃そろえて「やだあー！」と悲鳴をあげたヒロインズに構わず、ユラユラと彼女らへ迫るエルミーラさん。口元が微かすかにキラリと光ったのは、牙きばかヨダレか。


    「安心なさい。使う牙は一本のみ、それもごく浅く刺しますわ。それにヴァンパイアによる吸血は、傷跡が全く残りませんの」


    　そんなわけで、まずは雪ゆき宮みやさんが首筋にパクつかれた。


    「あっ、痛……」


    「ふむ……なかなかに深い味わいですわね。例えるなら高級カクテルといった感じかしら」


    　続いて、蒼あおヶが崎さきさんが首筋にパクつかれる。


    「くっ……」


    「ふむ……重厚感のある口当たりですわ。良質な日本酒といった感じかしら」


    　最後に、黒くろ亀がめさんが首筋にパクつかれる。


    「ぎにゃー！」


    「ふむ……味は大おお雑ざつ把ぱながら、栄養価に優れていますわ。スッポン酒といった感じかしら」


    　黒亀さんだけ割とそのまんまだった。というかエルミーラさん、お酒で例えるのはやめなさい。高校生なんだから。


    「で、どうなのエル？　誰の血が一番だった？」


    「そうれすわね……三人とも甲乙つけがたいでしゅわ。もう一回らけ飲み比べさせてくらさいましゅ？　ヒック」


    「エ、エル？　何か顔が火照ってるよっ？　まさか……酔ってるの？」


    「酔ってまひぇんわ。お勤めご苦労しゃまです、お巡りしゃん」


    「いや、お巡りさんじゃないから！」


    　エルミーラさんが、龍牙に敬礼している。次いで覚束ない足取りで、フラフラと俺に近付いてきた。


    「お口直しに、アナタの血をしゅわせにゃしゃい。小こ早ばや川かわ秀ひで秋あき」


    「誰が戦国武将だ！　コバヤしか合ってねえだろ！　痛ででで！　おい、頭をかじるな！」


    　酒乱というのは聞いたことがあるが、血乱というのは寡か聞ぶんにして知らない。


    　……結局エルミーラさんの訴えは棄却され、規制緩和は保留となった。


    　無駄に俺たちの血が流れただけだった。
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    30　　影響


    



    「テッちゃん。昔のお前って、どんな感じだったんだ？」


    　その日の夕食中。隣で味み噌そ汁しるをフーフーしているトウテツに、俺は何気なく質問した。


    　トウテツは宿主の影響をかなり受けやすい【魔神】だという。現在の彼がこんな性格とビジュアルをしているのも、俺に影響されているからだ。


    　こいつが人間界に現れたのは計三回。その間に、何度か器を変えたと聞いている。


    　だったら昔はどんな奴やつだったのか……ふと興味が湧わいたのだ。


    「昔っスか？　う～ん、どうだったかなぁ」


    　首をひねるトウテツより先に答えたのは、配下の三さん姫きたちだった。


    「凄すごくクールでカッコいいときがあったわ。寡黙で、退廃的で、ナルシストで……『破壊こそ真理。荒廃こそ秩序。死こそ救済』なんて仰おつしやって」


    　魅ミ怨オンの言葉に、トウテツが「きゃっ」と恥ずかしがる。そんな耽たん美び派ビジュアル系バンドにいそうなトウテツ、全く想像できない。


    「知略家タイプのときもありました。常に難しい本を持っておられて……『ここまでは私の計算通り。では、作戦を第二段階に移行しましょう』などと仰ったりして」


    　呪ジユ理リの言葉に、トウテツが「いやん」と両手で顔を隠す。やっぱり全く想像できない。頭のいいテッちゃんなんて、体の硬いルフィに等しい。


    「凄すごく陽気なキャラのときもあったでしゅ。いつもバンジョーをジャカジャカ弾いて……『レッツパーティー！　イェイ！　ワオ！』とうるさかったでしゅ」


    　忌キ綺キの言葉に、トウテツが「てへっ」と舌を出す。そのトウテツは比較的、想像がつきやすい。今のこいつも似たような感じだから。


    「なあテッちゃん。お前って今でこそリューガにメロメロだけど、昔は違ったんだろ？　歴代の【黄こう龍りゆう】や四し神じんの継承者たちと、死闘を繰り広げてきたんだろ？」


    「ええ、まぁ。火ひ乃の森もりの奴やつらって、どいつもこいつもクソ生意気な野郎でして……とても龍りゆう牙がたんのご先祖様とは思えやせんよ」


    　その頃の戦い、ちょっと見てみたかった。この世界はリアルドラマなので、さすがに「過去編」は無理だろうけど。


    「リューガのご先祖様って、どんな人がいたんだ？」


    「えっと……俺が戦ったのは火乃森龍りゆう之の介すけと、火乃森龍りゆう兵べ衛えっス」


    「どっちも名前に『龍』がつくんだな。やっぱりイケメンだったか？」


    「いえ。龍之介はヒゲモジャで、胸毛までありやした。龍兵衛はさらにヘソ毛と指毛までありやした」


    　聞かなきゃよかった。


    「俺って毎回、結構いいところまで火乃森たちを追い詰めてたんスけどね……龍之介のときなんか、あいつの胸毛を残らず燃やしてやりやしたもん」


    　どんな追い詰め方だよ。


    「龍兵衛のときも紙一重でした。最後にどちらの一撃が当たるか……ってトコで、惜しくも負けちまいやした。両手がバンジョーで塞ふさがってたのが仇あだとなりやした」


    　うん。やっぱり「過去編」は見なくてもいいや。


    「まあ、若気の至りってヤツでさぁ。今の俺をあまり好ましく思ってない使徒もいるでしょうけど、これが本来の俺に一番近いキャラだと思いやす」


    　すると忌綺が、ニコニコしながら王に言った。


    「キキは、今のトウテツ男爵が一番好きでしゅ。とっても接しやすいでしゅ」


    　魅ミ怨オンと呪ジユ理リも、苦笑しながら同意する。


    「そうね。家のことも手伝ってくれるし、助かっています」


    「それだけトウテツ様は、王としての度量が大きいということでございますね」


    　三さん姫きにおだてられ、「でへへ」と頭を描く【魔神】。体をクネクネさせていた。


    「し、仕方ねぇな。俺には部下なんざ必要ねぇんだが、お前らがそこまで言うならどこまでもついてこい！　困ったことがあったら何でも言え！」


    　立ち上がって言い放ったトウテツに、三姫がパチパチと拍手する。


    　それに手を振って応える【魔神】に、すかさず魅ミ怨オンが笑顔で告げた。


    「それではトウテツ様。申し訳ありませんが、今日のお皿洗いをお願いしてもよろしいでしょうか」


    「おう！　任せろ！」


    「お庭の雑草が伸びてきましたので、草むしりをお願いできますでしょうか」


    「おう！　任せろ！」


    「来週発売の『スペクタクルマン怪獣大百科』が、どうしても欲しいんでしゅ」


    「おう！　任せ……おいお前ら！　王をパシリに使うんじゃねぇ！　それが本音か！」


    　さすがに乗せられていることに気付いたらしい。


    「その代わりトウテツ様のお誕生日には、私たちからバンジョーを贈らせてもらいます」


    「今度は一曲でもまともに弾けるよう、頑張って下さいませ」


    「お誕生日を楽しみにしてるでしゅ！」


    「バンジョーとかいらねぇよ！　見たくもねぇよ！　あと【魔神】の誕生日っていつだ！」


    「ないなら決めるでしゅ。ひとまず昨日にするでしゅ」


    「終わってんじゃねぇか！」


    　そんな感じで、今日も小こ林ばやし家の食卓には笑いが絶えない。


    　ついでに下げ剋こく上じようも絶えない。
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    31　　新入り魔神


    



    　四凶と呼ばれる、『奈な落らくの使徒』の王たる四体の【魔神】。


    　龍りゆう牙がと仲間たちは、すでにそのうちの二体を討ち果たしている。すなわち【魔神】コントンと、【魔神】トウテツを。


    　記念すべき第一部のラスボスだったコントンは、龍牙の妹である火ひ乃の森もり杏きよう花かちゃんを器として復活した。あれはかなりの衝しよう撃げき展開だった。


    　その時の龍牙の動揺は、語るまでもないだろう。彼女は妹を傷つけるのを躊躇ためらい、攻撃することができず、絶体絶命のピンチに陥おちいったものだ。


    　そんなコントンが、このたび──一時的に俺へと引っ越してきた。


    　龍牙たちに敗れて極度に力を失ったコントンは、宿主である杏花ちゃんの生命力をどんどん吸い取っていることが発覚。杏花ちゃんは著しく衰弱し、彼女を溺でき愛あいしているコントンは「しばらく器を変える」と俺を頼ってきたのだ。


    （仕方なかったこととはいえ、まさか【魔神】の二体持ちになっちまうとは……俺、友人キャラに戻れるのか？）


    　携帯の二台持ちとはわけが違う。【魔神】を二体も宿しているなんて、もはや作中の最強キャラである。今後どんな敵が出てきても、悲しいかな負ける気がしない。


    　それでは困るのだ。これは「火乃森龍牙の異能バトルストーリー」なのだから。


    　俺はその日常パートでオチャラケる、単なる友人キャラなのだから。


    （おうテッちゃん。先に坊主を宿主にしてたからって、先輩面づらすんじゃねえぞ。【魔神】ってのは力こそ全て……強え奴やつが偉いんだ）


    （だったらやっぱり、俺の方が偉いってことじゃねぇか。俺はもともと、四凶なんて括くくりでお前らと一緒にされるのは心外だったんだ）


    　その夜。俺は自室にて、宿題に取り組んでいるところだった。


    　今日は古文に英語と、立て続けに宿題を出されてしまった。「ラ行変格活用」やら「過去分詞形」やら、しゃら臭いことこの上ない。言語なんてジェスチャーで充分だと思う。


    （ほほう、面白えこと言うじゃねえかテッちゃん。テメェごときが俺様に勝てるのか？）


    （コントン。お前は四凶の中でも一番の小者だ。四天王で最初にやられる奴は最弱……それがバトル物あるあるだからな）


    　──ところで、先ほどから俺の脳内に、そんな口論が響き続けている。


    　それは言うまでもなく、俺に宿る【魔神】どものディスり合いだ。トウテツとコントンによる、住人トラブルだった。


    　彼らが言うには、【魔神】たちは非常に仲が悪いらしい。本来なら復活の時期が重なることはないそうだが、かち合うと争いを始めてしまうとのこと。王だけに自己主張が強いのか？


    （上等だ！　そこまで言うなら、はっきりカタをつけようじゃねえか！）


    （望むところだ！　吠ほえ面づらかかせてやるぜ！）


    　敵のボスキャラたる【魔神】と【魔神】のバトル……それが今、勃ぼつ発ぱつしようとしている。俺の内部で。


    「おいお前ら、喧けん嘩かはやめてくれ。四凶って人間界を滅ぼせる力を持ってるんだろ？　そんな頂上決戦を、俺の中で勝手に始めるな」


    （心配すんな坊主。宿主のお前に迷惑はかけねえよ）


    （旦那、安心して宿題を続けて下せぇ。殴り合いなんてしやせんから）


    　だったらどうやって決着をつけるんだ……そう思ったが、宿題に専念することにした。


    　宿題をやってこなかった者には、さらなる追加宿題が課せられるのだ。そんな無む間げん地じ獄ごくに落ちるのは避けたい。


    （いくぞ、食らいやがれ！　おりゃあ！）


    （でいっ！　わはは、ざまぁみろコントン！　今度は俺の番だぜ！）


    　脳内に響く二人の声を、ラジオ代わりに聞きながらシャーペンを動かす。


    　……気になる。こいつら、一体何をやってるんだ？　残念ながら俺は、自分の中の様子を見ることができない。いわゆる「音声のみお楽しみ下さい状態」である。


    （どうにかして中継を繋つなぐことはできないのか？　ＢＳかＣＳでやってないのか？　内視鏡検査なら観られるかも……というかこいつら、そもそも俺のどこにいるんだ？）


    　気付けば俺は、宿題の手が止まっていた。駄目だ、集中できない。今は古文と英語、どっちをやってるんだっけ……。


    （ふんっ！　よっしゃあ！）


    （な……俺の渾こん身しんの一撃を！）


    （がははは。甘えなテッちゃん！）


    （くっ、やりやがるぜコントンの野郎！）


    「おいコントン、テッちゃん！　お前ら何の勝負してるんだ！　教えてくれ！」


    　とうとう我慢できなくなり、俺は【魔神】たちに尋ねてしまった。


    　どのみちこれでは宿題が手につかない。英語の訳文が「ボブなる者、ジェーンの誕生会に行きにけり。いみじきパーティーなり」と古文っぽくなってしまっている。


    （だから心配すんなって坊主。サッカーのＰＫ勝負をしてるだけだ）


    　俺の中にはサッカーゴールがあるのか！


    （よしコントン、次はクレー射撃で勝負だ！　銃を取れ！）


    　どんだけ設備が充実してんだ！　というか俺の中で発砲するな！


    　結局、コントンとトウテツの勝負はカタがつかず。


    　俺は俺で、宿題のカタがつかなかった。
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    32　　歌唱力テスト１


    



    　世の中には、キャラクターソングというものが存在する。


    　主に物語のメインキャラを対象に、その人物をイメージして作られた楽曲だ。劇中で当人が活躍したときなどに流れると、非常に盛り上がる。


    　このキャラソンのお約束は、唄っているのが本人自身だということ。


    　だからメインキャラたちには、ある程度の歌唱力が求められる。あまりにオンチでは、せっかくの見せ場がシラケてしまいかねないのだ。


    　……そんなワケで俺はこのたび、メインキャラたちの歌唱力を改めてチェックしてみることにした。


    　まずは何といっても、主人公である火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだろう。思えば俺は、龍牙の歌声をちゃんと聴いたことがない。こいつがジャイアンレベルでは話にならない。


    「えっと、じゃあ唄うね」


    　二人でカラオケボックスにやってくると、早速ながら一曲お願いしてみる。できれば主人公らしく、血沸き肉躍るヒーローソングを希望したいところだ。


    「唄いたかったんだ、ボーイング娘の『ラブラブ乱気流』」


    「待つんだリューガ」


    　リモコンを弄いじる龍りゆう牙がの手を、俺はすぐさま止めにかかる。


    　そういうアイドル系の歌がバトルのクライマックスで流れたりしたら、倒される敵も浮かばれない。もっと疾走感のある、熱い曲にして！


    「じゃあ『恋のニャンフライト』で」


    「できたらラブとかニャンは避けてくれないか」


    「そう言われても私、他の曲は振り付けを知らないし……」


    「踊らなくていいんだ」


    「一いち郎ろうがコーラスを入れられるのも、この二曲くらいでしょ？」


    「俺のコーラスなんていらないから！」


    　主人公のキャラソンに、友人キャラのコーラスが入るなんて前ぜん代だい未み聞もんだ。「あいつ、どこまでしゃしゃり出てくる気だよ」「後ろでニャンニャンうるせえんだよ」……そんなお叱しかりの声が聞こえてくるようだ。


    「ねえ、『恋のニャンフライト』でいいでしょ？　入れちゃうからね？」


    　主人公の要望に折れて、仕方なく頷うなずく。あくまで今日は、歌唱力をチェックするのが目的なのだ。曲にまでこだわる必要はないだろう。


    「それじゃあ唄いまーす！　合いの手よろしくね！」


    　もうイントロからしてポップでキュートな曲が、室内に響き出したとき。


    「おっ、龍牙たんが唄うの!?　ひゃっほぉぉぉーう！」


    　俺の中からトウテツが飛び出てきた。即座にタンバリンを引っ掴つかみ、「はい！　はい！」と合いの手を入れ始める。


    「あ、トウテツ。この曲知ってる？」


    「知ってるよ！　コーラスもバッチリだよ！」


    「オッケー！　みんなあー！　今日は来てくれて、どうもありがとおー！」


    「うぉぉぉぉ！　龍牙たぁぁぁーん！」


    「行くよー！　『恋のニャンフライト』！」


    　龍牙がボーイング娘になりきって、キャピキャピと踊り出す。


    　トウテツがソファーの上に立ち上がって、タンバリンを打ち鳴らす。


    「貴方あなたのことを思うたび♪　恋の探知機鳴っちゃうの♪」


    「ニャンニャンニャン！　ニャンニャンニャン！」


    「学生ビザじゃありません♪　恋愛ビザです機長さん♪」


    「ニャンニャンニャン！　ニャンニャンニャン！」


    　分かってはいたが、主人公のキャラソンとして言ごん語ご道どう断だんだった。


    　しかもコーラスは、敵であるはずの【魔神】である。友人キャラよりタチが悪い。


    「はいトウテツ！」


    「ニャニャニャンニャン！」


    「はい一いち郎ろう！」


    「へっ？　ニャ、ニャニャニャンニャン！」


    　いきなり振られたので、慌あわててコーラスを入れる。ああ、結局友人キャラまでも参加してしまった。


    　……その後。龍りゆう牙がは『ラブラブ乱気流』を唄い、アンコールに応えてまたもや『恋のニャンフライト』を唄い上げた。フィーチャリング・小こ林ばやし一郎＆【魔神】トウテツで。


    「ああ、気持ちよかったっ。じゃあ次、一郎が唄って」


    　マイクを手渡され、とりあえず一曲入れる。


    　龍牙にそこそこ歌唱力があるのは分かった。せっかく来たんだから、俺も唄っておこう。


    「聴いてくれ。『戦え！　スペクタクルマン』だ」


    　龍牙が困ったように小首を傾かしげる。まあ特撮番組の主題歌だし、知らなくて当然か。


    「テッちゃん！　お前なら知ってるだろ！　コーラス頼む！」


    「分かりやした！」


    「遠い星からやってきた♪　地球の平和を守るため♪」


    「ニャニャニャンニャン！」


    「そんな合いの手じゃねえよ！」
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    33　　歌唱力テスト２


    



    　いつかキャラクターソングができたときのため、最近の俺はメインキャラたちの歌唱力を確認している。


    　先日は、主人公である龍りゆう牙がとカラオケに行った。唄った楽曲はともかく、彼女は合格。機械判定も八十九点だったし、あれなら心配はいらないだろう。


    　で、今日は蒼あおヶが崎さきさん……のつもりだったのだが。


    　ちょっとした想定外の事態に見舞われてしまった。家を出て待ち合わせ場所へ向かった俺は、後ろを忌キ綺キがトコトコついてきていたことに気付かなかったのだ。


    「キキもお歌を唄うでしゅ。自信ありでしゅ」


    　仕方がないので、二人まとめて歌唱力チェックをすることになった。


    　敵キャラだって、人気が出ればキャラソンが作られる可能性はある。三さん姫きとはカラオケに行ったことがあるので、大体の実力は把握しているのだが……みんなそこそこ上う手まかった。


    　適当に理由をつけて説き伏せると、蒼ヶ崎さんはすんなり了承してくれた。何だか妹をデートにつれてきたような申し訳なさがある。


    「では僭せん越えつながら、私から唄わせてもらおう。ブラッドサバスの『デビル・フィンガー・フロム・ヘル』だ」


    「待って下さい蒼ヶ崎さん」


    　リモコンを弄いじる蒼ヶ崎さんの手を、俺はすぐさま止めにかかる。


    　そうだった。この人、和風キャラに似合わず洋楽が好きなんだった。しかも選曲は、あろうことかハードメタルだった。


    「どうした小こ林ばやし。『エブリシング・イズ・デビル』の方がよかったか？」


    「とりあえずデビルとかヘルはやめましょう。仮にも人類を守る立場なんですから」


    「ただの歌じゃないか。そんなことを言い出したら、別べつ府ぷ温泉の地獄巡りもできないぞ」


    「それはそうですけど」


    「何より小林がコーラスを入れられるのは、この二曲くらいだろう」


    　またコーラスやらされるのか！　フィーチャリング・小林一いち郎ろうなのか！


    　……結局は蒼ヶ崎さんに押しきられ、『デビル・フィンガー・フロム・ヘル』のコーラスをすることになる。


    　とはいえ、蒼ヶ崎さんはかなり上手かった。音域も広く、表現力もあり、英語の発音もバッチリだった。


    　いっそボーイング娘の方がマシだった……と思いつつ、俺は「デス！　デス！　デス！」と合いの手を入れ続けた。途中からは忌綺も参加して「でしゅ！　でしゅ！　でしゅ！」と叫んでいた。フィーチャリング・敵幹部。


    「ふう、気持ちよかった。次は誰が唄うんだ？」


    「キキが唄うでしゅ！」


    　元気よく挙手して、マイクを手に取るエゾオオカミ使徒。


    　間もなく流れ出したイントロは、やはりというべきか──つい先日、龍りゆう牙がとのカラオケで俺が唄った曲と同じだった。


    「『戦え！　スペクタクルマン』でしゅ！　キキはスペクタクルマンが大嫌いだけど、この曲は好きでしゅ！　燃えるでしゅ！」


    　蒼あおヶが崎さきさんが困ったように小首を傾かしげる。まあ、知らなくて当然だ。


    　室内に轟とどろく、無駄に壮大なオーケストラ。その勇ましいメロディーに合わせ、忌キ綺キが踵かかとを上下させてリズムを取っている。


    　蒼ヶ崎さんはというと、とりあえず手拍子を打ってあげていた。律りち儀ぎな人だ。


    「一いち郎ろう男爵！　合いの手をお願いするでしゅ！」


    「わ、分かったよ」


    「遠い星からやってきた♪　地球の平和を守るため♪」


    　画面の歌詞を見ることもなく、高らかに唄う忌綺。うん、やっぱり歌唱力は高い。


    「今こそ勇気の変身だあ♪　はい一郎男爵！　出番でしゅ！」


    「変身だ！　変身だ！」


    　拳こぶしを突き上げて叫ぶ俺に、蒼ヶ崎さんが引いていた。気持ちは分かりますけど、貴女あなたの曲も大概でしたよ？


    「はい！　蒼ヶ崎も続くでしゅ！」


    「えっ？　あ、えっと……へ、変身だ、変身だ」


    「照れを捨てるでしゅ！　勇気を出すでしゅ！　それでは平和は守れないでしゅ！」


    「へ、変身だ！　変身だ！」


    　ヤケクソになって喚わめいた蒼ヶ崎さんに、「そう、それでしゅ！」と親指を立てる忌綺。


    　ふと思ったんだが、この二人……唄う曲が逆なんじゃないだろうか。


    　メインキャラの蒼ヶ崎さんが「ヘル」だの「デビル」だのと言って、敵キャラの忌綺が「平和」だの「勇気」だのと言っている。とんだカオスだ。


    「あああ～、僕らのスペクタクルマ～ン♪　……ご静聴ありがとうでしゅ」


    　数分後。唄い終えた忌綺が、ペコリとオカッパ頭を下げてきた。


    　結局この歌も、フィーチャリング・小こ林ばやし一郎＆蒼ヶ崎怜れいになってしまった。


    　……機械判定は、蒼ヶ崎さんが九十二点。忌綺が八十三点。八十点以上あれば合格だと考えていいだろう。


    　ちなみに俺が唄ったところ、六十一点だった。


    　この機械、壊れてるんじゃないのか。
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    34　　歌唱力テスト３


    



    　いつかキャラクターソングができたときのため、最近の俺はメインキャラたちの歌唱力を確認している。


    　今日は雪ゆき宮みやさんの歌声を聴かせてもらおうとカラオケに誘ったのだが……想定外の事態が起こってしまった。しかも二つも。


    　一つは、先日の忌キ綺キに続いて、今回は魅ミ怨オンがついてきてしまったこと。


    　雪宮さんと落ち合いカラオケ店へと向かう途中、シラサギ使徒と出くわしたのだ。そして雪宮さんが、彼女を誘ってしまったのだ。いい機会だから交流を深めようと考えたのだろう。


    「使徒の歌声を聴くなんて、なかなか貴重な体験ですもんね」


    「言っとくけど私たち『奈な落らくの三さん姫き』は、異界でコンサートを開いたことがあるのよ。その実力を見せてあげるわっ」


    　自信たっぷりに言い放ち、先陣を切ってマイクを手にする魅怨。


    　間もなく流れ出したイントロは──嘆かわしくもボーイング娘の『恋のニャンフライト』だった。お前もかよ。


    「一いち郎ろうくん！　コーラスお願い！」


    　スカートをフリフリさせて踊りながら、果たして魅怨がそんな要求をしてくる。薄々そんな懸け念ねんはしていたが、やっぱりフィーチャリング・小こ林ばやし一いち郎ろうなのか。


    　今のところ、全員のキャラソンに皆勤賞だ。ただの友人キャラなのに。


    「貴方あなたのことを思うたび♪　恋の探知機鳴っちゃうの♪」


    「ニャンニャンニャン！　ニャンニャンニャン！」


    　そつなく合いの手を入れる俺に、魅ミ怨オンがオッケーと言わんばかりに指で輪っかを作ってみせる。冷静に考えたら、何なんだこの歌。


    「はい一郎くん！」


    「ニャニャニャンニャン！」


    「はい雪ゆき宮みや！」


    「えっ？　ニャ、ニャニャニャンニャン……」


    　恥ずかしがりつつも、両手を招き猫のようにクイクイさせる『祝命の巫み女こ』。


    　正統派の美少女である彼女がすると、まさしくアイドルに匹ひつ敵てきする愛らしさだ。本家のボーイング娘を超えているかもしれない。


    　……魅怨が唄い終わると、機械判定は八十九点であった。曲も点数も、主人公と同じだ。


    「うん、まあまあってトコかしら。じゃあ次、雪宮が唄いなさい」


    「は、はい。では私もボーイング娘の、『ラブラブ乱気流』を」


    　──そう。二つ目の想定外が起こったのは、その時だ。


    　雪宮さんの歌唱力は、何というか、非常に残念なものだった。


    　まず声がボソボソと小さく、メロディーの起伏がほとんどなかった。テンポも少しズレている。幽霊が聴いたら成仏しそうな、お経のごとき歌声であった。


    （まさか雪宮さんが、料理だけでなく歌もダメだったとは……！）


    　結局、機械判定は三十二点。勉強ならば彼女が絶対に取らないだろう点数だ。


    「はあ、やっぱりダメですね。音楽理論や演奏なら得意なのですが、歌だけは苦手で……」


    　その自覚、どうか料理にも持って欲しい。


    　と、そこで魅怨がソファーを立ち、ツカツカと雪宮さんに詰め寄った。


    「雪宮。あんたはお腹から声が出てないわ。だから音域が狭くなるのよ」


    「は、はあ」


    「テンポのズレは、体でリズムを取ってキープしなさい。楽譜で考えちゃ駄目。曲を丸ごと耳で覚えるの。……一郎くん、もう一回『ラブラブ乱気流』を入れて」


    　雪宮さんにマイクを持たせたまま、自分もマイクを手にする魅怨。


    「このままじゃ帰れないわ。せめて六十点は取らせないと……雪宮、一緒に唄うわよ。私の歌声をよく聴いて、なるべく合わせてみなさい」


    　シラサギ使徒の面倒見のよさが、こんなところで発揮されてしまった。


    　そこから魅怨先生による、歌唱レッスンが始まる。


    「もっと声を張る！　ラララ乱気流～♪」


    「ラララ乱気流～♪」


    「もう半音、頑張って上げてみて！　ラララ乱気流～♪」


    「ラララ乱気流～♪」


    「そうよ！　出るじゃない！」


    　……一時間後。特訓の甲か斐いあって、雪ゆき宮みやさんの歌唱力は劇的に向上した。


    　驚くことに、とうとう機械判定で六十四点を叩き出したのだ。


    「や、やりました！　大快挙です！」


    「ふう、よかった……これからは鼻唄一つも音階を意識しなさい。ズレたと思ったら、そこを何度も繰り返して修正するの」


    「はい！　必ず『ラブラブ乱気流』を十八番にしてみせます！　また一緒に唄って下さい！」


    　雪宮さんが、晴れ晴れとした顔になっている。敵キャラとのデュエットで。


    　魅ミ怨オンのレッスンを間近で聞いていた俺は、早速ながら自分も実践してみることにした。俺だって、ただ「乱気流っ、乱気流っ」と合いの手を入れ続けていたわけじゃないのだ。


    （よし、目指せ八十点！）


    　唄い終えたところ──機械判定は五十五点だった。


    　この機械、やっぱり壊れてるんじゃないのか。
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    35　　歌唱力テスト４


    



    　いつかキャラクターソングができたときのため、最近の俺はメインキャラたちの歌唱力を確認している。


    　蒼あおヶが崎さきさん＆忌キ綺キ、雪ゆき宮みやさん＆魅ミ怨オンと続いたので、もう半なかば予想していたのだが……やっぱりエルミーラさんとのカラオケには、呪ジユ理リがついてきてしまった。


    「聞けば一いち郎ろう様は最近、女の子二人をチョイスしてカラオケに行かれているとか。ならばそろそろ私の出番ではないでしょうか」


    　そんなワケで、俺はエルミーラさんと呪理を伴ってカラオケ店にやってきた。


    　いつも同じ店員さんなので、少々気まずい。「この人、何でこんなにモテるんだろ？　標準以下のビジュアルなのに」……そんな心の声が聞こえてくるようだった。


    「ではワタクシから唄わせて頂きますわ。ボーイング娘の『関空ジェネレーション』を」


    　慣れた手つきでマイクをクルクル回すエルミーラさん。大人気だなボーイング娘。


    「小こ林ばやし一郎、分かっていますわねっ？」


    「ああ、コーラスだろ」


    　もはや諦あきらめの境地で、俺はすでにスタンバイしていた。どうせフィーチャリングされるだろうことは分かっていた。


    　紅ぐ蓮れんのウェーブヘアーを揺らせて踊る『常とこ闇やみの血族』を、微ほほ笑えみつつ眺めている呪理。養護教諭が生徒と遊んでいいんだろうか。


    　エルミーラさんが唄い終えたところ、機械判定は九十点。振り付けも完かん璧ぺきな上にこの点数は凄すごい。意外と芸達者なヴァンパイアである。


    「ふう、爽快ですわ。次は誰が──」


    「おうお前ら。楽しそうなことやってるじゃねえか」


    　その時。俺の中から、そんな野太い声がした。


    　直後にトラ髭ひげのオッサンが顕けん現げんし、ソファーにふんぞり返る。【魔神】コントンだった。


    　現在の俺は、トウテツ以外に【魔神】をもう一体憑つけている。コントンはもともと龍りゆう牙がの妹・杏きよう花かちゃんに宿っていたのだが……色々あって一時的に預かることになったのだ。


    「あらコントン様。お目覚めでございましたか」


    　呪理が姿勢を正し、コントンに一礼する。


    「おう。ここがカラオケボックスってヤツか。来るのは初めてだぜ」


    「よろしければ、コントン様もお唄いになられますか？」


    「いや、俺様は聴く方の専門だ。おう呪理、次はお前が唄えや。知ってるぜ？　三さん姫きは異界じゃファンクラブまであるんだろ？　コンサートしたこともあるんだろ？」


    「御意にございます。ご命令とあらば、恥ずかしながら」


    　ソファーに座ったまま、リモコン操作で曲を入れるキングコブラ使徒。


    　間もなく流れ出したイントロは、有名な演歌だった。俺が生まれる何十年も前の。


    「おっ、『難波なにわ蝉せみしぐれ』か。渋いじゃねえか」


    「フフフ。やはりご存知でしたかコントン様。さあ、聴く専門などと言わず、一緒に唄って下さいませ」


    　マイクを手渡され、喉のどの調子を整える【オッサン魔神】。途端に部屋が場末のスナックみたいになってしまった。


    「自分のためなら女房も泣かすぅ♪　文句あるのか蝉しぐれぇ♪」


    「惚ほれた男の夢があるぅ♪　ついていきます辛つらくともぉ♪」


    　フィーチャリングされなかったのは幸いだが、果たしてこんなキャラソンを買う人がいるんだろうか……そう思っている間に、歌はセリフパートに突入する。


    「酒じゃい酒じゃい！　バーボン持ってこい！」


    「あんた、いい加減にしなはれ！　ちゃんと働きなはれ！」


    　ふと、エルミーラさんと目が合った。彼女の瞳ひとみが「ワタクシ、帰っちゃいけません？」と言っていた。


    「あああ～難波ぁ～♪」


    「蝉しぐれぇ～♪」


    　やがて二人が唄い終えると、機械判定は九十五点だった。皮肉にも、これまでで一番の高得点が出てしまった。


    「がははは！　気持ちいいもんだな、唄うってのは！」


    　機嫌よく笑ったコントンに、スナックのママのごとく微ほほ笑えみ返す呪ジユ理リ。


    「さすが、お上じよう手ずですわコントン様。ところでここのカラオケ代、ウーロン茶も合わせて五千円ポッキリとなっております。【魔神】様の太っ腹なところ、是非お見せして頂きたく」


    「な、何だとお？　一曲唄っただけだぞ？」


    　そこですかさず、エルミーラさんが【魔神】にグラスを持たせる。次いでウーロン茶のピッチャーを手に取り、お酌しやくをしてやる。どうやら呪理の意図を察したようだ。


    「【魔神】の歌、ワタクシも痺しびれましたわ。もしかしてコントンは、四凶一の美声を持っているんじゃなくて？」


    「がははは！　そうか？　おう、ちょうど手元に五千円あらあ！　全財産だけどな！」


    「素敵ですっ。コントン様は日本一の【魔神】様ですっ」


    「トウテツではこうはいきませんわっ」


    　左右をママとチーママに挟まれ、またコントンが「がはは」と笑う。


    　……ちなみにここの料金は、そんなに高くない。とんだボッタクリのスナックだ。


    　良い子のみんな。大人になったら気をつけるんだぞ。俺も気をつける。
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    36　　ラブレター


    



    「ねえ小こ林ばやしくん。ちょっと相談があるんだけど……」


    　その日。二時限目の休み時間となったときのこと。


    　俺はクラスメートの川かわ上かみさんに声をかけられ、廊下へと連れ出された。


    　彼女は水泳部に所属する、ショートカットの可か愛わいらしい少女だ。俺とは同じ中学であり、快活な性格なので友達も多い。ウチの二年Ｂ組においても中心グループに属している。


    　そんな川上さんが、やけにモジモジしていた。頬ほおを赤くして、こちらと目を合わせようとせず、落ち着かない様子で深呼吸を繰り返していた。


    （これはもしや……）


    　告白ではなかろうか。川上さんは、俺に想いを寄せているのでは？


    　まさか校内で「変態」の称号をほしいままにしている小林一いち郎ろうに、恋心を抱く女子がいたとは……一体いつからだ？　もしや中学時代からずっとか？


    （川上さんの気持ちは嬉うれしいけど……お付き合いするわけにはいかねえ）


    　そう。俺は「火ひ乃の森もり龍りゆう牙がのバトルストーリー」における、主人公の友人キャラなのだ。決してモテてはいけない宿命を背負っているのだ。アイドル並みに恋愛はご法はつ度となのだ。


    「小林くん、あのさ……これを」


    　周りの生徒にバレないよう、川かわ上かみさんがコッソリと手渡してきたのは──紛まがうことなきラブレターであった。ピンク色の可か愛わいらしい封筒が、ハート形のシールで封ふう緘かんされてある。


    「川上さん、君の気持ちはとても嬉うれしい。でも俺には友人キャラとしての宿命が──」


    「これを火ひ乃の森もりくんに渡して欲しいんだけど……小こ林ばやしくん、仲いいでしょ？」


    　龍りゆう牙が宛てだった。俺じゃなかった。


    　おのれ川上。俺の宿命を弄もてあそびやがって！　スッゲえ恥ずかしいじゃないか！


    「前からずっと気になってたんだよね……火乃森くんって、何ていうか、ヅカ系だから」


    　ヅカ系とは、つまりタカラヅカ系ということだ。


    　宝塚歌劇は、全ての配役を女性が演じている劇団。中でも男役は大層カッコよく、熱烈なファンが多いという。確かに龍牙は、ある意味ヅカ系と言える。表向きは男だけど。


    「ねえ小林くん。火乃森くんって、彼女とかいないよね？」


    　セミ彼氏ならここにいます。


    　今さら言うまでもないが、火乃森龍牙は女の子である。彼女はいつか女の子に戻れたときのため、俺を相手に「恋愛修行」をしている。すなわち俺と龍牙は、擬似恋人の関係なのだ。


    　もちろん、それを川上さんに伝えるわけにはいかない。メインキャラたちにも知らない者がいるのに、部外者の川上さんにその秘密を教えられない。


    「川上さん。確かにリューガに彼女はいない。でも、その、何だ……」


    　歯切れの悪い俺に、川上さんがはたと目を剥むく。


    「もしかして、他にも狙ねらってる女子がいるのっ？　エルミーラさんとかっ？」


    「えっと」


    「それともＣ組の雪ゆき宮みやさんっ？　よく一緒にいるの見かけるし！　その二人が相手じゃ勝ち目ないじゃん！」


    「いや、あの」


    「じゃあＥ組の黒くろ亀がめさんっ？　火乃森くんの幼おさな馴な染じみだって聞いてるし！　まさか許嫁いいなずけだったりするのっ？」


    　川上さんに猛然と詰め寄られ、いつしか俺は階段の近くまで後退していた。浮気を問い詰められる男とは、こういう気持ちなのかもしれない。


    「──やあ小林。こんなところで何を揉もめているんだ」


    　その時、階段を上がってきた長身ポニーテールの上級生が、こちらに声をかけてきた。


    　剣道部でもないのに常に木刀を携たずさえた、キリリと凛り々りしい女剣士──蒼あおヶが崎さき怜れいだった。


    「あ、あ、蒼ヶ崎先輩！」


    　近付いてきた彼女を見るなり、息を呑のんで硬直する川上さん。心なしか目がハートになっているような気がした。そういえば、蒼ヶ崎さんこそ正真正銘のヅカ系だ。


    「君は……水泳部の川上さん、だったか」


    「は、はい！　知って頂けていたなんて光栄です！」


    「知っているさ。我が校の水泳部の、次期主将候補だからね。私も陰ながら応援している。どうか頑張って欲しい」


    「ひゃ、ひゃい！　頑張りまひゅう！」


    　直立不動で声を裏返した川かわ上かみさんに微ほほ笑えみ、そのまま踵きびすを返す『斬ざん舞ぶの剣士』。


    　しばしその背中を恍こう惚こつとして見送る川上さん。が、ハッと我に返ったかと思うと、いきなり俺の手からラブレターを引ったくってきた。


    「返して小こ林ばやしくん！　やっぱりこれ、ナシ！」


    「へっ？」


    「蒼あおヶが崎さき先輩！　待って下さい！　読んでもらいたいものがあるんですぅ！」


    　意外とお尻しりの軽い川上さんだった。


    　……その後。三時限目から放課後まで、何な故ぜか龍りゆう牙がが不機嫌だった。


    　帰り道で思いきって尋ねてみると、彼女は膨ふくれっ面つらのまま俺をジロリと睨にらんできた。


    「一いち郎ろう。川上さんと何を話してたの？」


    「え……」


    「知らなかったよ。川上さんと仲がいいんだね。ふ～ん。そう。可か愛わいいもんね川上さん」


    　いや、俺は宿命を弄もてあそばれただけなんだけど……お前のせいで。
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    37　　宮みや本もと女史


    



    　小こ林ばやし一いち郎ろうは、主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの友人キャラである。


    　主に日常パートにおいて、面白おかしく龍牙をフォローする……それが俺の使命であり責務だ。とはいえ、何もメインキャラとしか交遊がないわけじゃない。


    　友人キャラたる者、常にアンテナを張って情報を収集し、「そういえば小耳に挟んだんだけどさ」と龍牙にトピックを伝える必要がある。そのためにも人脈は不可欠なのだ。


    　……そんなわけで、とある日の休み時間。


    　俺はフラリと二年Ｅ組に行ってみた。久し振りに友人の久く保ぼと話そうと思ったのだ。


    　久保は一年の時に同じクラスだった、イガグリ頭の野球部員。二年で四番を任されているというから大したものだ。俺が投げる百六十キロのストレートで特訓した賜たま物ものだろう。


    「あら小林くん。どうしたの？」


    　扉とびらからＥ組の教室を覗のぞいてみたところ、一人の女子生徒に声をかけられた。


    　いかにも優等生っぽい、アンダーリムの眼鏡めがねをかけた美少女……宮本千ち鶴づるさんだった。


    　彼女は生徒会副会長であり、次期会長となることが確実視されている文武両道の才さい媛えん。その剣の腕前は全国クラスで、今は一時的ながら蒼あおヶが崎さき道場の門下生となっている。


    「やあ宮本さん。ちょっと久保に会いにきたんだけど」


    「久保くんなら、さっき出ていったわ。……私に会いにきてくれたんじゃなかったのね」


    　ちょっと拗すねたように、唇くちびるを尖とがらせる宮本さん。


    　非常に遺い憾かんながら、かつて試合で剣を交えて以来、俺は彼女に意識されているのだ。


    「小林くん。貴方あなた、稽けい古こに全然顔を出さないわね。私が蒼ヶ崎道場に短期入門したのは、貴方が理由でもあるのよ？　是非また手合わせを──」


    　宮本さんが言い終わる前に。いきなり四人の女子生徒が、俺たちの元へ押し寄せてきた。


    「宮本さん！　離れて！　彼が誰だか分かってるのっ？」


    「パインツ小林よ！　オッパイとパンツの、果てなき探求者よ！」


    「宮本さんが絡むべき存在じゃない！　早く胸を隠して！　サイズを測られるわ！」


    「奴やつの手に気をつけて！　手鏡でスカートの中を覗こうとしているかも！」


    　口々に失礼なことを言いながら、フォーメーションを編成して宮本さんをガードする女子生徒たち。誰がパインツ小林だ。


    「おいお前ら。俺だって二十四時間ずっとエロいこと考えてるワケじゃねえんだよ。花を見れば優しい気持ちにもなるんだよ」


    「嘘うそよ！　騙だまされないわ！　花を見ればパンツの柄のことを考えてるはずよ！」


    「だって貴方はパインツ小林！　オッパイとパンツの探求者なのだから！」


    　最後に四人がセリフを揃そろえる。あとで聞いたのだが、彼女らはみんな演劇部らしい。


    「待って。みんなは小こ林ばやしくんを誤解しているわ」


    　そこで宮みや本もとさんが、四人をなだめつつ前に進み出て、再び俺の正面に立った。


    「確かに私も、以前は彼のことをパインツ小林と呼んでいた」


    　呼んでたんかい。


    「でも、試合をしてみて分かったの。それは小林くんの、ほんの一面に過ぎないのだと。むしろその変態性は、小林一いち郎ろうの本質を隠すためのベールではないのか、と」


    　何やら分析されている。いや、別にパインツ小林でいいんだけど……。


    「だからみんなも偏見を捨てて。私は彼を、次期生徒会長に推薦しようとさえ思っ──」


    　恐ろしいことを言おうとした宮本さんだが、しかしそのセリフはまたしても遮さえぎられた。


    　元気よく教室に駆け込んできた小柄な女子生徒が、入り口のすぐ近くに立っていた俺の背中にドン！　とぶつかってきたのだ。


    　後ろから押される形となり、俺は勢いよくつんのめる。前方にいた宮本さんを巻き込み、もつれるように一緒に倒れてしまう。


    　その結果、俺は──宮本さんに馬乗りになり、その胸をムンズと掴つかんでいた。


    　しかも彼女のスカートが捲めくり上がったため、チラリと白い生地まで見てしまった。


    　直後、宮本さんに「ば、馬鹿あ！」と平手打ちされる。違うんだ！　不可抗力なんだ！


    「そういうコトは誰もいないときにして！　私の学校での立場も考えて！」


    　怒るポイントが違う！


    　慌あわてて宮本さんから飛びのいた俺に、演劇部たちの非難が浴びせられる。


    「今、胸を揉もんだわ！　同時に素早くパンツも見たわ！」


    「パインツ小林、合わせ技一本！　そして、それをサポートしたのは……」


    　四人の視線に倣ならって振り返ると、そこには黒くろ亀がめさんがいた。おでこを片手でさすりながら、彼女もまた俺に非難をよこしてくる。


    「痛たた……もうイッくんっ。入り口の前なんかに立ってちゃ危ないじゃん！　ぶつかったらどうすんのっ？　ぶつかったけど！」


    「それは悪かったけど……あの勢いで駆け込んできたら、どのみち危ないだろうが」


    「私の反射神経なら平気だよ！　ヒラリとかわせるよ！　かわせなかったけど！」


    　すっかり失念していた。こいつもＥ組だったっけ。お前はつくづく俺の天敵だよ……。


    「ところでチーちゃん。どうしてパンツ見せてるの？」


    　黒亀さんに指摘され、宮本さんがアワアワとスカートを直したとき。


    「……あれ、コバじゃん。何だよ、ウチに来てたのか。お前の顔を見ようと思ってＢ組に行ったのに」


    　当初の目的だった、イガグリ頭の久く保ぼが帰ってきた。


    　惜しかったな久保。もう三秒早く戻ってたら、宮本さんの花柄パンツが見られたのに。
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    38　　トウテツ日本史


    



    「なあテッちゃん。確かお前って、織お田だ信のぶ長ながと知り合いだって言ってたよな」


    　その日。自室で宿題をやっていた俺は、ベッドで漫画を読んでいる【魔神】トウテツにそんな声を投げかけた。


    　こいつは何百年も前から、器を変えつつ人間界に潜んできた。ある意味では歴史の生き証人と言える。


    　ひょっとして、色々と有名人を知っていたりするんじゃ……そう思ったのだ。


    「信のぶちゃんがどうかしやしたか？」


    「やっぱり凄すごい人だったか？　というかお前って、信長を器にしてたのか？」


    「いえ。当時の俺が器にしてたのは、小こ林ばやし伍ご作さくって足軽っス。旦那の先祖でさぁ」


    　俺の先祖・小林伍作……悲しいかな、歴史には全く名を残していない。


    「伍作はかなり昔から信ちゃんとつるんでやした。今いま川がわとバトったときは、千の部隊をたった一人で蹴け散らしてやした。まぁ、俺が力を貸してやったんスけど」


    　伍作、意外と凄かった。桶おけ狭はざ間まで無む双そうしてた。


    「そんな大手柄を立てたのに、何でウチの先祖は無名なんだ？」


    「伍作って、信ちゃんを持ち上げることに命を懸かけてやしたから。『俺みたいな地味なのが目立っちゃいけねえ』『主人公は信のぶちゃんだから』って」


    　間違いなく伍ご作さくは、俺の先祖だ。よく戦国時代に友人キャラをやろうと思ったな……。


    「信ちゃんが何度も大名に取り立てようとしてたのに、ずっと断り続けてやした。手柄は全部、藤とうちゃんにあげてくれって」


    「それ、木きの下した藤とう吉きち郎ろうのこと？」


    「はい」


    　木下藤吉郎とは、すなわち豊とよ臣とみ秀ひで吉よしだ。まさか彼の出世に、ウチの先祖が絡んでいたとは思いもしなかった。


    「まぁ結局、信ちゃんは本能寺で死んじまいやしたけど。あの時の伍作、かなりヘコんでたなぁ……『俺のプロット、台無しじゃねえか！』って」


    　その時代にプロットという言葉があったのだろうか。


    「織お田だ信のぶ長ながの他に、テッちゃんが知ってる歴史上の人物っているのか？」


    「う～ん……馬ば謖しよくとか？」


    　馬謖。いきなり三さん國ごく志しに飛んでしまった。


    　大軍師・諸しよ葛かつ亮りように可か愛わいがられた武将で、確か指揮を振るった戦いに大敗し、仕方なく処刑された人物だったか。「泣いて馬謖を斬きる」という故事は、そこからきている。


    「俺たち【魔神】は、最初は大陸にいやしたから。そのあとすぐに日本へ来やしたけど」


    「馬謖さんのことは詳しく知らないけど、まあ歴史に残ってる武将だからな。やっぱり凄すごい人だったか？」


    「山登りが好きでした。最さい期ごの言葉は『待って！　斬るのは馬ば鉄てつじゃ駄目？』でした」


    　そりゃ駄目だろう。ネットで調べたら、その頃にはもう馬鉄さん死んでるし。


    「他には誰を知ってるんだ？」


    「日本に来てからは、聖徳太子とか」


    「マジかっ？　やっぱ実在したのかっ？」


    「はい。いつも鼻クソほじってやした。それを大きさの順に、柱につけてやした」


    「…………」


    「あと、平たいらの清きよ盛もり。犬のフンを見ると、いつも五分ほど枝で突っついてやした。『源氏めっ。えいっ、えいっ』って」


    「…………」


    「それから徳とく川がわ吉よし宗むね。『ムネリンパ』というギャグを持ってたんスけど、いつも滑りまくってやした。滑りん坊将軍でした」


    「待て。もういい」


    　あまり偉人たちの恥部を暴くのは憚はばかられる。そっと闇に葬ほうむっておくべきだろう。


    「まぁ、その頃の俺は眠りについてたんで、面識があるわけじゃありやせん。その時々の宿主の中から、微睡まどろみつつ眺めてただけでさぁ」


    「なるほど……」


    「平安時代くらいから、ずっと小こ林ばやし家の人間を器にしてやす。旦那で何代目だったかな？」


    　俺の家系って、意外と歴史があるんだな。よく途絶えなかったものだ。


    「俺の家って、応おう仁にんの乱のときはどっち側についたんだ？　東軍か？　西軍か？」


    「北軍っス」


    「どこだよそれ！」


    「勝手に作ったみたいっス。五人しかいなかったんで、全く相手にされやせんでしたけど」


    「関せきヶが原はらの戦いでは、どっち側についたんだ？　東軍か？　西軍か？」


    「南南西軍っス」


    「だからどこなんだよ！　それは！」


    「勝手に作ったみたいっス。三人しかいなかったんで、全く相手にされやせんでしたけど」


    「さっきより二人減ってるし！　愛想尽かされてるし！」


    　小林家の恥部が、歴史に残らなくてよかった。


    『関ヶ原の戦いにおいて、南南西軍として参加しようとしたスットコドッコイがいました。その人物を答えなさい』


    　……そんな問題が日本史のテストで出たら、俺は顔が真っ赤になっていただろう。
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    39　　ヴォルケーノ


    



    「エルミーラさん。頼む、この通りだ」


    　その日。ヴァンパイア少女を公園に呼び出した俺は、深々と頭を下げてお願いした。


    「どうか君の『炎を操あやつる異能力』で、海底火山を噴火させてもらえないだろうか。そして小島を造ってもらえないだろうか」


    「小こ林ばやし一いち郎ろう。言ってる意味がよく分からないのですけど……どこかで頭でも打ちまして？」


    　困惑している『常とこ闇やみの血族』に、俺は切実な面おも持もちと口調で説明する。どうして島が必要なのか……その理由を。


    「エルミーラさんも知っての通り、『奈な落らくの使徒』とは決して一枚岩じゃない。いずれはこちら側に味方しようとする使徒が出てくるかもしれない。ウチの三さん姫きたちみたいに」


    「それはまあ、あり得なくはないですわね」


    「『人間と使徒の共存』を目指す俺たちとしては、そんな彼らが安住できる土地を用意してやるべきだと思うんだ。俺の家はもう、キャパが限界なんだ」


    　そこで島というわけだ。


    　まずは「使徒アイランド」を造り、少しずつ人間と交流してもらい、段階的に融和していくのがベストなのではと考えたのだ。


    　エルミーラさんの放つ炎は、それはもう強力だ。その力をもってすれば、海底火山を噴火させることくらいできるかも。


    　かつて小お笠がさ原わら諸島にて、噴火によってでき上がった新たな陸地・西にし之の島しま……あの島を思い出し、適当にそう閃ひらめいたのだ。


    「そんなワケでエルミーラさん。究極奥義・ヴォルケーノをぶっ放して頂きたい」


    「ワタクシ、そんな究極奥義は持ってませんわ」


    「それでも噴火しないなら、超究極奥義・ヴォルケノーテスをぶっ放して頂きたい」


    「人の話を聞いてます？」


    「……分かった。島の名前は『エル之島』にしよう。君の功績を讃えて」


    「それで食いつくと思ってますの!?」


    　ワガママな吸血鬼が、座っているベンチをダンッと叩いて憤慨する。


    「アナタね、トンチキな理由で呼びつけないで下さるっ？　ワタクシ寝てましたのよっ？」


    「そこを何とか！　海に島を、島を造ってくれ！」


    「海底火山を噴火させて島にするほどのエネルギーが、どれ程のものか知ってますのっ？　あと、島ができてもそれは国有地……私物化なんて不可能だと分かってますのっ？」


    　恥ずかしながら、分かっていなかった。たとえ丸々は無理でも、半分くらいは見つけた人が貰もらえるんだと思っていた。


    　大きく落胆していると。飲み物を買いにいっていた魅ミ怨オンが戻ってきた。


    「ほら一いち郎ろうくん。だから無理だって言ったでしょ？　ヴォルミーラが困ってるじゃない」


    「名前にヴォルケーノを混ぜないで下さる!?　繰り返しますけど、そんな究極奥義は持ってませんわ！」


    　再びベンチをダンッと叩いたエルミーラさんをよそに、俺たちにお茶のペットボトルを渡してくるシラサギ少女。次いで自分もベンチに座り、のんびりとお茶を飲み始める。


    「そもそも仮に島を手に入れたとしても、インフラ設備とかが大変よね。水道はもちろん、電気とかガスとか……住居の建築だってあるし」


    　縁側で世間話するように言った魅怨に、俺も緑茶を呷あおりつつ答える。


    「ガスについては問題ない。エルミーラさんのヴォルケーノで何とかなるはずだ」


    「その謎なぞの奥義を使える前提で、話を進めないで下さる!?」


    「でも炎の能力者ってコトを考えたら、君しかヴォルケーナーはいないんだ！」


    「そんなジョブは存在しませんわ！」


    　聞き分けのない吸血鬼に、顔を見合わせて嘆息する俺と魅怨。


    　やはり駄目なのか。人類と使徒が共存するなんて、所しよ詮せんは夢物語だったのか……いや、まだ諦あきらめるのは早い。何事もやってみなくちゃ分からない。


    「とにかくエルミーラさん。一度だけでもいいからヴォルケーノを唱えてくれないか」


    「ワタクシじゃなく、龍りゆう牙がに頼んではいかが？　彼も炎の異能力は使えるでしょう」


    　確かにその通りだ。我らが主人公・火ひ乃の森もり龍牙は、オールマイティーの能力者だから。


    　雪ゆき宮みやさんのように治ち癒ゆ能力も使えるし、蒼あおヶが崎さきさんのように真空波も放てる。あらゆる能力に精通しているからこそ、龍牙は最強なのだ。


    　が、俺はそれを即座に却きやつ下かした。


    「何を言うんだエルミーラさん！　こんな思いつきの暇ひま潰つぶしを主人公にさせる気か！」


    「ワタクシならオッケーである理由を言いなさい！」


    「そもそも君は知っているのか！　海底火山を噴火させて島にするほどのエネルギーが、どれ程のものかを！　島ができたとしても、それは国有地であることを！」


    「丸パクリしないで下さる!?　それはワタクシが言ったんでしょう！」


    　ヒートアップした俺たちを、慌あわてて魅怨がなだめようとする。


    「や、やめなさいよ一郎くん、ヴォルケーラ」


    「それはもう九割方ヴォルケーノですわ！　いい加減になさいアナタたち！」


    　エルミーラさんが頭上に鬼火をボッと発生させたのを見て、俺と魅怨はすぐさまベンチから逃亡した。直後、飛んできた火の玉が地面に激突し、一帯がズズズンッと震動する。


    　……小型のヴォルケーノだった。何だ、やっぱりできるんじゃないか。


    　何事もやってみなくちゃ分からないもんだ。
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    40　　不穏な空気


    



    　その日。小こ林ばやし家の食卓は、とてもピリピリしていた。


    　俺に宿っている【魔神】、トウテツとコントン──先ほどからその二体が、一いつ触しよく即そく発はつとなって睨にらみ合っていたからだ。


    「コントン。やっぱりお前とは白黒つけなきゃならねぇようだな」


    「上等じゃねえか。何なら今からタイマン張るか？　お？」


    　険悪な様子の【魔神】たちに、三さん姫きも緊張した面おも持もちをしている。


    　そりゃそうだろう。いかに魅ミ怨オンたちが最強ランクの使徒とはいえ、相手は王である。規格外の戦闘力を持った四凶同士のバトルを止められるわけがない。


    「大体お前は、新入りのクセに態度がでけぇんだ。先に旦那を器にしたのは俺だぞ？　言うなれば、俺は先輩だぞ？」


    「先も後もあるかよ。何で俺様がテメェみたいな【ボンクラ魔神】に遠慮しなきゃならねえんだ。調子こくなよテッちゃん」


    　とうとう全身から膨ぼう大だいな邪じや気きを発散させた二人。


    　このままでは、家が壊されるかもしれない……そう危き惧ぐした俺は、意を決して仲裁役を務めることにした。


    「おいお前ら、やめろって。飯が不味まずくなるだろ。一体何が原因で揉もめてるんだよ」


    　実は俺も、喧けん嘩かの理由を知らない。どうも俺の中にいるときに何かあったらしいのだが、俺は夕飯の直前までうたた寝していて、その会話を聞いていなかったのだ。


    「大したコトじゃありやせんよ。こいつが物の道理ってモンを分かってねぇから……」


    「それはテッちゃんの方だろうが。テメェの感性は一体どうなってんだ？」


    「ボーイング娘で一番可か愛わいいのは、アミちんに決まってんだろ！」


    「ふざけんな！　どう考えてもトモっぺだろうが！」


    　アイドルグループのことで揉めてたのか！　本当に大したコトじゃなかった！


    「アミちんの敬礼ポーズからのウィンクを見たことねぇのか！　あれこそがボーイング娘を体現してんだよ！」


    「トモっぺのふんわりトーク、聞いたことねえのか！　あの舌っ足らずな喋しやべり方、キュンキュンくるだろうが！」


    「お前がトモっぺを推してんのは、単にメンバー最年少だからだろうが！」


    「テメェこそ、アミちんがＦカップだから推してんだろうが！　動機が不純なんだよ！」


    　見ると、三さん姫きが脱力していた。「緊張して損した」と顔に書いてあった。


    　俺としては、少し地味なエリリンを推したいところなのだが……火に油を注ぎそうなので黙っておく。とにかく、ボーイング娘から話題を逸そらすのが得策だろう。


    「なあテッちゃんにコントン。お前たち、三姫の中なら誰を推す？　この三人だって、異界じゃアイドル的な人気があったんだろ？」


    　直後。今度は三姫がピリピリした空気となった。途端に箸はしを置き、姿勢を正し、それぞれ髪の毛を整え始める。


    「三姫っスか？　そうだなぁ……」


    「三姫だと、やっぱり……」


    　う～んと唸うなって思案するトウテツとコントン。


    　すると、魅ミ怨オンがにっこり笑って【魔神】たちに言った。


    「トウテツ様、コントン様。お味み噌そ汁しるのお代わりはいかがですか？　あ、お茶ちや碗わんも空のようですね。さあ、どうぞご遠慮なく」


    　続いて呪ジユ理リが急須を手に取り、やはりにっこり微ほほ笑えむ。


    「お茶が減っておりますね。この呪理がお注ぎ致します。ささ、ググっと一献」


    　負けじと忌キ綺キが布巾を掴つかみ、【魔神】たちの手元のテーブルを拭ふき出す。


    「お醤しよう油ゆが垂れてましゅよ。大丈夫でしゅ、キキが拭いてあげるでしゅ」


    　言うまでもなく、普段の彼女たちはこんな気を回さない。何と露骨なポイント稼ぎだ。


    「そうだ。あとで耳掃除をさせて頂きます。この魅怨、耳掻かきの扱いに自信がございます」


    「マッサージなどはいかがでございますか？　この呪理めに、どうぞお命じ下さいませ」


    「キキはお爪つめを磨いてあげるでしゅ。爪ヤスリでゴシゴシして、ツルツルにするでしゅ」


    　いつになく優しい配下たちに、顔を見合わせる四凶の二人。すでに喧けん嘩かしていたことを忘れているようだ。


    「してトウテツ様、コントン様。お二方は──誰を推すのでしょうか？」


    　三さん姫きから膨ぼう大だいな邪じや気きが立ち上っている。【魔神】を凌りよう駕がせんばかりの。


    　気のせいか、家がゴゴゴゴと震動していた。机上の食器がカタカタと鳴っていた。


    「どうか心してお選び下さい。できることなら、お二方のお小遣いを減らすようなことはしたくありません」


    「私も、王にアツアツのお茶をぶっかけるようなご無礼は、極力避けたく存じます」


    「キキも暴れて、大事なお家を破壊したくないでしゅ」


    　……その後。トウテツは呪ジユ理リを、コントンは忌キ綺キを、そして俺は魅ミ怨オンを推して、何とか三姫を納得させた。


    「いや、ホントは選べねぇんだ。お前らの魅力は、ボーイング娘なんて比較にならねぇ」


    「ああ。これだけの上玉が三人揃そろうなんざ、奇跡としか言いようがねえぜ」


    　そんなことを言いつつ、【魔神】たちが三姫の湯飲みにお茶を淹いれている。


    　余計な話を振った責任から、俺もまた率先して皿洗いをした。


    　王よりも、家主よりも──この家では姫が強いのだ。
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    41　　ニックネーム


    



    　龍りゆう牙がたちメインキャラは、各自その身に守護神を宿している。


    　雪ゆき宮みや汐しお莉りの【白びやつ虎こ】。蒼あおヶが崎さき怜れいの【青せい龍りゆう】。エルミーラ＝マッカートニーの【朱す雀ざく】。黒くろ亀がめ里り菜なの【玄げん武ぶ】。いわゆる四し神じんというやつだ。


    　そして我らが火ひ乃の森もり龍牙は、それら四神を束ねる【黄こう龍りゆう】を──今さら説明するまでもないかもしれないが。


    　ただ、俺はそこに一つの懸け念ねんを抱いている。守護神たちの呼称についてだ。


    　龍牙は【黄龍】に、『ロンたん』というニックネームをつけている。


    　黒亀さんなど、【玄武】を『ガメ夫くん』と呼んでいる。ちなみに【玄武】は尻しつ尾ぽが蛇へびになっており、そちらは『ニョロ助』らしい。


    （もしやウチのメインキャラたちは……ネーミングセンスが皆かい無むなのでは？）


    　もしそうだとしたら、由々しき事態である。大いなる守護神たちがあまりにコミカルな呼ばれ方だと、バトルなどに支障が出てしまう恐れがある。


    　残りの雪宮さん、蒼ヶ崎さん、エルミーラさんも、ひょっとして四神に愛称をつけているかも。それが嘆かわしい名前なら、ちゃんと指導しなければならないだろう。


    　そんなワケで俺は、昼休みの屋上にその三名を集めることにした。


    「みんなが守護神をどう呼んでるかって、私も興味あるな」


    　そう言うので、龍牙にも立ち会ってもらう。かくして人ひと気けのない屋上に、黒亀里菜を除いたメインキャラたちが一堂に会した。


    　黒亀さんは別にいなくても問題ない。もう守護神の愛称も、その残念なネーミングセンスも知っているから。基本的にお話に絡まない……アレはそういうキャラなのだ。


    「用事というのは外ほかでもない。まずは教えてくれ。みんなは自分の守護神に、ニックネームをつけてたりする？」


    　俺の問いに、一斉に頷うなずく雪宮さん、蒼ヶ崎さん、エルミーラさん。


    　そうだと思っていた。女子高生という生き物である以上、きっとそうだと思っていた。


    「雪宮さん。君は【白虎】を何て呼んでるんだ？」


    「改まって訊きかれると、少し恥ずかしいですね……私はあの子のことを『ビャトラン』と呼んでいます」


    　ああ、一発目から嘆かわしいのが来てしまった。


    　安直な上に、全く威厳が感じられない。もっとこう、『ホワイトファング』みたいな名前にならなかったものか。


    「へえ、『ビャトラン』か。いいネーミングだね汐莉」


    　渋じゆう面めんの俺とは対照的に、龍牙がその愛称を称賛する。嬉うれしそうにはにかむ雪宮さん。


    「蒼あおヶが崎さきさんは、【青せい龍りゆう】にどういう名前を？」


    「私はあの子に、『オキタ』と名付けている。かの新しん撰せん組ぐみ一番隊組長・沖おき田た総そう司じから拝借した名前だ」


    　比較的マシなのが来た。どっちかというと『ソウジ』の方がカッコいい気もするが、ここは良しとしよう。


    「どうだ、勇壮な名だろう。転じて『オッくん』だ」


    　どうして転じたんだ！　愛称に愛称を重ねちゃったよこの人！


    「うん、いいんじゃないかな『オッくん』」


    　龍りゆう牙ががまたしても誉ほめている。蒼ヶ崎さんが満足げに鼻息を鳴らした。


    「エルミーラさんは、【朱す雀ざく】をどんな名前で？」


    「ワタクシはあの子を、『エキャルラット・ヴェルミリオン・プルプル』と呼んでますわ。全てフランス語で赤を意味していますの」


    　長い。舌を噛かみそうだ。戦闘中に「行きなさい！　エキャルラット・ヴェルミリオン・プルプル！」と言ってる間に、攻撃を受けてしまいかねない。


    　その問題点を指摘すると、エルミーラさんは心配無用とばかりに肩をすくめた。


    「大丈夫ですわ。縮めて『プルプル』と呼んでいますから」


    　どこをチョイスしてるんだ！　一番カッコ悪い部分じゃねえか！


    「ふむ、『プルプル』か。いい感じだねエル」


    　龍牙はこれまた好感触のご様子。お前って結局、可か愛わいければ何でもいいんじゃ……。


    「なあみんな。守護神なんだから、もっと強そうな名前をつけられないかな」


    　ダメモトで食い下がってみたものの、やっぱり彼女たちは聞き入れてくれなかった。


    「強さより、可愛さの方が大事ではないでしょうか」


    「うむ。愛着が湧わけば、それだけ守護神との適合も高まるというものだ」


    「ただでさえ元の名前が堅苦しいですし」


    　そんな三人にウンウンと共感したのち、龍牙がポンと手を打った。


    「そうだ。せっかくだから、三さん姫きにもニックネームをつけてみる？」


    「いいですね火ひ乃の森もりくん。えっと……『ミンミン』『じゅっピー』『キーちゃん』でどうでしょうか」


    「私は『コンドー』『ヒジカタ』『ナガクラ』を推したい」


    「いっそのこと、『ミパン』『ジュゲン』『キエモン』でいいのではなくて？　ワルモノ三人組ですもの」


    「よし。じゃあ一つずつ採用して、『ミンミン』『ヒジカタ』『キエモン』と……」


    　おい魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キ。帰ったら悪い知らせがある。


    　今度メインキャラに会ったとき、お前たちエラい名前で呼ばれる。

  


  [image: ]


  
    42　　消えた怪獣


    



    「忌キ綺キ！　いい加減にしなさい！」


    「キキは確かにオモチャ箱にしまったでしゅ！　犯人は魅ミ怨オン以外に考えられないでしゅ！」


    　その日。帰宅した俺は、女使徒同士の修しゆ羅ら場ばに出くわした。


    　どうやら忌綺のオモチャ箱から、大切にしていた怪獣ソフビの一体が消えたそうだ。で、いつも掃除をしているシラサギ使徒が疑われたということらしい。


    「キキがお出かけする前は、確かにあったでしゅ！　絶対に魅怨が隠したんでしゅ！」


    「確かに掃除はしたわよ。でも、金色の怪獣なんて触ってないってば」


    「黄金怪獣コロゴロナは、視聴者プレゼントでしか当たらない限定品なんでしゅ！　もう二度と手に入らないんでしゅ！」


    「そんなに大事な怪獣なら、もっと大切に保管しなさい。いつもお片付けせず、ソフビを散らかしっ放しにしてるのは誰？」


    「また遊ぶのに片付ける必要ないでしゅ！　魅怨の顔なんて、もう見たくないでしゅ！」


    　俺が仲裁に入る暇ひまもなく、忌綺がバシッと魅怨の背中を叩き、そのまま茶の間を飛び出していく。「痛いわね！」と魅怨が怒鳴ったときには、すでに玄関でドアの開く音がした。


    「今日はまた、一段と激しい親子喧げん嘩かだな」


    「姉妹喧げん嘩かって言ってくれる？」


    　こちらをジロリと睨にらんだのち、フゥと溜ため息いきを漏らす次女。シワが増えないか心配だ。


    「まあ、喧嘩の内容は大体分かったよ。あの金ピカ怪獣が抽選で当たったとき、あいつ大喜びしてたもんなあ……どこに消えちまったんだろ？」


    「怪獣も心配だけど……最近帰りが遅いのよね。あの子」


    　そういえば忌キ綺キは、たまに俺よりも遅く帰ってくることがある。


    　ただ、それは公園で友達と遊んでいるからだと聞いている。ひょっとして黄金怪獣コロゴロナは、そこに置き忘れているということはないだろうか？


    「近頃の忌綺って、少しボーッとしてるかと思うと、さっきみたいにピリピリしてたりもするのよね。反抗期なのかしら……」


    　そう言って台所に向かう魅ミ怨オンの背中には──「おにババア」と書かれた紙がセロハンテープで貼られてあった。さっき三女が付けていったものだった。


    　……数分後。忌綺を捜して公園まで来ると、やっぱり彼女はそこにいた。


    　ママ友軍団に手を引かれていく園児たちが、忌綺に「また明日っ」と手を振っている。


    　それに手を振り返している忌綺の後ろ姿は、何だか少し寂しげに見えた。


    「おーい、忌綺」


    　俺の声に振り向いた忌綺は、やっぱりどこか元気がなかった。


    　テケテケと近寄ってきたオカッパ頭に、俺はポンと手を置く。


    「なあ忌綺。さっき繁華街のホビーショップに電話したらさ、ちょうど一体あるってよ。黄金怪獣コロゴロナが」


    　その情報を伝えてやると、たちまち忌綺が「ほ、本当でしゅかっ？」と食いついてきた。


    「ああ。中古だけど保存状態は良好らしい。今から行こうぜ！」


    「行くでしゅ！　早く早く！」


    　忌綺の小さい手を握り、夕焼けに染まった道を目的地へと向かう。彼女の嬉うれしげな怪獣講義を聞きながら。


    　……程なくホビーショップが見えてくると、忌綺の歩みが次第に速くなる。最後はちょっと駆け足気味で、急いで入店していった。


    　こうして新たな黄金怪獣コロゴロナを、無事に忌綺は手に入れた。……ところが。


    「あれ？　これ、キキのでしゅ」


    　そのソフビの足裏には、マジックで『キキ』と書かれてあった。忌綺は怪獣の左足裏に、決まって自分のサインを書くのだ。


    　これはどういうことだ？　と困惑していると、店長のオジサンが俺に言ってきた。


    「いやあ、やっぱり買い戻すことにしたのかい？　まあ、限定品だもんねえ。元の持ち主さんだし、足の裏に名前が書かれてるから、八百円に負けとくよ」


    「あ、あの、これを売りに来たのって……俺ですか？」


    「君じゃないか。お昼過ぎに来て、『この怪獣、いくらになりやす？』って」


    　そいつが誰かを、俺はすぐに悟った。忌キ綺キも悟ったらしい。


    　急ぎ自宅に戻り、俺とウリ二つの外見をした【魔神】トウテツを問い詰める。奴やつはしきりに目を泳がせ、しどろもどろにトボケてみせた。


    「そ、それ俺かなぁ。旦那の生き別れの双子じゃないっスか？　きっと小こ林ばやし二じ郎ろうくんじゃないかなぁ」


    　二階の窓から放り出してやろうかと思ったが、意外にも忌綺の反応は大人だった。


    「コロゴロナが戻ってきたなら、もういいでしゅ。誰にでも出来心はあるでしゅ。きっとトウテツ男爵も、心の中では反省してるでしゅ」


    　そう言って、【魔神】の背中を優しくポンと叩く忌綺。


    「反省してる反省してる！　漫画の新刊をいち早く読みたかった自分を！」


    　……その後。夕飯の席で、忌綺はすっかり元気を取り戻していた。


    「魅ミ怨オン。疑ってごめんなさいでしゅ。キキはやっぱり、魅怨が大好きでしゅ」


    「な、なぁに？　妙にしおらしいわね……仕方ないから、貼り紙の件は許してあげるわ」


    　仲睦まじく水炊きを食べている二人を見て、ホッと安あん堵どしているトウテツ。


    　その背中には「ヘッポコまじん」と書かれた紙が、セロテープで貼られてあった。
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    43　　無茶振り


    



    　この物語の主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは、実は女の子である。


    　現在その秘密を知っている者は、彼女の周りで四人。妹の火乃森杏きよう花かちゃん、親友の俺・小こ林ばやし一いち郎ろう、幼おさな馴な染じみの黒くろ亀がめ里り菜なさん、そして──蒼あおヶが崎さき怜れいさんだ。


    　龍牙の性別が蒼ヶ崎さんにバレてからというものの、二人の仲は加速度的に親密になってしまった。龍牙はコスプレ、蒼ヶ崎さんはファッション……「衣装」という共通の趣味を持っていたため、今やすっかり同好の士といった感じである。


    （本当に、これでよかったんだろうか）


    　俺の憂慮をよそに、龍牙と蒼ヶ崎さんは自分の趣味の理解者ができたことを喜んでいる。今日も火乃森邸ていにて、コスプレショー＆ファッションショーの真っ最中だ。


    「じゃあ～ん！　ベトナムの民族衣装、アオザイだよ！　どうかな？」


    　そう言って、龍牙がその場でクルリと一回転してみせる。


    　下は長ズボン、上は体のラインがピッタリと出たチャイナドレスっぽい服だ。頭に被かぶった円錐形の笠は、ノンラーという名前らしい。


    　衣装のデザイン上、これでもかと胸の膨ふくらみが強調されている。嘆かわしいことに我らが主人公は、そこそこのお胸の持ち主なのだ。


    　苦々しい表情をしている俺の横で、蒼ヶ崎さんが身を乗り出して「むう」と唸うなる。


    「見事な着こなしだ。やはりお龍りゆうはプロポーション抜群だな」


    「えへへ。ありがとう怜ちゃんっ」


    　照れたように頭を掻かく龍牙。ちなみに彼女たちは、趣味の場では互いを「怜ちゃん」「お龍」と呼び合う。これまた嘆かわしい。


    「じゃあ今度は、怜ちゃんの番だよ」


    「いや。私はさっきの服で、今日は終わりだ。ここからはお龍のコスプレショーを楽しませてもらおう」


    「そうなの？　じゃ、怜ちゃんも一緒にコスプレしよ？」


    「えっ？　い、いや、しかし」


    　蒼ヶ崎さんが、こちらをチラリと見る。自分のコーディネートならともかく、コスプレした姿を俺に見られるのは、さすがに恥ずかしいのだろう。


    「大丈夫だよ！　怜ちゃんはスタイルがいいし、きっと何でも似合うから！」


    「だが……」


    「隣の部屋にある衣装、好きなの選んでいいよ！　はい、行ってきて！」


    　強引に蒼ヶ崎さんの手を引っ張り、自室から送り出す龍牙。どうやら彼女は、他人にコスプレさせるのも好きらしい。


    「ね、一いち郎ろう。どんな衣装を選んでくると思う？　私は浴衣ゆかたか巫み女こさんだと思うな。怜れいちゃんといえば、やっぱり和風だから」


    「オチとしては、剣道着を着てくるってトコだけど」


    「それはないよ。私、剣道着は持ってないもん」


    　……数分後。ソロソロと襖ふすまが開き、蒼あおヶが崎さきさんが戻ってきた。


    　彼女がチョイスしたのは──意外にもメイド服だった。


    　龍りゆう牙がが目を輝かせて、「わあ！　怜ちゃん可か愛わいい！」と両手をパンと叩く。しきりにウンウンと頷うなずくと同時に、頭のノンラーがワサワサ揺れた。


    「ど、どうかな。似合うだろうか……」


    「似合ってる似合ってる！　一郎もそう思うでしょっ？」


    「あ、うん……」


    　まさかメイドさん姿の『斬ざん舞ぶの剣士』が見られるとは思わなかった。付き合わされている以上、俺にもこれくらいの役得＆眼福があってもいいだろう。


    「いささか照れるが、たまにはこういう衣装も悪くないな。いつもと違う自分になったような気分だ」


    　腕を組みつつ、自身の顎あごを摘つまんだ蒼ヶ崎さんに、すかさず龍牙が言い放つ。


    「ダメだよ怜ちゃん！　メイドさんは、そんな仕草しないってば！　両手は前で組んで！　顔は朗ほがらかに！　髪はツインテールに！」


    　立ち上がった龍牙が、テキパキと蒼ヶ崎さんのポニーテールをほどき、ツインテールに結い直す。プロデューサー魂だましいに火がついてしまったようだ。


    「はい！　じゃあ一郎に挨あい拶さつしてみて！」


    「あ、挨拶？　やあ小こ林ばやし、調子はどうだ」


    「違ーう！　『お帰りなさいませ、ご主人様』だよ！」


    「な、何っ？」


    「衣装を着るだけがコスプレじゃないの！　なりきることが重要なの！　さっき怜ちゃんが言った通り、いつもと違う自分になるの！　蒼ヶ崎流ならそれができるはず！」


    　プロデューサーが無茶なことを言い出した。


    「お、お帰りなさいませ、ご主人様」


    「まだ照れてる！　もう一度！　今度は猫っぽく！」


    「お、お帰りニャさいませニャ、ご主人様」


    「オーケー！　よくなったよ！　じゃあ次は、バニーガールに着替えてみよっか！」


    「ニャ、ニャんだと!?　そんな衣装、私には似合わニャい！」


    　それからしばしの間。部屋の中を逃げ回るメイドさんを、アオザイ娘が追っかけ回した。


    　騒ぎに気付いて覗のぞきにきた杏きよう花かちゃんが、その光景にポカンとしていた。
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    44　　シラサギ主婦


    



    「一いち郎ろうくん。お買い物についてきてくれない？」


    　その日。ベッドに寝転がって漫画を読んでいると、部屋を訪れた魅ミ怨オンがそう言ってきた。


    「今日は特売日だから、生活用品をまとめて買っておこうと思って。きっと一人じゃ持ちきれないと思うのよね」


    　面倒臭いが、家主としては断るわけにもいかない。


    　俺は二つ返事で承諾し、早速シラサギ使徒と一緒に家を出た。


    「買い出しなんて行くの、思えば久し振りだな。魅怨が来てからは、ずっと家事を任せっきりだったもんなあ」


    「たまには一緒にお買い物もいいでしょ？　プチデートみたいで」


    　しばらく道を歩いていると、前方から一人のお婆ばあさんがやってきた。


    　ウチの隣に住んでいる柳やなぎ沢さわさんだ。両手に大きな買い物袋を提げているため、少しヨタついている。柳沢さんもスーパーの特売に行ってきたのだろう。


    「あ、柳沢さん。こんにちは」


    「あら魅怨ちゃん、今日は一郎ちゃんと一緒なのね」


    　魅怨が挨あい拶さつすると、柳沢さんがにっこり微ほほ笑えんでくる。


    　ご近所さんには、三さん姫きを「俺の従姉妹いとこです」と説明してある。さすがに「太古より人類を脅おびやかしてきた『奈な落らくの使徒』です」とは言えない。三姫よりも俺が疑われる。主に頭が。


    「この前は洗濯物を取り込んでくれて、どうもありがとうね。夕立に全然気付かなくて」


    「いえ、いいんです。頂いたお芋の煮っ転がし、凄すごく美お味いしかったです」


    　一昨日おとといの夕食に出たあれは、柳やなぎ沢さわさんの手料理だったのか。近年すっかり失われた、古き良きご近所付き合い……それを使徒の将軍がしているとは。


    「柳沢さん。その荷物、重いんじゃないですか？　お家まで持ちますよ」


    「そんな、悪いわ」


    「お隣同士なんですから、遠慮しないで下さい。はい一いち郎ろうくん、持って！」


    　買い物袋を押しつけられ、俺たちはもと来た道を引き返す。柳沢さんに何度もお礼を言われたのち、改めてスーパーを目指すことにした。


    「魅ミ怨オン。お前って、完全に人間界に馴な染じんじゃってるよな……」


    「郷に入りては郷に従えというでしょ？　もちろん一郎くんやトウテツ様の命令があれば、いつでも人間に牙きばを剥むくわ。それが使徒よ」


    　……程なくして、スーパーが見えてきた。


    　しかし魅怨は手前で道を曲がり、そのまま商店街へと入ってしまう。あれ、特売品を買うんじゃなかったのか？


    「スーパーで買うのは生活用品だけよ。食材は最近、商店街で買うことにしてるの。少しだけど鮮度がいいのよね」


    　つくづくこいつは将軍より、主婦の方が向いていると思う。


    　通りを進んでいると、軒のきを連ねるお店の人々が、魅怨へ親しげに声をかけてきた。


    「やあ魅怨ちゃん！　今日は活いきのいいカレイが入ってるよ！」


    「あ、ホントだ。ツヤツヤでプリプリしてる」


    「魅怨ちゃん！　トマトどう？　熊本からの直送だよ！」


    「わあ、ヘタが青々してるわっ。ズッシリ重いし……さすがね、加か山やま青果店さん」


    「牛肉はどうだい魅怨ちゃん！　負けとくよ！」


    「本当？　奮発してスキヤキでもしようかしら」


    「あら魅怨ちゃん。今日は忌キ綺キちゃんじゃなくて一郎くんと一緒？　新婚さんみたいね～」


    「あはは。もうヤダぁ豆腐屋のおばさん。絹ごし六つもらおうかなっ」


    　お隣さんどころか、商店街にも馴染んでいた。ちょっと郷に従い過ぎではなかろうか。


    　文房具屋さんの犬までもが、魅怨に尻しつ尾ぽを振っている。写真屋さんのお兄さんが、しつこく見本写真のモデルを要請している。薬局の主人に至っては、「どうか息子の嫁に来て欲しい」と頼み込んでいた。


    （もともと将軍だから、カリスマ性があるのか……？）


    　その後。俺たちはスーパーに赴おもむいて、様々な生活用品を買い込んだ。


    　薄々そんな気はしていたのだが、魅ミ怨オンはやっぱりレジのオバチャンと顔見知りだった。店長とも知り合いだった。


    「お前って、街の人気者なんだな……」


    「まあ、ほとんど毎日通ってるからね。私は駅近くの大きな繁華街より、地域に根差した小さな商店街の方が落ち着くの。もともと私は異界でも、都市外れの育ちだし」


    「そ、そうだったのか」


    　そんな会話をしながら歩いていると、いつしか十メートルほど先に自宅が見えてきた。


    「ただし繰り返すけど、一いち郎ろうくんやトウテツ様の命令があれば、私はいつでも人間たちに牙きばを剥むくわ。それが使徒よ」


    　最後に魅怨が、そう締めたとき。すれ違ったバイクがすぐに停車し、こちらへ声をかけてきた。果物屋のオジサンだった。


    「よう魅怨ちゃん！　ちょうどよかった、期限切れが近い梨があるんだが持ってくかい？　明日中なら味は保証するよ！」


    「えっ、本当？　ありがとうオジサン！　今日も男前よっ」


    　途端に輝くような笑顔になり、パタパタと駆け寄っていくシラサギ使徒。


    　つくづくこいつは将軍より、使徒より、主婦の方が向いていると思う。
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    45　　勝負


    



    「火ひ乃の森もり！　俺と勝負だ！」


    　ある日の昼休み。教室で昼食にしていると、隣のクラスの喜き多た原はらが怒鳴り込んできた。


    　彼は柔道部であり、百八十六センチ＆九十キロという巨漢である。今も柔道着を身につけており、ドスドスと一直線に龍りゆう牙がの元へと迫ってくる。


    「えっと……喜多原くん、だったかな？　俺と勝負ってどういうこと？」


    　困惑しつつ訊きいた龍牙に、喜多原がクワッと目を剥むいた。


    「雪ゆき宮みやさんを懸かけて、柔道で勝負してもらいたい！」


    　ポカンとしている俺と龍牙をよそに、喜多原は事情を語り始める。ウチの二年Ｂ組の生徒たちも、やはり周りでポカンとしていた。


    「先ほど俺は……雪宮さんに交際を申し込んだ。だが、見事に振られてしまった。『ごめんなさい。今、気になる人がいるんです』と」


    「…………」


    「火乃森。お前が雪宮さんと親しいことは知っている！　時には一緒に学校を抜け出すことがあるのもな！　ならば雪宮さんの想い人は、お前しか考えられん！」


    　なるほど。雪宮さんに告って玉砕したのか。たまに学校を抜け出すのは、『奈な落らくの使徒』を倒しにいってるからなんだけど……それを言うわけにもいかない。


    「だから、俺と勝負？」


    「そうだ！　お前より逞たくましいことを、雪宮さんに分かってもらうのだ！」


    「……仕方ないか。それで喜多原くんの気が済むなら、勝負を受けるよ」


    　そんなわけで俺たちは、柔道場へと移動した。


    　数人の野次馬が見守る中、龍牙と喜多原が対たい峙じする。審判は俺が務めることになった。


    　俺の「始めっ」という合図と同時に、喜多原が物凄すごい勢いで突進する。まるで鬼神のごとき形相だった。鬼神をよく知らないけど。


    「食らえぇぇぇい！　必殺の一本背負いぃぃぃー！」


    　喜多原の手が、龍牙の襟元をふん掴づかむ。


    　次の瞬間、その巨体がブワリと宙を舞い、ドスン！　と床に投げ出された。必殺の一本背負いを、喜多原自身が食らってしまった。


    「一本！　リューガの勝ち！」


    　俺が宣告すると、龍牙がピースサインをしてくる。ちょっと仕草が女の子っぽい。


    　まあ、こうなることは分かりきっていた。仮にも【魔神】を倒したことすらある龍牙に、一般人の高校生が敵かなうわけがない。喜多原があと五十人いても負けるだろう。


    　……が、喜多原は思ったより往生際が悪かった。


    「い、今のはマグレだ！　今度こそぉぉ！」


    「一本！　リューガの勝ち！」


    「い、今のはリハーサルだ！　次が本番だぁ！」


    「一本！　リューガの勝ち！」


    「い、今のは接待だ！　これが俺の全力だぁー！」


    「一本！　もう多分、次も一本！」


    　そうして計十本取られたところで、ようやく喜き多た原はらは諦あきらめてくれた。


    　真っ白に燃え尽きている彼に、龍りゆう牙ががスタスタと歩み寄る。あれだけの大立ち回りをしたというのに、全く息が乱れていなかった。


    「喜多原くん。頭が冷えたなら聞いてくれ。汐しお莉りの想い人が誰なのかは分からないけど、交際を断られたんなら身を引くべきじゃないかな。武道家らしく、潔いさぎよくさ」


    　諭すような龍牙の声を、うなだれたまま聞いている喜多原。ややあって彼は、ポツリと龍牙に尋ねかけた。


    「……火ひ乃の森もり、一つ教えてくれ。お前は何な故ぜそんなに強いんだ？」


    「こう見えてよく、街で喧けん嘩かしてるんだよね。だから荒事には慣れてるっていうか」


    　いや、それ『奈な落らくの使徒』とのバトルだろ。あれ喧嘩って言うのか？


    「もう一つ教えてくれ。何度も組み合っていて気になったんだが……お前は何故、そんなにイイ匂いがするんだ？」


    「え？　あ、いや、何でかな？　妹のトリートメントを使ってるからかな？」


    「あと一つ教えてくれ。これも組み合っていて気になったんだが、お前にはオッパ……いや何でもない。忘れてくれ」


    　そろそろチャイムが鳴るので、俺は龍牙と共に教室へと帰ることにした。


    「いやあ、しかしどれも見事な一本だったな。さすがはリューガだぜっ。やっぱりお前はベスト・オブ・主人公だよ」


    　そんな称賛を送ったものの、何故か龍牙はむくれていた。ブレザー越しの自分の胸を、不機嫌そうに見下ろして。


    「……喜多原くんの手が、何度か胸に当たった」


    「え？」


    「一いち郎ろうだって触ったコトないのに。勝負なんて受けるんじゃなかったよ」


    　そういえばさっき、喜多原も「オッパイ」と言いかけていたような。サラシを巻いているとはいえ、Ｅカップもあれば弾力に気付いてしまうのかもしれない。


    「柔道って、結構エッチなんだね。『やわら』っていうくらいだし」


    　それは決して、オッパイのことを指してるわけじゃねえ。


    　全国の柔道をしている皆さんに謝りなさい龍牙。
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    46　　シズマからの手紙


    



    　突然だが俺・小こ林ばやし一いち郎ろうには──息子が一人いる。


    　といっても、もちろん本当の子供じゃない。俺はまだ高校生だし、多方面に迷惑がかかるような軽挙などしていない。赤ちゃんはコウノトリが運んでくるものだ。


    　俺の息子はシズマという名の、『奈な落らくの使徒』とヴァンパイアの混血児である。


    　両親を失ったところをエルミーラさんに保護され、一時的に我が小林家で面倒を見たのが縁だった。故ゆえにシズマは、俺を「父上」と呼ぶ。ついでにエルミーラさんを「母上」、忌キ綺キを「姉上」と呼ぶ。


    　まだ生後三か月余りの、でも外見は二歳児くらいの坊や……そんなシズマは先日、『奈落の使徒』の本拠へと旅立ってしまった。無政府状態にある異界を統制するために。


    （シズマ、大丈夫だろうか……怪け我がとかしてないだろうか）


    　いかに将軍クラスの素質を持っているとはいえ、シズマはまだ幼児なのだ。俺よりも遥はるかにしっかり者だが、義父としては心配でならない。


    　一度だけ「元気でやっています」という手紙を貰もらったが、それからすでに一週間。どうしていることやら……。


    「旦那ぁ、またシズマから手紙を預かってきやしたぜ」


    　その日。異界へ様子を見にいかせたトウテツが、帰るなり封筒をよこしてきた。


    　彼ら【魔神】には、異界へ転移できる能力があるのだ。ただし十分ほどしか滞在できないらしく、シズマと長話はできない。落ち合うだけでも時間をロスする。


    　なので、こうして手紙をやり取りするくらいしか交信手段がないのだ。


    「シズマ、元気そうでしたよ。旦那たちからの手紙を渡したら、とても喜んでやした」


    「でかしたぞテッちゃん！　本当はシズマに、スマホでも持たせてやりたいんだけどな……そうすればメールやラインで連絡を取り合えるのに」


    「残念っスけど、異界には電波が届いてやせん」


    　とにかく、早速シズマからのお便りを読んでみる。


    　相変わらず二歳児とは思えない、驚くほど達筆な文字だった。知らない人が見たら、会社の専務が書いたものだと思うかもしれない。


    『拝啓──仲秋の候、人間界は爽さわやかな秋晴れの日が続いていると思われます』


    　……これが二歳児の書き出しだろうか。


    　手紙の冒頭が『やっほーシズマ！　元気してっか！』だった自分を思い出し、枕まくらに顔を埋めてバタ足したい衝動に駆られてしまう。


    『父上、お元気でしょうか。僕は引き続き、異界を統制する使命に努めています。まだまだ先は長いですが、地道にやっていくつもりです。先日、また新たな仲間を得ました。是ゼ流ル刃バというハヤブサ型の使徒です』


    　また配下の使徒が増えたのか。前の手紙でも「仲間が二人できた」と言っていたので、これで早くも三人目だ。


    『是流刃はもともと、魅ミ怨オンお姉様に仕える部隊長だったそうで、喜んで協力を承諾してくれました。といっても、その前に僕の実力を試したいということで、バトルすることになってしまいましたが』


    　おのれ是流刃。二歳児を相手に何と大人げない！　シズマを泣かしやがったらタダじゃおかねえぞ！


    『僕が五秒で勝ちました』


    　さすが我が息子！　よくやった！


    『その後、僕の噂うわさを聞きつけた使徒の一団に、夜襲をかけられたりもしました。その数、総勢三十人もいました』


    　夜襲だと！　二歳児の寝込みを三十人で襲うんじゃない！　この人でなし！　もとい、使徒でなし！


    『三分で撃退しました』


    　凄すげえ。シズマ強え。何という迅速な対応、そして何という寝起きのよさ。


    『その夜襲を指示したのは、打ダ魔マ螺ラという使徒だそうです。聞けば、ガキに異界を仕切られてたまるか！　と息巻いている様子。近く打ダ魔マ螺ラをダマラせてきます』


    　すでにダジャレまで身につけているのか。俺は何を教えればいいんだ。


    『そうそう、姉上の負傷はどうなりましたか？　あれから雪ゆき宮みやさんに治ち癒ゆして頂けたでしょうか？　こちらに来てからも、そればかりが気になっています』


    　大丈夫だシズマ。忌キ綺キの骨折は、ちゃんと雪宮さんが治してくれたぞ。


    　俺が心でそう返したとき──ちょうどそこへ当の忌綺が現れた。


    「一いち郎ろう男爵、何を読んでるでしゅか」


    「おう忌綺。見ろ、またシズマから手紙が来たぞ。お前宛のはこっちだ」


    「シジュマからっ？　見せてでしゅ！」


    　キラキラと目を輝かせ、忌綺が一心不乱に手紙を読み始める。


    　しかし間もなく、その頬ほっぺがみるみる膨ふくれ出した。何な故ぜか不機嫌になっていた。


    「何だか、お小言ばかりでしゅ。『好き嫌いはしていませんか？』『お腹を出して寝ていませんか？』『うがいと手洗いを忘れていませんか？』って」


    　手紙を覗のぞいてみると、他にも『テレビは離れて観ていますか？』『お風呂には百まで浸かっていますか？』など、どっちが年上か分からない質問が続いていた。


    「生意気なシジュマでしゅ！　おしめを取り替えた恩を、すっかり忘れてるでしゅ！」


    　……どうやらあちらはあちらで、こちらが心配のようだ。
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    47　　伝達


    



    　俺の通う央おう明めい高校は、一応ながら進学校だ。


    　なので中間テストや期末テスト以外でも、日頃から頻ひん繁ぱんに小テストが行われる。もちろん赤点を取れば、補習・追試というペナルティーが待っている。


    　そして今日も、我が二年Ｂ組では日本史の小テストが始まろうとしていた。


    　自分で言うのも何だが、俺は歴史に自信がある。主にゲームから得た知識だが、様々な時代を舞台にした、様々なジャンルをやり込んできたから。


    （織お田だ信のぶ長ながでプレイして、明あけ智ち光みつ秀ひでを返り討ちにしたこともある。ペリーを竹たけ槍やりでドツキ回して、黒船ごと追い返したこともある。坂さか本もと龍りよう馬まを召しよう喚かんして、サタンを倒したこともある……大丈夫、俺ならできる！）


    　証明してやろう。ゲームだって勉強の役に立つことを──そう意気込んでいたところ。


    　一つの問題が発生してしまった。俺はこの小テストにおいて、悪事の片棒を担かつがされることになったのだ。


    　それはつい先ほどの休み時間のこと。エルミーラさんが血相を変えて俺の元へ来て、「今回だけ助けて欲しい」と懇こん願がんしてきたのだ。


    「ワタクシ、シズマの件でしばらく学校を休んでいたでしょう？　ただでさえ日本史は苦手な教科なのに、全く勉強ができておりませんの。だからテスト中、コッソリと答えを教えて下さらない？」


    「いや、さすがにマズいって。仮にも人類の平和を守ってる人なのに」


    「だったら一度くらいのお目こぼしがあってもいいんじゃなくてっ？　命いのち懸がけで人々を守っているご褒ほう美びとして！」


    「そ、それとこれとは……」


    「大体どうして東欧出身のヴァンパイアであるワタクシが、日本史なんか勉強しなくちゃいけませんの!?」


    「日本の高校生だからだよ！」


    「お願いしますわ！　こんなこと、きっと龍りゆう牙がは承諾してくれないでしょうし……小こ林ばやし一いち郎ろうだけが頼りですの！　汚れ仕事はお手のものでしょう！」


    　こいつは俺を何だと思ってるんだろうか。


    　とにかく小テストが始まり、俺は答案用紙に取りかかる。


    　日本史の斉さい藤とう先生には、問題をＡＢＣＤの四択形式にして出題する癖がある。それが分かっていたからこそ、ヴァンパイア少女は悪わる巧だくみを思いついたのだろう。


    （あまり気が進まないけど、シズマの件は俺も無関係じゃないからな……今回だけ、今回だけ特別に協力してやろう）


    　斉さい藤とう先生が窓の外を眺めている隙すきに、俺はあらかじめエルミーラさんから渡された紙切れを確認する。


    　この紙切れに、解答の伝達方法が書かれているらしい。おそらくクシャミや咳せきなど、自然な行為をサインにしているものと思われる。


    　──答えがＡの場合、クシャミをなさい。


    「ヘックシッ！」


    　一問目の解答がＡだったので、俺はクシャミをしてみせた。斉藤先生がこちらを一度だけ見たが、すぐに視線を窓の外へと戻す。


    　──答えがＢの場合、『あ～分かんね～よ～』と愚ぐ痴ちりなさい。


    「あ～分かんね～よ～」


    　二問目の解答がＢだったので、俺はボソリとそう言った。斉藤先生に「コラ小こ林ばやし、静かにやりなさい」と注意された。もっとマシな伝達方法はなかったのか……。


    　──答えがＣの場合、ヤギで鳴きなさい。


    「メェェェェ～」


    　三問目の解答がＣだったので、俺は鳴いた。斉藤先生にゲンコツを落とされた。だから、何なんだよこの伝達方法は！


    　──答えがＤの場合、勢いよくハジケなさい。


    「ポ、ポポポポーン！」


    　四問目の解答がＤだったので、俺は断腸の思いでハジケた。斉藤先生から「お前、頭でも打ったのか？」とマジで心配された。


    　その後の解答はＤ、Ｃ、Ｃ、Ｄ、Ｃ。まことに遺い憾かんだが、比較的マシなサインであるＡとＢが一切なかった。


    「ポポポポーン！　メェェェェ。メェェェェ。ポポポポーン！　メェェェェ～」


    　……テストが終わると、俺は当然のごとく職員室に呼び出された。斉藤先生に「念のために一度、病院で精密検査を受けてみろ」と勧められた。


    「一いち郎ろう、さっきはどうしちゃったの？　いつもより少し変だったけど」


    　教室に戻ったところ、龍りゆう牙がにも心配された。あの奇行が「いつもより少し変」って……こいつも俺を何だと思ってるんだろうか。


    　──それから数日後。俺とエルミーラさんは、仲良く一緒に補習を受けていた。


    「小林一郎。これはどういうコトですの」


    　エルミーラさんが恨めしげに俺を睨にらんでくる。


    　今回のテスト範囲は、縄文時代と弥生時代だった。正直、全く分からなかったのだ。


    　そんなゲーム、やったことねえし……。これも悪わる巧だくみに加担した報いだろうか。
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    48　　国際電話


    



    　俺の両親は仕事魔で、一年のほとんどを海外で暮らしている。


    　骨こつ董とう美術を扱う仕事をしており、絶えず二人して世界各地を飛び回っているのだ。すでに半年近く顔を見ていないし、今年も年内のうちは帰ってこられないらしい。


    　が、俺はそれを特に寂しいと感じたことはない。毎月そこそこ多額の生活費を振り込んでくれるし、週に一回はメールを、月に一回は電話もよこしてくる。


    （まあ、親がいなくてグレるような息子じゃないことは、二人も分かってるんだろう。本当は電話だって、年に一回でいいくらいだ）


    　そして今日、夕食直前の午後七時過ぎ。家に定例の電話がかかってきた。


    『よう一いち郎ろう。変わりないか？』


    　受話器から聞こえる声は、父のものだった。先月は母と話したので、順番からして今回が父であることは分かっていた。


    「よう親おや父じ。別に変わりはないぞ。今はどこにいるんだ？」


    『オーストラリアのケアンズだ。先週までは母さんと一緒に、サントメ・プリンシペ共和国にいたんだがな』


    　それは一体どこなんだ。訊きいてみると、どうもギニア湾に浮かぶ島国らしい。そもそもギニア湾はどこなんだ。


    『お前も卒業したら仕事を手伝うか？　普通では味わえない刺激的な毎日が送れるぞ』


    「やめとくよ。むしろ俺、普通を熱望してるから」


    　俺はこれからも、脇わき役としての人生を歩みたい。常にスポットライトから外れて立っていたい。そのためにも、あまり周りから個性的な人だと思われたくないのだ。


    『まあ、ゆっくり考えればいい。ところで一いち郎ろう、お前もそろそろ彼女の一人でも──』


    　親おや父じがそう言いかけたとき。


    「一郎くーん。もうご飯できてるわよー」


    　茶の間の方から、そんな魅ミ怨オンの声が飛んできた。


    『ん？　今、女の子の声がしたか？』


    「ち、違う違う！　テレビだよ！　ちょうどドラマを観てたんだ！」


    　──当然ながら俺は、家に『奈な落らくの三さん姫き』を住まわせていることを親には伝えていない。使徒の王たる【魔神】と暮らしていることも、もちろん内緒だ。


    　そりゃそうだろう。「今や小こ林ばやし家は、俺を入れて六人の大所帯です」なんて言ったら、おそらく両親は電光石火で一時帰国してくるはず。


    　世の中には、「知らぬが仏」という言葉がある。これからもどうか、家庭を顧かえりみない両親であって欲しい。


    『テレビ？　でも、一郎くんって言ったぞ？』


    「ドラマに一郎くんが出てるんだよ！　ちょうど劇中でも飯時なんだ！」


    　必死にそう言い訳していると。


    「一郎男爵、早く来るでしゅ。みんな揃そろわないと、いただきましゅできないでしゅ」


    　続けて忌キ綺キの声が飛んできた。お前ら、状況を理解してくれ！


    『ん？　今度は幼女の声がしたな。男爵って言ったか？』


    「ドラマの一郎は男爵なんだ！　中世ヨーロッパの貴族なんだ！」


    『変なドラマ観てるんだな、お前』


    　するとお次は、呪ジユ理リの声が飛んできた。


    「一郎様、どうなされましたか～？　もしや食欲より性欲の処理をお望みですか～？」


    　そのボケは、ここで言う必要があるのか！


    『おい一郎。本当にテレビの声か？　性欲とか言ったぞ？』


    「Ｒ指定のドラマなんだ！　一郎男爵が女教師に誘惑されてるんだ！」


    『日本のゴールデンタイムは、そんなドラマをやってるのか……録画しといてくれないか』


    「興味を持つんじゃない！」


    『父さん、女教師が大好きなんだ』


    「知らねえよ！　もう切るからな！　国際電話なんだし、長く話すともったいないから！」


    　これ以上ややこしくなる前に、早々に会話を切り上げようとしたところ。


    「旦那ぁ、早く飯にしやしょうよ。もう腹がペコペコでさぁ」


    「おい坊主、とっとと茶の間へ行こうや。今日は俺様の大好物、おでんなんだぞ？」


    　いつしか俺の背後に、トウテツとコントンが揃そろって顕けん現げんしていた。どっちも上半身だけ。


    　複数の【魔神】で宿主を共有する場合、完全顕現できるのは一体だけなのだ。それでいて飯だけはどちらも食べやがるのだ。親おや父じは知らないだろうけど。


    『旦那？　坊主？　中世ヨーロッパなのに、茶の間でおでんを食うのか？』


    「そうだよ！　脚本家がノイローゼらしいんだ！」


    　ごまかしつつ、後ろの【魔神】たちに人差し指を口に当ててみせる。「静かにしろ！」というジェスチャーだったのだが、まるで気付いちゃいなかった。


    「おいコントン、お前って何が好きなんだ？」


    「大根だな。あとはハンペンと卵か。牛スジもいいよなあ」


    「一いち郎ろうくーん。早くってばあ」


    「お預けさせるなんて非情でしゅ。イジワル男爵でしゅ」


    「一郎様、もう我慢できませんっ。早く来てっ。来てぇぇぇ～っ」


    　……その後。半なかば強引に電話を切って、俺はその場で頭を抱えてうずくまった。


    　普通では味わえない刺激的な毎日を、息子はとっくに味わっています。
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    49　　必殺技名


    



    　日々『奈な落らくの使徒』と戦い続けている、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がとその仲間たち。


    　そんな彼女らには、究極の必殺技がある。


    　火乃森龍牙の【黄こう龍りゆう】に加え、雪ゆき宮みや汐しお莉りの【白びやつ虎こ】、蒼あおヶが崎さき怜れいの【青せい龍りゆう】、エルミーラ＝マッカートニーの【朱す雀ざく】、そして黒くろ亀がめ里り菜なの【玄げん武ぶ】……それらが五神合体して彗すい星せいのごとく敵に突貫する、強力無比な神カム威イの一撃が。


    　これを食らえば、どんな敵もジ・エンド。【魔神】たるコントンとトウテツも、この必殺技によって敗れ去った。


    　天空から猛然と降ってくる、五色に輝く巨大な光弾……俺は今でもそれを夢に見て、うなされることがある。


    　トウテツがラスボスを務めた第二部では、俺も敵側としてバトルに参加したから。絶望感がハンパなかったから。


    （できたらあの奥義は、安易に使わないで欲しい。対象を【魔神】に限定した上で、放送が終わる三分前くらいまで温存してもらいたい）


    　ただし、この究極の必殺技には、一つだけ大きな問題がある。それはネーミングだ。


    　まことに遺い憾かんながら、この五神合体──『みんなでドン』というのだ。


    　いくらなんでも酷ひどいと思う。食らう側の気持ちも忖そん度たくすべきだと思う。「最後は『みんなでドン』でやられちゃいました」なんて、とても人に言えないじゃないか。


    　そんなわけで、その日の昼休み。


    　俺は学校の屋上にメインキャラ五人を招集し、技名の再考を提案することにした。


    　思えば、以前もここでネーミングについて話し合ったことがある。あの時は各自が守護神につけているニックネームについてだったが……頭の痛くなるものばかりだったっけ。


    「そんなに変かな？　『みんなでドン』って」


    　龍牙がやや不服そうにしている。それもそのはず。このふざけた技名の名付け親は、誰あろう主人公本人なのだ。


    「なあリューガ、もう少しカッコいい名前にできないか？　お前たちの最大奥義なんだし、声を合わせて叫んだときにバッチリ決まるような感じにすべきじゃないか？」


    「う～ん、難しいなあ……」


    「大事なのは迫力だと思うんだ。技名を聞いただけで『うお、何か凄すごそう！』ってなるようなのがベストだ」


    　すると、そこで黒亀さんが「はいはい！」と手を上げた。


    「じゃあさ、『みんなでズゴゴン』はどうかな！」


    　何一つ趣旨を理解していなかった。


    　自分の守護神に「ガメ夫くん」と名付けるだけのことはある。まあそれを言ったら、龍りゆう牙がの守護神も「ロンたん」だが。


    　続いて、雪ゆき宮みやさんが控えめに挙手した。


    「ではシンプルに、『キラキラ星』でどうでしょうか」


    　雪宮さん、お前もか。お前もダメな子なのか。


    　バトルのクライマックスで、龍牙に「行くぞみんな！　『キラキラ星』だ！」と言わせるつもりか？　合唱が始まるのかと思われるぞ。


    　お次は、蒼あおヶが崎さきさんが手を上げた。


    「カッコよさを追求するなら、横文字はどうだろうか。例えば洋楽の曲名を参考にしてみるとか……それらしくなるかもしれないぞ」


    　それはグッドアイデアだ。さすがは唯ゆい一いつの上級生であり、龍牙陣営のナンバー２。まともな意見をありがとう！


    「ということで、『イエスタデイ』でどうだ？」


    　ああん。やっぱりダメな子だった。


    　意味が分からないだろうが！　昨日がどうした！　過去より未来に目を向けろ！


    「ビートルズでしたら、ワタクシは『ヘルプ！』が好きですわ」


    　エルミーラさんが便乗してくる。


    　おかしいだろう！　技を出す側が「ヘルプ！」って！　それ敵のセリフだろう！


    　鬼の形相をしている俺をよそに、知っている洋楽タイトルを挙げていく一同。


    「えっと、『ウィ・アー・ザ・ワールド』はどうかな」


    　分かっているのか龍牙。必殺技の名前を考えてるんだぞ。


    「では『ブラック＆ホワイト』はいかがですか。マイケル・ジャクソンの名曲です」


    　雪宮さん、色が三つ足りないよ。黒くろ亀がめさんと君しかいないよ。


    「カーペンターズの『イエスタデイ・ワンスモア』はどうだろうか」


    　しつこいぞ蒼ヶ崎さん！　また昨日か！　いい加減に前を見ろ！


    「でしたら、『十人のインディアン』で手を打ちましょう」


    　打たねえよエルミーラさん！　もう洋楽ですらねえよ！　あとの五人はどこからつれてきたんだ！　そいつらの守護神は何だ！


    「ねえみんな、やっぱり『みんなでドン』でよくない？　そっちの方が私たちらしいよ。ありのままの姿でいいんだよ！」


    　黒亀えええ！　ここまできて振り出しに戻すのかああ！


    　が、龍牙たちは一斉に「うん、そうだね」と頷うなずき、今度の日曜日にカラオケに行く計画などを立て始めてしまった。洋楽を唄いたくなったらしい。


    　……俺は諦あきらめないぞ。引き続きリネームを要求するぞ。
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    50　　撮影


    



    「一いち郎ろう。動いちゃダメだからね？」


    　ある日、龍りゆう牙がの家へ遊びにいったときのこと。


    　俺は唐突に、彼女から「写メを撮らせて欲しい」とお願いされた。


    　聞けば携帯の待ち受け画面にしたいとのこと。気は進まなかったが、主人公の要望には逆らえないので渋しぶ々しぶ応じることにする。


    「言っとくけど、くれぐれもみんなには見られるなよ？　男友達を待ち受けにしてるのがバレたら、本格的にソッチの趣味を疑われるぞ」


    「大丈夫大丈夫。はい、視線をこっちに向けてっ」


    　言われるまま、携帯を構える龍牙へと目線を送る。


    　とはいえ無表情で棒立ちというのも、遺影みたいで味気ない。なので俺は口端を吊つり上げ、ぎこちなく笑顔を作った。お調子者らしく、両手でピースサインもしてみた。


    「う～ん……もうちょっと爽さわやかな笑顔にならない？　私が毎日眺める一郎なんだよ？　寝る前にチュッてする一郎なんだよ？」


    　嫌なことを聞いてしまった。さりとて逆らうことはできず、俺は某事務所のアイドルを意識したスマイルを試みる。


    「こ、こうか？」


    「あ、いい感じ！　じゃあ次は、キリッとした表情をしてみて！　『奈な落らくの使徒』と対たい峙じしていると思って、眼光を鷹たかのように鋭く！」


    「こ、こうか？」


    「そうそう！　あ、ポーズ変えちゃダメだってば！」


    「いや、使徒と対峙してるんだろ？　その状況でダブルピースはおかしくねえか？」


    「一いち郎ろうっぽくていいんじゃない？」


    　……こいつは俺を何だと思ってるんだ。


    　そもそも使徒が現れても、俺はこんなキリッとした顔をしない。半ベソかいて逃げ惑うことに決めている。それがあるべき「友人キャラ」の姿なのだから。


    「じゃあ次は、少し切なげな表情をもらおうかな。使徒を倒したあと、『いつまでこの戦いは続くんだ……』と唇くちびるをグッと噛かみ締めるような感じで」


    「それ、俺がやる必要あるかっ？　お前がすることだろ！」


    「いいからやるのっ。実際にセリフも言って！　その方がリアルになるから！」


    「たかが写メで、何でこんなコトまで……えっと、いつまでこの戦いは続くん──」


    「あ、ポーズ変えちゃダメだってば」


    「このセリフでダブルピースおかしいだろ！」


    　これではお調子者を通り越して、関わってはいけない人だ。というか、何枚写メを撮るつもりだ？　いつまでこの戦いは続くんだ？


    　続いて俺は、何な故ぜか制服のブレザーを脱がされた。


    　しかもカッターシャツの胸をはだけさせ、縁側に寝そべるよう指示された。


    「……おい、何だこれは」


    「題して『夏の一郎』だよ。本当はプールサイドで撮りたかったんだけど……はい、じゃあ太陽を眩まぶしげに見上げてみて！　それから歯をキラリと光らせて！」


    「空、曇ってるぞ」


    　天気予報によると、確か夕方から雨が降るはずだ。空一面が灰色の雲に覆われており、日光なんて差していない。すなわち歯は光らない。


    「あんもう、日が悪かったのかな……じゃあ私が懐中電灯で照らしてあげるから、眩しげに目を細めてね」


    「取り調べ受けてる容疑者かよ！　爽さわやかとは程遠い仕上がりになるぞ！」


    「一郎なら何でもいいよ。それより早くしないとっ。今日中に全部撮るんだから！　三百六十五枚！」


    「日めくりカレンダーでも作る気か!?」


    　……そんなこんなで、俺の撮影会は二時間にわたって続いた。


    　二百枚を超える頃にはネタもなくなってきたので、龍りゆう牙がのコスプレ衣装を着せられた。メイド服、巫み女こ服、ナース服、そしてブルマーの体操着……分かっている、ド変態だ。


    「一いち郎ろう。今日はワガママに付き合ってくれて、どうもありがとうね。これほどの一郎マニアって、世界で私だけだよっ」


    　ニコニコと上機嫌な龍牙とは裏腹に、俺は真っ白に燃え尽きてグッタリしていた。


    　もういっそのこと、「小こ林ばやし一郎・写真集」でも出してくれ。山のように返本されてくるだろうけどな。


    「それじゃあラスト一枚、私とツーショットで撮ろ？　両親に送りたいの。お父さんとお母さんも、一郎を見たいそうだから」


    　気力を振り絞り、最後の一枚をパシャリとする。龍牙のご両親に送る以上、やつれた顔をしているわけにいかない。


    「よし、と。早速送っとくね──あ」


    「どうした？」


    「間違えて、メイドさんの一郎を送信しちゃった……」


    　──違うんですお義父さん、お義母さん。


    　上う手まく説明はできませんが、とにかく違うんです。
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    51　　福引


    



    　ある土曜日の昼下がり。


    　我が小こ林ばやし家の面々は、全員で商店街へとやってきていた。まるで戦場に赴おもむくがごとく、闘志をみなぎらせながら。


    　……実は本日、商店街にて「福引抽選会」があるのだ。ガラガラを回して、出てきた玉の色によって様々な景品が当たるというアレだ。


    　みんなも一度くらいはやったことがあるんじゃないだろうか。


    　そして残念賞のティッシュを貰もらったことがあるんじゃないだろうか。


    （ここの商店街は、意外と景品が豪華なことで有名だ。気合いも入るってモンだぜ）


    　俺たちが所持している福引券は五枚。それを魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キ、トウテツ、そして俺が一枚ずつ握り締め、目をギラつかせて列に並んでいる。


    「お醤しよう油ゆの十本セット……必ず当ててみせるわ。この嵐らん将しよう・魅怨の名にかけて」


    　ふと前方で、魅怨のそんな呟つぶやきが聞こえた。


    　彼女の目当ては、六等のお醤油のようだ。確かにそれだけあれば、かなり家計が助かるだろう。発想が完全に主婦である。


    「二泊三日の北海道旅行……この幻げん将しよう・呪理が、何としても頂くわ」


    　続いて、呪理のそんな呟きが聞こえた。


    　何と無謀にも、一等の北海道旅行を狙ねらっているらしい。欲深い養護教諭だ。学校の仕事をサボって行くつもりだろうか。


    「商品券五千円……それだけあれば、怪獣ソフビが七、八体は買えるはずでしゅ。絶対にこの暴ぼう将しよう・忌綺がゲットするでしゅ」


    　続いて、忌綺のそんな呟きが聞こえた。


    　彼女は四等の商品券か。それを全てソフビ人形なんぞに注ぎ込む腹積もりとは……いかにも子供が考えそうな散財だ。


    「最新のゲーム機……あれが手に入れば、今の古い機種に用はねぇ。この【魔神】トウテツが引き当ててやる！　頼むぜ神様！　オン・フクビキ・ゲームキ・ソワカ……」


    　最後にトウテツの祈き祷とうの声が聞こえた。


    　こいつは三等のゲーム機が欲しいみたいだ。【魔神】が神頼みしてどうする。ちなみにトウテツには、キャップとマスクで簡単に変装させている。俺と同じビジュアルだから。


    （俺が狙うは、二等の電動自転車だ。ウチには自転車がないからな。もし駄目だとしても、残念賞の『ゲロンチョくんストラップ』だけは避けたいところだ）


    　ゲロンチョくんとは、この商店街のマスコットキャラであるカエルのこと。ちっとも可か愛わいくないことに定評がある。


    　思い返せば去年、俺はゲロンチョくんストラップを二つも当ててしまった。もうあんな悪夢は味わいたくない。ノーモア・ゲロンチョ。


    　……が、悲劇は繰り返された。


    　一番手である魅ミ怨オンが出したのは、無情にも白い玉。それはすなわち、忌いまわしきゲロンチョくんストラップを意味していた。


    「な、何てことなの！」


    「残念だったね魅怨ちゃん。はい、ゲロンチョくんストラップ」


    　スタッフである八百屋のオジサンから残念賞を手渡され、肩を落として去っていく魅怨。これでウチのゲロンチョくんは三つになった。


    　そこからも連敗が続く。呪ジユ理リ、忌キ綺キもまた、ことごとく白い玉を出してしまう。


    「ああっ！　また奴やつなのっ？」


    「はい呪理ちゃん。ゲロンチョくん」


    「うぎゃ！　白い玉でしゅ！」


    「はい忌綺ちゃん。ゲロンチョ」


    　が──トウテツの番となったとき、奇跡が起こった。


    「部下たちの仇かたきは、俺が取る！　来いゲーム機！　うりゃぁぁぁぁー！」


    「あ、緑の玉！　おめでとうございます！　二等の電動自転車です！」


    　何とトウテツが、俺の目当てだった電動自転車を引き当てたのだ！


    「や、やったぞテッちゃん！　初めてお前を見直し──」


    「んなモンいるか！　俺はチャリンコが乗れねぇんだ！　三等のゲーム機と替えろ！」


    「馬鹿、やめろ！　替えなくて結構です八百屋のオジサン！」


    　ゴネる【魔神】をなだめ、俺は自分の福引券をトウテツに託すことにした。


    　どうやらトウテツは、俺たちの中で最もクジ運がいいと見た。ならばもう一度こいつにやらせよう。きっと俺がやっても、六匹目のゲロンチョくんをゲットするだけだ。


    「うぉぉぉぉ！　今度こそ来いゲーム機！　【魔神】の手中に！」


    　裂れつ帛ぱくの気合いを込めて、トウテツがガラガラを回す。すると──


    　金色の玉が出てきた。それを見た八百屋のオジサンが、興奮してベルを盛大に鳴らす。


    「出ました！　特別賞です！　凄すごい強運だね君！」


    　特別賞だって？　マジか！　でかしたぞテッちゃん！


    「特別賞は、この原寸大ゲロンチョくんヌイグルミです！　二メートルあるよ！」


    　まさかのジャンボ・ゲロンチョだった。去年を超える悪夢だった。


    　いらねえ！　原寸大って何だ！　実在するかのように言うんじゃない！


    　……かくして俺は、結果的に電動自転車をゲットし。


    　荷台にゲロンチョくんの王様を乗せて帰路に着いた。
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    52　　語呂合わせ


    



    　エルミーラさんは、日本史が苦手である。


    　基本的に成績優秀なのだが、外国人であるためか日本の歴史には馴な染じみがないのだ。なので小テストの直前などに、よく雪ゆき宮みやさんを頼ったりする。


    「申し訳ありません汐しお莉りさん。今回もよろしくお願いしますわ」


    「分かりました。では始めましょうか」


    　その日の昼休みも、エルミーラさんは雪宮さんに泣きついていた。午後の授業に予定されている日本史の小テストに備えて。


    　優等生である雪宮さんには、苦手な科目というものがない。俺も日本史はそこそこ自信があるのだが、『祝命の巫み女こ』には敵かなわない。


    　そんなわけで今回は、俺も参加させてもらうことにした。


    　龍りゆう牙がは蒼あおヶが崎さきさんと一緒に学食へ行ってしまったので、弁当の俺とは別行動になったことも理由だった。


    「さすが汐莉さんは頼りになりますわ。お淑しとやかで、気品があって、おまけに面倒見までいいなんて……ワタクシ、素敵な仲間を持ちました」


    「フフッ、誉ほめても何も出ませんよ？　今回の小テストは、年表の穴埋め問題でしたね。シンプルですが広範囲なので、どこが出題されるか予測がつきません」


    「困りましたわ……こんな短時間で、いくつ覚えられるか」


    　嘆息するエルミーラさんに、雪ゆき宮みやさんは可か憐れんに微ほほ笑えんでみせる。


    「年表を覚えるには、語呂合わせが便利ですよ。例えば８９４年の遣唐使の廃止は、『白紙に戻そう遣唐使』と覚えるのが一般的ですね」


    　確かに、語呂合わせは年表暗記の基本だ。手っ取り早く覚えるには最適だろう。


    　４６４９年に起こる出来事なら、『よろしく◯◯』と覚えればいい。かなり先の話だけど。俺は生きてないだろうけど。


    「じゃあエルミーラさん、いくつかチョイスして覚えてみましょうか。５３８年、日本に仏教が伝来しました。これは『ご参拝、百済くだらの仏教』と覚えて下さい」


    「なるほど、分かりやすいですわね」


    「６７２年、壬じん申しんの乱。これは『ろくな人間になりませんよ、壬申の乱も知らないなんて』と覚えましょう」


    　なかなか辛しん辣らつな語呂合わせだ。壬申の乱をよく知らなかった俺は、ろくな人間にならないかもしれない。


    「７９７年。坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろが、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんになりました。これは『泣くな田村麻呂。大将軍のクセに。みっともない』と覚えます」


    　最後の「みっともない」って部分、いるんだろうか。


    「１０８６年、白しら河かわ上皇の院政開始。『入れ歯むしり取ってやろうか白河』と覚えます」


    　これまた辛辣だ。ご令嬢の雪宮さんらしくない語呂合わせだ。


    「１４０４年、勘合貿易が始まりました。『いよぉ～し！　勘合貿易じゃい！　たんまり儲もうけてやるぜ！　ヒャッハー！』と覚えます」


    　どんなテンションだよ！　それは誰の目線なんだ！　というか、やっぱり最後の部分いらねえだろ！　特に『ヒャッハー！』のとこ！


    「１５８２年、本能寺の変が起こりました。『イチゴパンツは、信のぶ長ながには過ぎた代しろ物もの。この明あけ智ち光みつ秀ひでが頂く』と覚えて下さい」


    　どんな理由で謀む叛ほんしてるんだ。そりゃ三日天下だったのも頷うなずける。


    　ちなみに俺も、本能寺の変は『イチゴパンツ』で覚えていた。こんなセリフ調ではなかったけど。謎なぞのパンツ争奪戦でもなかったけど。


    「１８４１年は、天てん保ぽうの改革です。これは『いやしい豚だね水みず野の、そんなに改革がしたいのかい？　黙ってないで何とかおっしゃい』です」


    　何か女王様が出てきた。水野忠ただ邦くにが言葉責めされている。


    「あと『本当にあんたは意地汚いわね、ええ水野？』です」


    　まだ続いてた！　もはや単なる水野さんへの罵ば倒とうだよ！　語呂合わせと関係ないよ！


    「１９３８年、国家総動員法が制定されました。これは『戦や！　組の奴やつら総動員で行ったらんかい！　オジキの弔とむらい合戦じゃい！』ですね」


    　雪ゆき宮みやさん。君はお淑しとやかで気品があるお嬢様だよね？　学園のアイドルだよね？　何かストレスでも抱えてるの？


    　心配する俺の横で、エルミーラさんは必死にメモを取っている。


    「国家総動員法は……『戦や！　オヤジの弔い合戦じゃい！』ですわね？」


    「オジキです」


    　どうでもいいよ！　こだわるトコじゃねえよ！


    　……そんなこんなで時間が来てしまい、早速ながら小テストが始まった。


    　残念ながら、雪宮さんが教えてくれた箇所は二つしか出なかった。天てん保ぽうの改革と、国家総動員法だけだった。


    （えっと、天保の改革は何年だっけ？　『あんたは意地汚いわね、ええ水みず野の？』だったか……駄目だ！　女王様の罵ば倒とうしか出てこねえ！）


    　俺の斜め後ろで、エルミーラさんも頭を抱えていた。


    「確か国家総動員法は、『オヤジの弔い合戦』……ん？　オジキだったかしら？」


    　こうして俺とエルミーラさんの小テストは、散々な結果に終わった。


    　意外と雪宮さんが嗜し虐ぎやく的なのを知っただけだった。
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    53　　老師


    



    　俺は今、龍りゆう牙がの家に遊びにきている。


    　日曜ということでお誘いを受け、特に予定もなかったので応じることにしたのだ。


    　もっとも、他に予定があったとしてもこちらのオファーを優先していただろう。何な故ぜなら俺は、主人公の友人キャラだから。


    　……が、今日の龍牙は、いつもより若じやつ干かんテンションが低めだった。


    　定番のコスプレ衣装を着ることもなく、普通の私服姿をしている。普通といっても、ニットトップスにチェックスカートというガーリーな仕様だが。


    「どうしたんだリューガ。何か浮かない顔してるぞ？」


    「ああ、うん……ちょっとね」


    　言った傍そばから溜ため息いきをつき、俺に一枚の手紙を差し出してくる龍牙。手渡してきたということは、読んでもいいのだろうか。


    「ん？　これ国際郵便か？　中国からってコトは、ご両親がくれた手紙とか？」


    　龍牙の両親は中国に滞在し、ずっと【魔神】に関する調査をしている。もともとトウテツら四凶は大陸を拠点に暴れていたので、あちらに多くの文献が残っているらしいのだ。


    　今となっては、【魔神】たち自身から色々と訊きいた方が早い気もするけど……【黄こう龍りゆう】や四し神じんのことなど、他にも調べることがあるそうだ。


    「そういや、リューガも高校生になるまでは中国の秘境にいたんだよな？　そこで修行してたんだっけ」


    「うん。それで、その手紙なんだけど……私の師匠からなの」


    「し、師匠？」


    「陳ちん老師っていうんだ。もう百三十歳を超えてるんだけど、武芸百般に通じてる凄すごい人。いわゆる仙人って呼ばれる存在かな？」


    　陳老師。龍牙にそんな師匠キャラがいたとは。


    　確かにバトル物において、「主人公の師」という存在は定じよう石せきといえる。無敵に思える火ひ乃の森もり龍牙にも、ただ一人だけ敵かなわない相手がいる──おそらくそれが、この陳老師だ。


    （あくまでイメージだが、きっと七福神の『寿じゆ老ろう人じん』みたいなビジュアルに違いない。頭が長くて、短身で、鬢びんは胸まで届き、変な杖つえを持っているご老人と見た）


    　龍牙の強さも、全ては陳老師の指導の賜たま物ものというわけか。ならばいつか龍牙がバトルに敗れたとき、再びこの人に鍛きたえ直してもらうエピソードとかがあるかもしれない。


    　そして陳老師は言うのだ。「フォッフォッフォッ、今度こそ負けるでないぞ龍牙」と。


    　龍牙も言うのだ。「やれやれ……師匠にかかったら、俺もまだまだヒヨッコだね」と。


    （何て偉大な人なんだ。ありがとう陳老師！　勝手に笑い方を想像してすみません！）


    　俄が然ぜんその陳ちん老師に興味が湧わいてきた俺は、早速ながら手紙に目を通す。すると。


    『ハーイ龍りゆう牙がちゃん！　元気してる？　僕チンは相変わらず、元気モリモリだぜ！』


    　……幻覚だろうか。物凄すごく頭の悪そうな書き出しが、俺の網膜に飛び込んできた。


    『たまには会いにきてよ～。僕チン、龍牙たんのオッパイが恋しいよお～』


    　思ってたのと違う。こんなの陳老師じゃない。誰だお前は！　老師をどこへやった！


    『思い出すなあ。龍牙ちゃんのお尻しりを触ろうとして、ボッコボコにされたコトあったよね。僕チンあの時、死ぬかと思っちった』


    　弟子からボッコボコにされていた。龍牙、とっくに師匠超えしていた。


    『あ、いつだったかお風呂を覗のぞこうとしてゴメンちゃい！　僕チン反省！』


    　その僕チンってのやめろ！　そのチンはアレか！　陳とかかってるのか！


    　マズい。こいつは物語に登場させてはいけない気がする。山ほど苦情が来る気がする。


    （いや待て。師匠キャラには、いつもは軽いノリだが肝心なときはビシッと締めるタイプがいる。陳老師もそうなのでは？　亀かめ仙人系なのでは？）


    　そんな一いち縷るの望みにすがり、手紙を読み進めたものの。


    『龍牙ちゃん、そっちでは上う手まくやってる？　女の子だってバレてない？　龍牙ちゃんはドスケベボディーだもんね～、フヒヒヒヒ。じゃあお返事待ってるのねん！　チャオ！』


    　終わってしまった。最後までセクハラ一辺倒で。笑い方も「フォッフォッフォッ」じゃなくて「フヒヒヒヒ」だった。


    　龍牙が浮かない顔をしていた理由が分かった。日本へ戻ってくる際に、妹の杏きよう花かちゃんを一緒につれてきた理由も併あわせて分かった。このジジイは──危険だ。


    「全く、相変わらずで困っちゃうよ。でも陳老師が強いのはホントだよ。エッチなコトばかりしてくるのも、私の闘争心を引き出すためだったんじゃないかな」


    　そうだろうか。俺には単なる強制わいせつ罪にしか思えないが。


    「あ、そうだ。陳老師の写真があるけど、見る？」


    　そう言って、龍牙が携帯の画面を俺に向けてくる。


    　そこには──息を呑のむほど色っぽい、妙齢の女性が映っていた。真っ黒なロングストレートヘアーの、チャイナドレスを着た、グラマラスな美女が。


    「え……これが陳老師？」


    「そうだよ。若く見えるでしょ？」


    　そんな次元じゃない。どう見ても二十代後半のお姉さんだ。仙人って凄い。


    「この人、百三十歳？」


    「うん。年齢のコト言うと怒るけど。私のコスプレ趣味も、師匠の影響なんだよ」


    　陳老師。あんたキャラ設定をひねり過ぎだよ。


    　処理しきれねえよ。
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    54　　俺への呼称


    



    　俺の名前は、小こ林ばやし一いち郎ろうという。


    　友人キャラに相応ふさわしい平凡な氏名なのだが、みんなからの呼ばれ方は様々だったりする。


    　ある日の放課後。教室のゴミ袋を持って校舎脇わきの集積所へ向かっていると。


    「あ、小林さん。今日は掃除当番だったんですね」


    　廊下で雪ゆき宮みやさんと出会った。今日はご両親が海外から帰ってくるそうで、今から急いで帰るところらしい。


    　……雪宮さんは俺のことを「小林さん」と呼ぶ。


    　お嬢様で優等生の彼女らしい、丁てい寧ねいな呼称だ。同学年なんだから、もっと気安く呼んでくれてもいいのに。


    「では小林さん、また明日」


    　会話もそこそこに雪宮さんと別れ、階段に差しかかったところ。


    「やあ小林。今日は掃除当番だったのか」


    　今度は蒼あおヶが崎さきさんと遭遇した。今日は学校の剣道場が空いているので、そこで稽けい古こをしていくとのこと。


    　……蒼ヶ崎さんは俺のことを「小林」と呼ぶ。


    　上級生らしく、シンプルに呼び捨てだ。やや体育会系が入っている彼女のキャラにも合っていると思う。


    「では小こ林ばやし、宿題はちゃんとやるんだぞ」


    　そんな釘くぎをさされつつ蒼あおヶが崎さきさんと別れ、一階に降りたところ。


    「あら小林一いち郎ろう。今日は掃除当番でしたの？」


    　今度はエルミーラさんと出くわした。今日は時おり顔を出している文学部へ行くようだ。


    　……エルミーラさんは俺のことを「小林一郎」と呼ぶ。


    　どうしてフルネームなのかは分からない。が、ついつい氏名で呼んでしまう人というのは確かにいる。俺にとって「マ・クベ」がそうである。


    「では失礼しますわ小林一郎。部室で同好の士が待っていますので」


    　小説執筆が趣味のエルミーラさんと別れ、ゴミ集積所へ向かうべく校舎を出たところ。


    「あ、イッくん！　今日は掃除当番なんだね！」


    　今度は黒くろ亀がめさんと鉢はち合あわせした。クラスメートたちと一緒に、ちょうど今から下校するところみたいだ。


    　……黒亀さんは俺のことを「イッくん」と呼ぶ。


    　一番ニックネームっぽい呼称である。初めてまともに会話した時点から、彼女からはそう呼ばれている。人懐なつっこい彼女らしい。


    「じゃあねイッくん！　頑張ってゴミを置いてきてね！」


    　去っていく黒亀さんを見送り、集積所にゴミを置いたのち。俺は教室へ戻る前に、保健室に寄り道していくことにした。


    「いらっしゃいませ一郎様。ちょうど今、魅ミ怨オンと忌キ綺キが来ていますよ」


    　するとそこには養護教諭である呪ジユ理リだけでなく、『奈な落らくの三さん姫き』の残り二名までいた。ウチの居い候そうろうが勢揃ぞろいしていた。


    「一郎くん、ちゃんとサボらず勉強した？」


    「一郎男爵、口にヨダレの跡があるでしゅ。さっきまで寝ていた動かぬ証しよう拠こでしゅ」


    　……呪理は俺のことを「一郎様」、魅怨は「一郎くん」、忌綺は「一郎男爵」と呼ぶ。


    　特筆すべきは最後のやつだろう。もちろん俺は貴族ではないし、お芋でもない。敬称として男爵を使うのは、オカッパ幼女のマイブームなのだ。


    「私は本日、職員会議がありますので少々帰りが遅れます」


    「さあ忌綺、帰るわよ。夕飯の準備しなくちゃ」


    「一郎男爵、またあとででしゅ！」


    　真ま面じ目めな長女と、単に遊びに来ただけらしい次女＆三女と別れ、保健室を出たところ。


    （旦那、俺らも早く帰りやしょう。ゲームの続きがしたいんで）


    （坊主、さっさと教室行って鞄かばんを取ってこいや）


    　俺の脳内に、【魔神】二人の声が響いた。言わずもがな、トウテツとコントンだった。


    　……トウテツは俺のことを「旦那」、コントンは「坊主」と呼ぶ。


    　その二つはある意味、相あい反はんする存在だと思う。【魔神】の感性はよく分からない。


    　ちなみに他の【魔神】であるキュウキとトウコツは、それぞれ俺のことを「小こ林ばやし少年」「一いち郎ろうどん」と呼ぶ。さらに弑シイ麻マという使徒は、俺を「コバイチ」と呼ぶ。


    （もしかしてみんな……あえて被かぶらないようにしてるのか？　そうだとしたら、新キャラほど苦しくなっていくぞ？）


    　このままでは「コバ助」とか「一いち郎ろう佐ざ衛え門もん時とき貞さだ」とか「イッチモンド伯」とかになっていくかもしれない。呼ばれても振り返る自信がない。


    　呼称なんて、別にひねらなくてもいいのに……そう思いながら教室に戻ると。


    「一郎！　使徒の気配だ！　ちょっと行ってくる！」


    　待ってくれていた龍りゆう牙がが、入れ替わるように飛び出してきた。そのまま廊下を物凄すごい勢いで走り去っていく。


    　使徒が現れた……すなわち、主人公としてのお仕事が入ったということだ。


    「おう、頑張れよリューガ！　やっぱその『一郎』って呼び名が一番しっくりくるぜ！」


    　──俺は友人キャラ・小林一郎。日常パート専門の脇わき役。


    　変に奇をてらわず、普通に呼んでもらえるのが一番なのだ。
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